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　かつて龍りゆう神じんが猛もう威いを振るい、そして多くの犠ぎ牲せいを払って戦いを収めた最北の大陸。

　そんな歴史ある大陸を治める国『エンドレシア』の首都ラークで国王との面会を果たした俺は、それから数日の間は街の観光をしたり、旅立つ前に目ぼしい品々を買い溜だめしたりと、次の旅に向けて準備を進めていた。

　だがそんなある日、もうすぐ街を出るというタイミングで、俺は二人の少女から面会を求められた。

「私はもう、レン様にはついて行けません……」

「もしレンが諦めるなら、こっちについていく」

　二人は『解かい放ほう者しや』と呼ばれるレン君の仲間だ。

　あの勝ち気そうな娘さん以外の二人に面会を申し込まれ、こうしてギルドの応接室を借りているわけなのだが──

「レン君は今も解放者だ。いくら公こう爵しやく、いや元公爵であるレコンが失しつ墜ついしたところでその立場は変わらない。それでも同行を止めるのか？」

　解放者とは、大昔に封印された『七しち星せい』を解放する為、異世界から召喚された存在だ。

　長きに渡る封印で、かつての凶暴性を失ったといわれている七星。

　それを解放する事で、封印に使われている大地の力を豊ほう穣じようへと向かわせる事が出来ると伝えられていた。

　レン君もまた、この地に眠るといわれていた龍神を解放する為に召喚された存在だ。

　だが──ご存知のとおり龍神は既に俺が完全に消滅させてしまっているんですよね。

「それでも私は……」

　なにかを言い淀むように、修しゆう道どう服ふく姿の少女が俯うつむく。

　レン君は現在、ギルドにより罰則を科せられ、満足に依頼を受ける事も、また国からのバックアップを受ける事も出来なくなっている。

　そしてそれは当然、彼のパーティーメンバーである彼女達も同様だ。

　つまり──早い話が、彼女達は彼を見捨てようとしているって訳だ。

「悪いが俺は七星解放に興味もなければ、君達を連れて行くつもりもないよ」

「そんな！　それほどまでの力を持ちながら、どうして！」

　……力を持つ人間には、相そう応おうの責任が付きまとう──とでも言いたいのだろうか。

　そんな訳ないだろう。だったら世の中の金持ちは皆、貧しい人間に自らの財産を分け与えなければいけない義務でもあるというのだろうか？

　もちろんそういう人間だって中にはいるのだろうが、残念ながらそれは義務じゃない。

　そしてなによりも──お前ら、仲間じゃなかったのか。

　気に入らない。あの勝ち気な娘さんだけか、彼を支えようって気構えがあるのは。

「もういい。何か勘かん違ちがいしているようだが、俺は本来君達が易やす々やすと言葉を交わす事が出来る相手じゃない。弁わきまえろ」

　説明なんてしてやらないし、俺の考えを話すつもりもない。

　だから俺は『ＳＳランク冒険者』そして『次期公爵』という権力を振りかざす。

　すると、非難の声を飲み込み、猛もう烈れつな勢いで頭を下げる修道女姿の少女。

「も、申し訳ありませんでした。失礼します」

　逃げるように退散する彼女と、いまだ眠そうな顔をしたままソファーに腰掛ける少女。

　……この子はなんなのだろうか。終始マイペースな様子だが。

「解放に行かないなら、レンのところに戻る……ここ、ふかふか」

「……寝るならこれ使いな」

「ん……」

　どうやら彼女の場合は純粋に効率だけを考えてたようだ。

　そのまま横になりはじめたので、クッションを与えて俺も部屋を後にするのだった。

　人目をはばからず我が道を行くその姿勢、嫌いじゃないです。
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「お疲れ様ですぼんぼん。面会は無事に終わりましたか？」

「おかえりカイくん」

　使わせてもらっているＶＩＰルームに戻ると、二人の美女が出迎えてくれた。

　俺の旅の相あい棒ぼうであるリュエ。そして、俺と同じくかつてプレイヤーだったオインク。

　俺とは違い、かれこれ三○年以上前にこの世界に降り立ったオインクは、紆う余よ曲きよく折せつを経て今ではギルドという巨大組織の総そう帥すいの座に納まっていた。

　一応俺もギルドに所属している以上、上司にあたるんだよなぁ。

「……おりゃ」

「にゃにふるんでふか」












「あはは、オインクのほっぺよく伸びるね！」

　なんか悔しいのでつい。




「それで、結局面会の用件はなんだったのですか？」

　赤くなった頰ほおを摩さすりながら訊ねてくるオインクに、簡潔に先ほどの話を伝える。

　すると、疲れ顔でため息を吐きながらこう切り出した。

「レンは処罰を受けてから、少々荒れてしまっていますからね……傍そばに居辛いというのもあるのでしょう」

「ああ、そういえば彼女はギルドから派遣されたんだったか」

　まだもう少しだけ、彼が立ち直るには時間を要するようだ。

　だがそれでも、あの勝ち気な娘さんが傍にいるのなら、きっと大丈夫だろう。

　人は一人じゃなければ、それなりになんとかなっちゃう生き物なのだから。

　立てなくても、立っている風には見せられる。互いに支え合う事によって。

「で、なんでこの部屋にオインクがいるのかリュエさん、解説をどうぞ」

「もうすぐエンドレシアを出るから、おすすめのお土産みやげ屋を教えてもらっていたんだよ」

「おいギルド総帥。仕事はどうしたんだ仕事は」

「貴方達を見送るのも立派な仕事です。というわけで、港町までお送りしますよ」

　ここ最近のゴタゴタで激務に追われているんですね、分かります。

　そりゃあ一国の重じゆう鎮ちん、国王と双璧をなす人間の失墜だ。その煽あおりで彼女に負担が掛かるのもやむなし、か。

　仕方ない、彼女の気分転換のためにも港町まで送って頂きましょうかね。
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　馬ではなく、走る速度の速い魔物に牽けん引いんされる魔ま車しや。

　その猛烈な速度により、街を出ると決めた日から僅わずか二日という短時間で、この大陸の最南端にある港町へとたどり着いていた。

「しっかし、せっかくの船出なのにこの天気はないだろう」

「さささささ寒いよカイくん……もっと近くにきておくれよ……」

「仕方ないでしょう、冬の港町なんてこんなものですよ」

　五つのうち最北に位置するこの大陸。季節が冬という事もあり、門出の空は灰色だ。

　港町へ降り立った瞬間、海から吹く雪をはらんだ潮しお風かぜに我が家の寒がりさんが完全にノックアウトされてしまいました。かわいそうに、ちょっとこれでも羽は織おっていなさい。

「あ、カイくんの魔王マントだ」

　ぬくぬくとマントに包まるリュエを尻目に、オインクと別れの言葉を交わす。

　名残なごり惜おしいが、彼女には彼女の道がある。

　俺がリュエと二人で世界を、七星にまつわる場所を巡るように、彼女にもやらなければならない、叶えたい願いがあるのだろう。

「オインク、随ずい分ぶんと世話になってしまったな」

「それはこちらの台詞です。お陰様で、私の計画が一○年ほど前倒しになりましたよ」

「人類総豚化計画か……揚げ油の用意でもしておくか」

「そんなー！　……まったく、最後の最後まで貴方という人は」

　余裕を崩さないその有り様に、少々悔しいような、切ないような、けれどもそこに確かな信頼があるような、不思議な感覚に捕らわれる。

　ああ、そうか俺は寂しいのか。

　ゲームで一緒だったとはいえ、彼女と実際に会ったのはついこの間の事。

　けれども、彼女はゲーム上で共に過ごした時間が最も長かった相手だ。

　だからこそ、こうして一緒にいた時間が短くても、まるで長年連れ添った友人との別れのような、そんな思いが込み上げてくるのだろう。

「ふふ、珍しいですね、貴方がそんな顔をするなんて」

「顔色を読むんじゃない」

「安心して下さい。この先の大陸『セミフィナル』も私の管かん轄かつ内ないです。何か困った事があればギルドに相談してください。既すでに向こうにも通達済みですから」

「なんだ、そんな通信可能な魔導具もあるのか」

「まだ衛えい星せい中ちゆう継けい並みにタイムラグがあるんですけどね」

　セミフィナルでは既に貴族制が廃止され、その代わり住人によって選ばれた人間が領主を務つとめているという。

　俺とリュエは、その領主と同じだけの行動の自由を保障されているという破は格かくの待遇。

　これもオインクが用意してくれたというのだから、本当彼女には頭が上がらない。

　むしろ、何な故ぜギルド総帥が向こうの大陸でそこまで権力を行使出来るのか疑問である。

　しかしまぁ、今はありがたく受け取ろうじゃないか。

　するとその時、停泊している巨大な船から胸と鼓こ膜まくを震わせる音が伝わってきた。

　それは汽き笛てきの音。つまり……いよいよ別れの時が来たという合図だ。

「さて、そろそろ時間ですね。リュエ、寒いのでしたら船に乗って最初の一日だけは甲かん板ぱんに出ない方がいいですよ」

「そそそ、そうなのかい？　わ、わかったよオインク」

「もしかして、二日目からは気候が変化するのか？」

「ええ。セミフィナルでは日本で言う三月くらいの気候になっているはずですよ」

「そこまで違いがあるのか……」

「これも、向こうで七星が解放された影響、ですかね」

「なるほどな。まぁぼちぼちその辺りの事も調べてみるさ」

　タラップに足を乗せながら応じる。

　灰色の冷たそうな海を眼がん下かに収めながら乗船を済ませ、改めて彼女へと振り返る。

　……俺は、乗り物に乗った時のこの瞬間が一番嫌いだ。

　たった数メートルしか離れていないはずなのに、急激に遠くに行ってしまったようなそんな気持ちにさせられる。

　こちらを見上げながら、少しだけ寂しそうな表情を浮かべるオインク。

　その姿を見て、なんとも言えない気持ちに拍はく車しやがかかる。だが──

「オインクー！　またねー！　たまにはこっちにも遊びに来ておくれよー！」

　隣にいたリュエが、元気いっぱいな様子で手を大きく振る。

　その無む邪じや気きな姿と再会を当たり前だと思っている言葉に、胸中に溜まった重い空気が音を立てて抜けていく。

　それはどうやらこちらを見上げていた彼女も同じだったようで、気がつくと微かすかな笑みを浮かべていた。

　ああ──そうだな。

「オインク！　ちょっと行ってくる！　また今度な！」

「はい！　どうか息そく災さいで！」

　こうして、俺にとっての始まりの地、そしてリュエにとっては因いん縁ねんの地でもある最北の大陸、エンドレシアを後にしたのだった。
















　抜けるような青空と、どこまでも続く草原。

　私はそんな二色に挟まれ、ぽつんと一人そこに立っていた。

　誰もいない、なにもない、ただ私一人がここにいる。

　……それが、ここに来た最初の記憶。

　そして追いかけるように、私の頭の中に無数の映像が、記憶が流れ込んできた。

　それは、ここに来る前の遙はるか昔の記憶。

　ぼんやりと霞かすみがかかった、曖あい昧まいでよく分からない、そんな私の過去。

　昔の私は楽しかったのかな、それとも悲しかったのかな。

　私にはそれすらもよく分からない。

　けれども、そんな曖昧で不確かな私でも、しっかりと思い出せる事があった。

　誰かが私に、素敵な服を用意してくれた。

　誰かが私に、綺き麗れいなアクセサリーを用意してくれた。

　着飾った私を、周りはみんな『綺麗だね』『素敵だよ』、そう言ってくれた。

　けれども私は、それが誰からの贈り物なのかが分からなかった。

　ぽっかりと穴が空いたように。誰かの事が私の中から抜け落ちたように。

　ねぇ、貴方は誰なの？

　どうして私に優しくしてくれるの？

　私、こんなに沢たく山さんの物を貰っても、何も返せないの──




　意識が浮上する。

　まるで深い水の底からゆっくりと浮かび上がるような、そんな心地良い感覚に包まれた後、私は大きく伸びをする。

　……随ずい分ぶんと昔の夢を見た。

　草原を抜け、街を渡り歩き、男を渡り歩き、日の当たる場所に辿たどり着く前の私。

　今の私が始まった、その瞬間の夢を。

　あれからもう、何十年過ぎたのだろうか。

　あの頃の私はなにも分からないまま、ただ過去の残ざん滓しにすがるように生きていた。

　今では、『綺麗です』『お美しい』──そんな言葉を頂くまでになった。

　記憶に残る言葉と似たそれが、私を満たしてくれる。

　そしてなにかを思い出させてくれる故こ郷きようの歌のように、染みこんでくる。

　ふふ、私の故郷がどこなのか、それすら思い出せないのだけれど。

「さてと、今日もお仕事です」

　気合いを入れなおし、私は身み支じ度たくを整えて部屋を後にするのだった。




『お母様、おはようございます』

　食堂へ行くと、席に着いていた娘達から一斉に声が掛かる。

　私と同年代に見える彼女達。けれども私はこの娘達の母親として何年も生きてきた。

　彼女達を引き取って、そして共に生きる術すべを学ばせる。

　何ものにも負けない強したたかさと、自分の尊厳を守る技と共に。

　今日も元気に笑う彼女達の顔を眺める。立派に、本当に彼女達は立派になった。

　今朝の夢見の所せ為いか、妙に感かん傷しよう的になっているのかもしれないけれど。

「マザー、どうかなさいましたか？」

　最さい古こ参さんであるエルフ族の娘。

　その種族故に彼女もまた、私同様長い時を生きている。いわばこの家の長女と言うべき存在だ。そんな彼女に心配をかけてしまっている。

「ううん、なんでもないの。みんなおはよう。今朝のメニューを教えてくれるかしら？」

「今朝は市場に珍しくトマトが出ていました。ハウス栽培なので高価だったのですが、今日は特別な日ですから、奮ふん発ぱつしてしまいました」

「まぁ嬉しい！　ならメニューは……ラタトゥイユね？」

「正解です。ふふ、私達はみんな、マザーのラタトゥイユを食べて育ちましたから」

「ふふ、娘達にそれを作ってもらえるなんて私は幸せ者ね。じゃあみんな席に着いて」

　さて、ではみなさんご一緒に。

『いただきます』




　今日は月に一度の、領主の一団が街を訪れる書き入れ時。

　娘達も皆、夜に備えて念入りに化け粧しようをし、衣装を選び、入念に開店の準備を始める。

　自分の価値を高めるため、お客様を少しでも喜ばせるため。

　そして私も一人、自分を磨き、決戦に備える。

　可愛い娘達が安心して今日の糧かてを得られるように。この場所を守るために。

　やがて日が暮れ始め、約束の時が近づいてきた。

　扉の前に整列して、その瞬間が来るのを今か今かと待ちわび、その時が訪れる。

「ようこそいらっしゃいました皆さん。本日は我わが『プロミスメイデン』へお越し頂き、誠にありがとうございます」

　現れた人、領主であるブック様に、もはやお馴な染じみになりつつある口上を述べる。

　ふふ、相変わらず子供のように嬉しそうな顔をする人ですね。

「これはこれはグランドマザー！　いつもお出迎え頂き、ありがとうございます！　本日はエンドレシアから大切なお客人をお連れしました。最高のおもてなしをするため、こちらに参った次第です」

「まぁ、それは光こう栄えいです。では、誠心誠意、おもてなしをさせて頂きます。ですが、ここのルールをお忘れなきようお願い致しますね」

「勿もち論ろんですとも。『娘さん達には手を触れない。言い寄らない。そして触れていいのは心だけ』ですな」

　少しだけ堅苦しいような、周囲の人間からは古臭いと揶や揄ゆされる事もある私の館の絶対厳守のルール。

　彼はそんな私の流りゆう儀ぎを肯こう定ていし、こうして度々新たなお客様を連れて来てくださる。

　すっかり彼が覚えてしまったその文句に応える形で、私はその続きを口にする。

「ええ。心に触れ、そしてもしも通じ合えたのなら、どうか娘を末永くお願い致します」

「ははは、中々どうして娘さん達はしっかり者ですからな、私の兵では心に触れる前に骨抜きにされてしまいましょう」

　彼は目を細め、ほがらかに笑う。

　領主という立場にありながら、足あし繁しげくここに通う彼に、私は幾いく度ど助けられた事か。

　私が館を守る母ならば、さしずめ彼はこの地に住まうすべての人々の父。

　この街で私達を含め、夜の仕事をする人間が後ろ指差されずにいられるのも、全ては彼が取り計らってくれたからこそ。

　そんな彼が『大切な客人』をもてなすのに私達を選んでくださったのならば、私は家長としてその役目を力の限り全まつとうしてみせましょう。

　私はブック様の陰で少しだけ恐きよう縮しゆくしたように一歩引いているお客様の下へ向かう。

「本日はようこそいらっしゃいました。私はこの娘達の母の──」
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　船旅って風ふ情ぜいがあって良いですよね。

　潮の香りに波の音、並走するように飛ぶカモメに、ゆっくりと流れる雲。

　時折水みな面もを跳ねる魚の姿や、甲かん板ぱんで思い思いに船旅を満喫する乗員達。

　それらに目を向けてみたり、空と海の境界線、はるかな水平線を眺めてみたり。

　そんな優ゆう雅がな旅を満喫していると、つい時が経つのも忘れてしまう。

　……だから、その時を忘れる程穏やかな一時をぶち壊すのをやめてもらえませんか。

「オロロロロ……オロロオロロウオオオリャアアアア」

「汚い、どっか陰に行きなさい」

「だずげでーガイぐーん……」

　初めての船で完全にダウンしてしまったエルフさんが約一名。

　いやはや、がっかり具合に拍はく車しやがかかっていませんか貴女。

　というかですね、回復魔法はどうしたんですか。

「魔法に頼っていたらいつまでも慣れないと思っていたんだけどね……」

「使えるものはなんでも使いな、折角の船旅なんだから」

　すると納得してくれたのか、彼女は自分に回復魔法を発動させた。

　青ざめた顔が見る見るうちに血色を取り戻し、いつものように元気いっぱいのリュエが傍そばに寄ってくる。

「それで、カイくんは釣りをしているのかい？」

「ああ、さっき甲板で道具を一式売っていたんだよ」

　俺達がエンドレシアを旅立ってから既すでに二日が経過していた。

　オインクの言うとおり初日は天候も荒れ、甲板に雪が降り積もる程の有り様だったのだが、今日になるとエンドレシアを覆おおう寒気の渦うずから抜け出したのか、まだ若干肌寒いものの、こうして海釣りを楽しめる程度には天候も回復していた。

　まぁ、昨日までの激しい揺れでリュエは完全にグロッキー状態だったのだが。

「しっかしまさか動力船とは恐れ入った。あの嵐の中でも航海を続けられるとはなぁ。これ、やっぱり魔ま導どう具ぐか何かなのかね？」

「どうだろう？　こういう大掛かりなものは魔族作のものが多いから、私でも内部を見ないと良く分からないや」

「へぇ、魔族って魔導具作りに特化しているのか」

「うん。私達エルフは元々魔術や術式を使って生活していたんだけど、それを簡略化して誰でも使えるように魔導具を生み出したのが魔族なんだよ。つまり、この道の開かい拓たく者しやって感じかな」

　ふぅむ。既にある技術を応用して、使いやすいように改良するとな。

　まるで日本人みたいだな、魔族って。

「元々争いごとが嫌いな温厚な種族だったんだけどね。創そう世せい期きの終わり頃に、色々魔導具を悪用する人間も出てきてしまったせいで、私が住んでいた森の向こう、山の奥に隠れてしまったんだ」

「へぇ、なんだか意外だな」

「だいぶ昔の話だけどね。今だと割と見かけるし、ソルトバーグにもいただろう？」

「ああ。いつの世も外の世界に出たい若者がいるって事なんだろうな」

　そんな種族の文化や歴史に思いを馳はせながら、船に引かれ水面を漂うウキを眺めていると、背中にトンと重みが加わる。

「よいしょっと。じゃあ私はカイくんが頑張っているあいだ背中を貸してもらおうかな」

「はいよ」

　彼女の温もりを感じながら、背中合わせで甲板に座り込む。

　微かすかな船の揺れに包まれながら、同じように水面を揺れるウキを眺める。

　本当、船旅は良いものだ。
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「お、来た来た！」

「おお！　頑張れカイくん、お昼ごはんを釣り上げるんだ！」

　釣り糸を垂らす事十数分、遂に水面のウキが不ふ規き則そくに水中に飲み込まれ、確かな手ごたえが竿さおに伝わってきた。

　ゆっくりと糸を巻き取りながら、グイッと力を込め竿を立てる。

　すると水中で銀色の光がちらりと躍り、そして──

「小さいけど、鯵あじ、かな？」

　体長一○センチ程の、小さな流線型の魚。

　若干模も様ように違いがあるものの、見覚えのある魚を釣り上げたのだった。

「おー！　海の魚はこんな風になっているんだね！」

「よしよし、じゃあちょっと……リュエ、氷でバケツみたいなの作ってくれないか」

「よしきた」

　彼女にお願いすると、海面から四角い氷ひよう塊かいが現れた。

　海水を凍らせるのは難しいはずなのだが、魔術では造作もないのだろうか。

　その氷が見る見るうちに加工され、あっという間に氷の水すい槽そうが完成する。

　内部に海水が満たされ、それが船上にズシンと設置された。

「出来たよカイくん」

　魚から針を外し、出来立ての水槽に放ってやると、元気よくその中で泳ぎだす。

　そしてその様子を、まるで子供のような笑顔で彼女が眺め始める。

「こんな風に魚を見るのは初めてだよ。ふふ、私の指を追いかけてくる。可愛いね」

　氷の表面を指でツンツンと突き、それに反応する魚を見て喜ぶ彼女。

　……水族館ってこの世界にはないんですかね。是ぜ非ひ連れて行ってみたいものだ。

「そんな貴女も十分可愛いです」

「んな!?」

　突然の口こう撃げきに彼女までもが凍りついてフリーズしてしまいましたとさ。




　それから約一時間、魚ぎよ群ぐんが近くにいたのか次々と魚がかかるのだが、どれもこれも最初と同じ小ぶりの鯵ばかり。

　その数およそ八○匹。確かに小さいが、釣ちよう果かとしては申し分ないと思っている。

　しかし──

「ハッハッハッハ！　随分と大漁じゃねぇか兄ちゃん」

「なんだ、それを食うのか？　俺はてっきり餌えさでも釣ってんのかと思ったぜ」

「そんなんじゃ食いでがないだろ。後で俺達のを分けてやってもいいぜ」

　近くで釣りをしていた他の乗客の冷やかしが凄いんですよ。

　自称玄人くろうと釣り師の中にはたまにこういう人間がいるんですよね。

　いいさいいさ、お前さん方に教えてやるよ、小さい魚ならではの楽しみ方って奴を。




　釣り道具を販売していた関係か、船内には乗客向けの厨ちゆう房ぼうも用意されていた。

　そもそも、オインクが手配してくれたこの船はちょっとした豪華客船のようで、約一週間もかかる船旅を快かい適てきに過ごせるように、設備も充実している。

　この厨房も、そんな数あるレクリエーション施設の一つなのだろう。

「さて、それでは久々に料理を……第一回ぼんぼんクッキングを開始したいと思います」

「なにが始まるんだい？　急に改まって」

「気分だよ気分。じゃあシンクにその水槽を置いてくれるかい？」

「本当に食べるのかい？　こんなに小さくて可愛いのに……」

　彼女のその言葉に、他の調理台で作業をしていた釣り人が噴き出す。

　ぐぬぬ。リュエさん、君までそれを言うか。

「まぁ見てな。それじゃあ調理開始だ」

　まず水槽から水を抜き魚の動きを封じる。

　氷製なのでそのままでも鮮度が落ちにくく、また体温が下がるので魚も暴れない。

　まずは一匹取り出し、まな板の上で暴れだす前に──

「よっと」

　指先から闇やみ魔術の刃を生み出し、サッと体表を撫なでるようにして軽く鱗うろこを落とす。

　このサイズならそこまで念入りに取らなくても問題ないだろう。

　さらにシュッと一ひと撫なでするように腹を裂き、そこから内ない臓ぞうとエラを一瞬で取り出す。

　すると、すでに内臓を失っているにもかかわらず、小鯵がまな板の上でピクンピクンと痙けい攣れんを繰り返していた。

「まだ腕は鈍ってないみたいだな」

　ペティナイフよりも遙かに使い勝手のいい魔術を駆く使しし、次々と小鯵を捌さばいていく。

　内臓を取り出した小鯵はすぐさま氷の水槽に並べられ、それを見ているリュエが目を丸くしていた。

「は、はやいねカイくん。私も焼き魚は得意だけど、こんな風には出来ないよ」

「慣れだよ慣れ。よし、これで最後だ」

「お疲れ様。それで、これをどうするんだい？」

　今度はリュエのバッグを借り、そこから必要な材料を取り出していく。

　彼女のバッグは自分の家の貯蔵庫と繋がっており、一方通行とはいえ某国民的猫型ロボのポケットのような役割をしてくれる。

　その内部の食材は馴染み深いものから日本ではお目に掛かれないものや、明らかに地球には存在しなそうなものまで千差万別。

　なお、貯蔵庫に戻す場合はギルドに設置されている小さな神しん殿でんに奉ほう納のうしなければいけない模様。微妙に不便である。

「リュエ、小麦粉を出してくれないか？」

「小麦粉ってなんだい？」

「よし、君は大人しく横で見ていなさい」

「はーい」

　ちょっとこのアシスタントさん付けたの誰です!?

　仕方ないね、焼き魚とサラダとスープくらいしか作れない子だもんね。

　魚に小麦粉をまぶし、備え付けの大おお鍋なべに揚げ油を満たし熱する。

　そこに魚を投入し低温でじっくり揚げ始める。

　ジュアワと耳に心地よい音をさせ、同時に香こうばしい香りが辺りにただよい始める。

「リュエ、鍋の中だけ見ていてくれないか？　もし黒く焦こげそうになったら教えてくれ」

「うん、分かったよ」

　さて、では残りの食材に取り掛かるとしましょう。

　彼女のバッグから香こう味み野や菜さいとしてニンジン、玉ねぎ、ピーマンと赤あか唐とう辛がら子しを取り出し、それぞれ薄くスライスしていく。

　出来るだけ薄く、透き通るくらいの厚さでスライスしたところで下準備完了だ。

　そして最後にラークでオインクに勧すすめられた店で購入した調味料を取り出した。

　日本酒作りが盛さかんなだけではなく、恐らく一緒に伝わったのであろう醬しよう油ゆと酢すも販売しており、すぐさま可能な限り購入させてもらったのだ。

　やっぱりこういう味って恋しくなりますよね、元日本人としては。

　それらを混ぜ合わせ、軽く火を入れて漬けダレを作成する。

　輪切りにした赤唐辛子と薄切りの野菜を漬け込んだところで、リュエに任せていた鍋の様子を見に戻る。

　真剣な様子で、一瞬たりとも魚の変化を見逃さないぞと言わんばかりの彼女に声をかけると──

「金色になったところだよ……美お味いしそうだねぇ……」

「よだれよだれ」

　さて、この腹ペコさんの為にも急いで仕上げに取り掛からなければ。




　調理完了から約三○分。

　今回作ったのは、唐揚げにした魚を使用したマリネ、『小鯵の南なん蛮ばん漬け』だ。

　魚体が小さい故に骨も細く、じっくり揚げる事により丸ごと食べられるというわけだ。

　それを野菜と共に漬け込み、三○分程氷に閉じ込めて冷やしているのだが、さて？

「もう食べてもいいかい!?」

「そうだな、そろそろ冷えただろうし味も染み込んでるだろう」

　器に取り分け、そしてアイテムボックスから酒さか瓶びんを取り出す。

　そう、ラークで取り扱っていた日本酒だ。

　あの街を去るのに酒を買い溜めしないという選択肢などあろうはずもなく、しっかり全種類を買えるだけ買わせて頂きました。

「あ、私が注そそぐよ」

「ではお願いしましょう」

　食卓ではなく、調理場で作った物をその場で食べるというのもなかなかおつなもの。

　キッチンドランカーなんて言葉もあるくらいだ、癖くせになってしまうかもしれないな。

「じゃあいただきます」

「いただきまーす」

　しっかり味の染み込んだ小鯵を、頭からがぶりと頂く。

　衣に含まれたタレの味と、しっかりと主張する鯵の風味。

　揚げた事により油が染み込み、味に濃厚さを加えてくれる。

　そして酸さん味みの利いた漬けダレが後味をすっきりとしたものにし、さらに一緒に漬け込んだ香味野菜が口直しのように口内をリセットする。

　うむ、美味なり美味なり。

　ふと見れば、リュエも大満足といった様子で口から魚の尾を覗のぞかせていた。

　口の中に余よ韻いんが残っているうちに一いつ献こん。たまりません。

　二人で舌した鼓つづみを打っていると、いつの間にか周囲の人間が傍へと近寄ってきていた。

　どうやら彼らの視線は皿の上の料理に釘付けのようだ。

「な、なぁ兄ちゃん。少し俺にも分けてくれないかそれ」

「いやぁ、あんな大物を釣り上げた人にこんなエサみたいな魚を振る舞うなんてそんな」

　玄人釣り氏さん（命名俺）のスペースを見れば、見事な大きさの真ま鯛だいが鎮ちん座ざしていた。

　羨うらやましくないぞ、全然羨ましくなんてないからな昆こ布ぶ締じめ食いたいなチクショウ。

　ふむ、俺も鬼ではない。ここは一つ等価交換と行こうじゃないか。

「では魚を分けてくれたらこちらも分けますよ。なんでしたら調理だってしちゃいます」

　言うや否や、全員が自分の調理台から魚を抱えて戻ってきたではないか。

　なるほど、皆さん釣りは得意でも料理は苦手だったんですね。

「リュエ、さっき俺が出した食材、そのこんぶっぽいの取って」

「こんぶっぽいの……？　この黒い木の皮みたいなものかい？」

「そう、それ」

　さて、じゃあまずは鯛の昆布締めから始めましょうか。




　周りの方々に分けてもらった魚を材料に俺が料理を作り、そしてそれを肴さかなにそれぞれが持ち寄った酒で酒盛りを始める。

　そんな騒がしい、少しだけ粗そ野やな、けれども楽しい一時を満喫する。

「リュエ、楽しんでいるかい？」

「もちろん！　美味しいねぇ海のお魚も」

「だろう？　特に釣りたては格別だ。こういうものを食べるのも旅の醍だい醐ご味みってやつだ」

「なるほど……本当に旅をしてよかったよ。セミフィナル大陸に着くのが楽しみだね」

　出来上がった料理を片手に満面の笑みを浮かべる彼女を見て、改めて思う。

『ああ、本当に彼女を外の世界に連れ出す事が出来て良かった』と。

　それからしばらくすると、調理場にいる人間の数がとんでもない事になり、ちょっとした立食パーティーのような状況になっていた。

　宴えんもたけなわ、これからさらに盛り上がりを見せようかというところで、俺とリュエはそっとその宴から席を外す事にした。

　完全に出来上がってしまい、自分に回復魔法をかける事すら出来なくなってしまっている彼女を連れ出すために。

「大丈夫か？　リュエ」

「うーん……ちょっと風にあたる……」

　彼女を背負い甲板へ向かう。

　少し熱っぽい吐息を耳に感じながら階段を上り、外へと続く扉を開く。

　すると目の前に広がるのは──

「リュエ、周りを見てみろ」

「うぅ……うん？」

　広い、広い広い広大な、いくら言葉を重ねても余りあるほど広大な漆しつ黒こくの海。

　そしてその上に広がるのは、一切の遮しや蔽へい物ぶつがない満天の星。

　気温のせいなのか、それとも辺りが海だからか、澄み渡るその光景に息を飲む。

　夜空を満たす星の煌きらめきが、漆黒の海に映り込む。

「凄い光景だな」

「よいしょ……うん、これは凄いよ！」

　背中から降りた彼女が、少しだけふらつく足取りで船の縁へりへ向かう。

　彼女を追いかけ、そして同様に海を見下ろす。

「星が下にあるよ！　まるで空を飛んでいるみたいだ……」

「ああ、そうだな」












　揺れる、揺れる。船のリズムに合わせて、水面の星もゆらゆらと。

「少し寒いな」

「うん、そうだね」

　少しだけ、彼女との距離をつめる。

　片腕で抱えられそうなくらい小さな身体。

　この小さな身体で、彼女はどれほどの時間、孤独に耐えてきたのだろうか。

「そろそろ部屋に戻ろう。明日も、それに明後日も、その次だって旅は続くんだから」

「うん、そうだね。そろそろ戻ろうか、カイくん」

　奪わなければならないだろう。

　その与えられてきた孤独を、根こそぎ奪いとらなければ。

　この旅で、君から全ての孤独を、寂しさを奪いとってみせよう。

　少しだけ眠そうな瞳で星空を見上げる横顔に、秘かにそう誓うのだった。
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「よし、今日はここまで。そろそろ航行速度が上がる時間だ」

「了解。今日もおかげさまで大漁ですよ」

「いやいや、あんちゃんは中々スジが良い」

「今日までありがとうございました、本当に」

「おう、いいって事よ！　それじゃあまたな！」

　船旅を始めてから一週間。今ではすっかり他の乗客との仲も深まり、こうして釣りの指し南なんをしてもらう程の間柄になっていた。

　すでにセミフィナル大陸の海域に入った影響か、まだ夜は肌寒いが、日中の気温も高くなり、今では我が家の寒がりさんがローブを脱ぐくらいだ。

　さて、その寒がりさんはどこに行ったのか──

「カイくーん！　今日はこんなのを貰ったよー！」

　その時、船せん尾びの方から大きなイカを抱えたリュエがやって来た。

　人ひと懐なつっこい性格の所為か、ちょくちょく釣果を分けてもらう彼女。

　彼女だけではない。前の酒盛り以降、俺の下にも魚を持ち込む釣り人が増え、対価としてそれを食べさせてもらい共に酒を飲むというウィンウィンの関係を築いていた。

「これ、どうやって料理するんだい？　魔物だと思ったけど食べられるんだってさ」

「毎日よく貰ってくるな。リュエも釣りしたらいいのに」

「私は釣りをしているカイくんの背中で寝るのが好きなんだ」

「俺は座ざ椅い子すじゃありません」

　毎日楽しそうに船中を駆け回り、そして一緒に様々な料理を堪たん能のうし、時には一緒に包ほう丁ちようを握る。

　まるで夢のような一時、永遠に続けば良いと願ってしまうような、そんな船旅。

　だが、今日で一週間。この楽しい旅もそろそろ終わりを迎えようとしていた。

「陸地が見えてきたぞー！」

　その時ちょうど聞こえてきた船首からの声でにわかに乗組員が上陸の準備を始める。

「リュエ、そのイカをしまって部屋に戻ろうか」

「そっか、いよいよ着くんだね」

「船旅は楽しかったかい？」

「最高だったよ！　毎日が新鮮で、いろんなものを食べて、本当夢のようだったよ」

　ああ、それは俺も同じ気持ちだとも。

　こんな風に誰かと船旅をするなんて初めてだった。

　ましてや、こんな可愛い娘さんが一緒だなんて、幸せすぎて罰ばちがあたりそうだ。

　だが、だがしかし！

「とりあえず部屋に戻ったら手を洗いなさい。イカくさい」

「……はっ！」

　全速力で部屋に戻る姿に笑いがこみ上げてくる。

　……イカくさいエルフさんですか、そうですか。
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　タラップを一段一段踏みしめるようにして下り、そして最後の段を下り陸地へと足を付けた瞬間、両手を上げ、こみ上げてきたものを吐き出すかのように大声を上げる。

「俺は今！　セミフィナル大陸への第一歩を踏み出した！」

「ふぎゃ！　いきなり立ち止まらないの。他の人の邪じや魔まになるからほら、進んだ進んだ」

「あ、すみません」

　という訳でやって参りましたセミフィナル大陸。

　エンドレシアから海に出たあの日とは対照的な天気。

　まさに晴天と呼ぶにふさわしい青空に気き分ぶん爽そう快かい、テンションが上がってしまいました。

　実際、船で一週間の距離であるにも拘かかわらず、その気候はエンドレシアとは随分と違っていた。

　エンドレシアの港町ではこちらの肌を突き刺す寒風が襲ってきたというのに、こちらは少し肌寒いだけで、風も波も穏やかだ。

　少々閑かん散さんとしているが、とても長閑のどかな港町といった印象。

　町の名前は『エンディア』。どことなくＲＰＧの終盤の街にありそうな名前。

　あれですか、武具店にでも行けば超高性能の装備を取り扱っていたりするんですか。

　まぁ実際には武具店どころか店らしい店すら見当たらないのだが。

「とりあえずこの町のギルドに行こうか、リュエ」

「そうだね。宿も決めないといけないしね」




　町中を進みながら辺りを見回すと、冒険者の姿よりも船乗りや漁師といった様相の人間が目立っていた。

　そしてやはり武具店のような店も見当たらず、かろうじて小さな宿屋が数すう軒けんと、大衆酒場のような店が二件。

　そのほとんどがこの町に住む漁師や船乗りの為の店のように感じられた。

　ほどなくして『冒険者ギルド　エンディア支部』と看板を掲かかげた建物が見えてきた。

　最後に見たギルドがエンドレシア大陸の首都、ラークの冒険者ギルド本部だった事もあり、その落差からかとても小さく見える。

　そんな小さなギルドの扉を開き、中へ足を踏み入れると──

「はーいいらっしゃい、今日は──え？」

「あ、どうも」

「やぁやぁ、こんにちは」

　カウンターに突っ伏した状態から、受うけ付つけ嬢じようが気だるげな表情で顔を上げる。

　……これは、随分と暇そうというかなんというか。

「し、失礼しました!!　すみません、てっきりこの町の常連さんかと……」

「さっきの船で到着したんですよ。ちょっとこの町の説明と、宿の案内をお願いしたいんですけれど」

　ギルドでは、観光案内所のような説明を受ける事も可能だ。

　おすすめの宿や、ランクによっては割引効果のある紹介状をもらったり、他にも依頼に関連する範囲内であれば、近きん隣りんの有名なスポットなども教えてくれる。

　昔はここまで手厚いサービスを行っていなかったそうだが、オインクが総そう帥すいに就任してからこのようなサービスを受けられるようになったのだとか。

　グッジョブ豚ちゃん。略してグッジョぶぅ。

「この町と宿、ですか……？　実は──」




　受付嬢によると、どうやらこの港町エンディアはただの玄げん関かん口ぐちであり、必要最低限の施設しかない町なのだそうだ。

　というのも、ここのすぐ隣に本格的な宿しゆく場ば街まちがあり、この大陸を訪れた人間は皆、すぐにそちらに移動してしまうらしい。

　なので、今回は宿の紹介ではなく、馬車の手配をお願いする事にした。

　これもギルドが受け持つ業務の一つであり、護衛の依頼や、乗合馬車、近隣の村や町に移動する商人を紹介してくれる。

　また、一定以上のランクの人間か相応の金額を払う事で、馬車を借り受ける事も可能と、至れり尽くせりだ、

　というわけで、青く輝くギルドランクＳＳのカードを二人で提示する。

「ヒェッ！　も、申し……訳ありませんでした！」

　……いや、驚かれるのはまだ分かるんですけどね？　なぜ謝る。

　しかし、このカードを見た瞬間の表情は、どうみても驚きではなく恐怖のそれだった。

　豚ちゃん、一体どういう通つう達たつの仕方をしたんですかね？

「馬車をその宿場街までお借りしたいのですが、問題ありませんか？」

「も、もちろんでございます!!　あの……」

　心底肝きもを冷やしたのか、今も冷や汗を流す受付嬢が、やや遠えん慮りよがちに手を上げる。

　何事かと首を傾げると、ある提案をしてきた。

「あの、今この地方を治めている領主様が、うちのギルド長に会いに来ているのですが……お二人はその、領主待たい遇ぐうですし、よろしければ面会なさってみてはどうでしょうか」

　なんというタイミングか。

　これからこの大陸で活動する以上、面通しはしておいた方がよさそうなものだが、どうしたものか。

　隣のリュエと顔を見合わせると──

「領主……あまりいい思い出はないけれど、どうしようかカイくん」

「ギルドに来るような人だし、今は俺達も同じ立場のはず。会ってもいいんじゃないか？」

　なるほど、まだソルトバーグでの一件を気にしているんですね。

　だが今回は同待遇なのだし、仮に問題が起きても対処のしようはいくらでもある。

　受付嬢の申し出を受ける事にし、案内されたギルド深部に向かうのだった。




　さて、珍しく俺が自分で調べたこの大陸の現在の統とう治ちについてまとめておこう。

　この大陸は以前聞かされた通り、擬ぎ似じ的てきな民主制度をとっているらしい。

　体制が変わった詳しい経いき緯さつや事の発端までは調べられなかったが、以前は貴族が自分の領地をそれぞれ統治していたらしい。

　だが、その時代に終しゆう止し符ふを打つ大きな戦いくさが起きたという事だけは知っている。

　今から二○年程前。王制国家だったこの大陸で、クーデターが起きたそうだ。

　結果、今では貴族制度が廃止され、各領地が統合され、大きな五つの領地となった。

　そして体制が変わる以前の一部有力者の他、住民から選ばれた人間が『中央議会』という組織を結成、その後に議員や大陸の住人の投票により、統治者を選び出したと。

　つまり領主というのは、この国の民意で選ばれた栄えい誉よある五人の人間という事だ。

　……改めて疑問なんだが、どうしてオインクがそんな権限をホイッと俺達に渡す事が出来たのだろうか？

「──と、いうわけで今から会う人はたぶん、ソルトバーグの領主とは比べ物にならないくらいえらーい人って訳だ。くれぐれも失礼のないように」

「でも、私達も同じ領主扱いなら、友達みたいなものじゃないのかい？」

「まぁフレンドリーなのは構わないだろうけど、程々にな」

　領主とギルド長が面談中の応接室へ向かいながら、彼女に大陸の統治体制を説明していたのだが、これから面会する人間がどれ程の立場なのかまだ把は握あくしきれていない様子。

　こちらとしては既に一国の主あるじと面会した経験もあるので、さほど緊張していないのだが、彼女の場合はどうだろうか。

　リュエさんがなにか爆弾でも放り投げないか心配していると、受付嬢が立ち止まった。

　彼女の前には、大層立派な美しい年ねん輪りんが浮かび上がる木製の大扉。

　どうやらここが目的地のようで、彼女はそのまま扉をノックした。

「ギルド長、面談中失礼します。エンドレシアからお越しのＳＳランク冒険者カイヴォン様とリュエ様をお連れしました」

「うむ、入って頂きなさい」

「むお!?　先程話題に出たお二人ですかな!?」

　室内から人の好よさそうな二人の男性の声が聞こえてくる。

　それに少しだけ肩の力を抜き部屋へ入ると、テーブルを挟んで対面していた二人が同時にこちらへと振り返った。

　片や好こう々こう爺や然とした風ふう貌ぼうの白髪の老人。ギルドの制服に似た衣装に身を包んでいる事から、恐らく彼がギルド長なのだろう。

　対面しているのは、やや小太りの中年男性。

　これまた気の良さそうな、少々頼りなさ気だが、どこか優しそうな眼まな差ざしの人物だ。

　とすると、彼が領主なのだろうか？

「おお……見たところだいぶお若いご様子。それでいてオインク様肝いりの冒険者とは大したものですな！」

「いや『ブック』殿、聞けばお二人は総帥と同じく古き時代を生きたお方との事じゃ。ともすれば、我々のほうが若じやく輩はいの身じゃろうて」

「なんと！　これは失礼致しました」

　こちらの挨あい拶さつや自己紹介も済ませぬうちに盛り上がる二人。

　なんというか、調子のいい親しん戚せきのおじさん達のような、独特の勢いがある。

　ともあれ、一度この空気を正そうとこちらから自己紹介をする事に。

「はじめまして。ＳＳランクを授さずかりましたカイヴォンと言います」

「同じくリュエです。もしかして二人は私の事をおばあちゃんだって言いたいのかい？　私は永遠の……二○歳くらいだよ」

「言いよどんだ挙句曖昧なのか」

　微妙に締まらない自己紹介を済ませると、向こうも立ち上がり応じてくれた。

「ではここは私から。私はブック・ウェルドと言います。北の玄関口である北方一帯の領主を務つとめておりますぞ」

　やはりこちらの小太りの男性が領主だったようだ。

　他大陸に繋がる地方となると、ある意味辺へん境きよう伯はくのような立場なのだろうか？

　一見すると頼りなさそうな風貌だが、かなりのやり手と見た。

「次は儂わしじゃな。見ての通りこの港町のギルド長をしておりますラントですじゃ。この町はご覧の有り様じゃが隣町は宿場街での、是非そこで旅の疲れを癒いやして欲しいのう」

　二人の様子を見る限り、領主とギルド間の関係は良好のようだった。

　よく見ると、二人の間にあるテーブルの上にはチェス盤が置いてある。

　するとこちらの視線に気がついたのか、二人ともばつが悪そうに笑い出す。

「いやぁははは……実は面談と言っても、こうして月に一度手合わせするのが主でしてな……これはオインク様には内緒でお願い致しますぞ」

「こ、これブック殿！　ぐぬぬ、この不良領主に付き合ってるだけであって、儂は至って真面目な職員じゃよ？　どうか総帥にはそのように──」

「なんと、ずるいですぞラント殿」

　……うむ、やっぱり気のいい親戚のおっちゃんみたいな人達だ。




　用意された席に着くと、こちらが現れた事により少々真面目な話をしなければならないと思ったのか、二人は唐突に最近の情じよう勢せいについて語りだしていた。

　そのあからさまな様子に内心苦笑いしながらも、少しでもこの大陸の情報を知ろうと二人の話に耳を傾ける。

　するとどうやら、この辺りの気候が例年に比べ、やや暖かくなっているという話を聞く事が出来た。

「ううむ、するとあれですかな？　エンドレシアを取り巻く寒気が弱まったとお考えなのですかな？」

「うむ、少なくとも総帥も同じお考えじゃったよ。ご自身でエンドレシア最北の街に調査に向かわれたそうじゃ」

　……俺のせいじゃないですよ？

　まさか龍りゆう神じん撃破の影響がこんなところにまで及んでいるとでも言うのだろうか。

　もしや大きな問題に発展するのでは、と心臓の鼓こ動どうを速くしてしまうのだが、次の瞬間領主であるブックさんが満面の笑みを浮かべ始めた。

「それは喜ばしい！　毎年我が領地の収しゆう穫かくが他の地方に比べて少なく、領民に多くの税を強しいておりましたからな！　これでまた彼らの負担を下げる事が出来ますぞ！」

「そうじゃな。『あの農法』はどうしても機材の維い持じが大変じゃからのう」

「いやはや、今年はこの分だと収穫祭が早く行われるかもしれませんな！」

　……大喜びでした。

　しかしまぁ、悪い影響が出ていないのならそれに越した事はないだろう。

　今しばらくこの話はオインクと俺だけの内緒にしておきましょう。

　その後も、近頃隣の宿場街で乱らん闘とう騒ぎが増えてきたという話や、他国で解かい放ほう者しやが召喚されたという話題が彼らの口から出る。

　ふむ……恐らくレン君の事だろう。

「…………はっ」

「おはよう、リュエ」

　すると先程からおとなしかったリュエが、唐突に身体をビクンと震わせた。

　寝ていたんですね貴女。長旅の疲れが出たのだろうか？

　とその時、そんなお疲れモードのリュエを見て、ブックさんが立ち上がった。

「いやはや、すっかり話し込んでしまいましたな！　お二人もやはり、隣町に向かうのですかな？」

「あ、そうです。宿場街があるそうなので、そちらで宿を取ろうかと」

「うむ、それが良いじゃろう。ギルドから馬車を出そうと思うのじゃが……」

「いや、それにはおよびませんぞ！　私も向かいますので、一緒に参りましょう！」

　またもやトントン拍びよう子しに話が進み、ブックさんと一緒に隣町へ向かう事になりました。

　うむ、やはりこの二人はマイペースで世話好きなおじさんという印象だ。
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　振動の少ない、それでいて生物の力を借りているとは思えない速度で走る魔ま車しや。

　領主であるブックさんは、やはり多た忙ぼうなのか時間が短縮される魔車を所有していた。

　すでにオインクの魔車を経験しているのだが、それと比べると遙かに振動も少なく、快適な乗り心地を提供してくれた。

「随分と揺れが少ないですね、この魔車は」

「うん、そうだね。乗せてくれてありがとうねブッくん」

　ブッくんて……またこの子は人にそんなあだ名を付けて。

「いやぁ、それが違うのです。窓を開けてみてくださいますかな？」

　だが当の本人は気分を害するわけでなく、朗ほがらかに笑いながら言う。

　なにか秘密があるのかと窓を開け、外の様子を眺めてみる。

　エンドレシア大陸とは違い残り雪の姿もなく、地面から新芽が姿を現す広大な土地。

　春を今か今かと待ちわびているその光景に、やはり七しち星せい解放の影響は大きいのだな、と改めて実感する。

　だが、おそらくブックさんが俺に見せたいのはこの光景ではないのだろう。

　俺は魔車の車輪部分に目を向ける。

　一見するとなんの変へん哲てつもない車輪のように見える。

　オインクが技術を伝えたのか、クッション性のあるものでコーティングされてはいるのだが、それは彼女が乗っていた魔車も同じだった。

　特に変わった様子も見つけられず、降こう参さんだと彼に向き直る。

「ふふ、街道をよく見るのです。なにか気が付きませんか？」

「……あ！」

　もう一度地面を見ると、それに気がついた。

　街道が固められた土ではなく、石畳で舗ほ装そうされていたのだ。

　それも隙すき間まの大きいレンガなどではない、ほぼつなぎ目が見えない程の精密さだ。

「街道の舗装がされているのですよこの大陸は。それが揺れの少なさの秘密なのです」

「大陸全土がですか……随分とこちらは交通の便が整っているのですね」

「そうですな、この辺りは過去に召喚された解放者殿の知識や、この大陸を訪れたオインク様のお知恵のおかげです」

「へー！　オインクはなんでも知っているんだね」

　ふぅむ、彼女はこの大陸の発展にも関わっているのか。なんとも手広い豚ちゃんだな。

　街道を眺めながら仲間の姿を思い浮かべていると、視界の隅に見慣れた、だが同時に凄まじい違い和わ感かんを発しているものが飛び込んできた。

　その正体は、太陽光を反射し、広大な土地に点てん在ざいする──

「……あの、ブックさん？　あの遠くに見えるのってビニールハウスですよね？」

「おお!?　カイヴォン殿はハウス栽さい培ばいを知っているのですか！」

　いやいやいや、この牧ぼつ歌か的てきでファンタジーな世界にそんな！

　今俺が乗ってるの自動車じゃなくて魔車！　魔物が牽ひく中世チックな乗り物！

　なーんでこの世界にあるんですかキミ。

　地元でちょっと自転車で走ったら見かける光景がこんな……！

　待って、ちょっと色々とギャップが凄いんですけど。

「これはかつてこの地に召喚された、伝説のフロンティアマン、解放者『イグゾウ・ヨシダ』様が我々に伝えた、魔法のような栽培法なのです！」

「イグゾウ……ヨシダさんですか」

　これは偶然なんですかね？　それともあの国民的歌手のファンだったのでしょうか。

　あれか、もしかしてその人は地元を飛び出し東京で一ひと旗はた上げようとしたところでこの世界に召喚されたのでしょうか。

　……いや、深くは考えまい。あるがままを受け入れましょう。そうしましょったらそうしましょ。

「ところでお二人とも、これから向かう宿場街『ウィングレスト』なのですが」

「ウィングレスト……羽休めですか。良い名前ですね」

「ふふ、そうでしょう。実はですね、お二人を是非案内したい場所があるのですが……いかがでしょうか？」

「うん？　どこか美味しいお店にでも連れて行ってくれるのかい？」

　なにやらブックさんが『楽しみでしょうがない』といった様子で提案する。

　顔に浮かぶのはどこか浮ついたような、夢見る少年のようなそんな表情。

「料理を出すというよりは、お酒を楽しむ場所なのですが……私が毎月通っている館といいますか、お店といいますか……」

　微妙にニュアンスを濁にごす言い回し。そして『館』というワード。

　そして『宿場街』にあり、男であるブックさんにこんな表情をさせる場所。

　おっとー？　ちょっとお兄さん野〝性〟が目覚めそうな気配を感じちゃいましたよ？

　そりゃもうビンビンに。だが、だがしかし。

　隣の相あい棒ぼうの姿を鑑かんがみる。ワクワクといった様子で、なにかを察した様子もない。

　俺は小声でブックさんに尋ねてみる。

「あの……それってリュエを連れて行っても大丈夫なんですかね？」

「おっと、誤解させてしまいましたな。いやはや、少々他とは趣おもむきが異なるお店でして」

　聞けば、確かにウィングレストには色いろ町まちのような区画も存在するそうだ。

　と、いうよりもそちらをメインにしていると言っても過言でないくらい、その手の商売をしている人が多いらしい。

　だが、彼が案内したいその店は、確かに色町の最深部にあるものの『そういった目的』の店ではないのだと言う。

　純粋に女性と会話を楽しみながらお酒を飲むという、昔ながらのクラブ。

　彼の説明を聞く限り、上質な空間と時間を提供する店のように感じられた。

　だが、たとえ健けん全ぜんなお店でも、我が家のエルフさんが文句を言うかもしれない。

　機き嫌げんを損ねたりはしないかね？　『女の子とくっつき過ぎだよ！』とかなんとか。

「うん？　どうしたんだいそんなにジッと見つめて。照れてしまうよ」

「ああいや、今から行くお店って女性に接待されながらお酒を飲む店かもしれなくて」

「へぇー！　なんだか珍しいね、ちょっと楽しみだよ」

　しかし返ってきたのは、予想に反して好意的なもの。ふむ、それもそうかもしれない。

　恐らく彼女には馴染みのない文化だろうから、先入観がないのだろう。

　俺も最初『キャピキャピ（死語）』した若い子に囲まれて『ウェーイ（笑）』と騒ぐような場所を思い浮かべてしまったが、彼女には恐らくそういった知識すらないのだろう。

　話を聞く限り高級クラブのような店らしいので、変にこじれる事もない、か。

「そこの主人は街の人間に『グランドマザー』と呼ばれ、大変慕したわれている御お方かたです。顔を繋いでおくと、これから先役立つ事もあるかもしれないと思いまして」

「それはそれは……ちょっと怖いというか、身構えてしまいますね」

　一瞬、女ヤ○ザや極ごく道どうの妻のような人を想像し肩を竦すくめてしまう。

　なにか無礼でも働こうものなら店の奥から黒服どころか黒光りするモノを持った人がゾロゾロと湧わいて出てくるような、そんな光景を思い浮かべる。

「それとですが、無む闇やみに店の女性の身体に触れないようにお願い致しますぞ」

「うん？　どうしてそんな事を言うんだい？　女の人の身体を勝手に触ったらダメにきまっているだろう？」

　……純真というか、素直というか。

　きっと色町の意味を知っていても、そこのお店がどういう事をしているのかは知らないんですね。いいんです、貴女はそのままの貴女でいてください。

「カイくん、分かってると思うけど変な事はしちゃいけないからね」

「それはこういう事ですか」

　なでりこなでりこ。





　　　　　§§§






　港町エンディアを出てから僅わずか二○分。

　御者から、まもなくウイングレストに到着しますと報告を受け、窓から頭を出し前方を確認する。

　すると視界の先に、レンガ造りの立派な門が見えてきた。

　その門の上には、同じくレンガで出来た大きなアーチが架かり、鉄で出来たレリーフが飾られていた。

　見たところ折りたたまれた翼のような形だが、あれは鳥というよりもコウモリや俺の魔王ルック時の翼のデザインに近いように見える。

　やはり夜の町という意味合いが強いのだろうか？

「さて、私は一度街の貴き賓ひん館かんへ向かうのですが、よろしければお二人もそちらに泊まりますかな？」

「いえ、さすがにそこまでお世話になる訳には行きません。先にギルドに寄ってどこか宿をとりますよ」

「そうしよっか。よーし、じゃあ久しぶりにどっちが先に宿代を稼かせげるか競争だね」

「マインズバレー以来だったかな。今度は俺が勝たせてもらうからな」

　彼女の中ではもう、しばらくこの街に逗とう留りゆうするのは決定事項のようでした。

　確かにこれまで、ほとんど毎回長期契約で宿をとっていたっけ。

「ではギルドまでお送りします。迎えを寄よ越こすので、宿が決まりましたらギルドにてお待ちください」




　ギルドを訪れると、街の特色の所為か、妙に若い男性の姿が目立っていた。

　だが逆に職員のほとんどが女性であり、恐らく職員までも娼しよう館かんに現うつつを抜かす事のないように、という配はい慮りよなのかもしれない。

　……後でちょっと見に行くだけならバチはあたりませんよね、色町。

　そしてこちらがギルドカードを提示すると、案の定涙目で震えてしまいました。

　ちょっと本当どんな通達をしたんですかねオインクさん。

「宿なんですけど、この場で直接予約とか出来たりしませんか？　ここで人と待ち合わせているのですが」

「こ、ここからですと、ギルド傘さん下かの宿になってしまいますが……あの、一般の冒険者が利用するような場所でよろしいのですか？」

　隣でキョロキョロと周囲を見回しているリュエに『特別高級な宿ではないが問題ないか？』と尋ねてみたところ、返ってきた答えが──

「屋根と壁があって、出来たらベッドがあると嬉うれしいなぁ……」

　よし、無言のハグをさせていただきましょう。

「こ、こらやめなさい！」

「というわけで、その宿の予約をお願いします」

「は、はい」

　うちの娘さん、ナチュラルに過去の境きよう遇ぐうがよろしくなかった事匂わせるんですよね。

　おーよしよし、摩ま擦さつ熱で火がつくくらいなでりこしましょうね。




　それから少しすると、ギルドにブックさんのところの御者さんが現れた。

　彼に従い外へ向かうと、先程よりも幾いく分ぶん力の入った衣装に身を包んだブックさんが待ち構えていた。

「あ……もしかして少し改まった服装にした方がよかったのでしょうか」

「いえいえ！　私の護衛の人間や御者も利用しますので、別段気にしなくても問題ありませんぞ」

「そうでしたか。割と親しみやすい場所なんですかね？」

「来る者拒こばまず、ですな。相応の礼を持つ人間ならば、貴き賤せん問わずおもてなしをしてくれますぞ」

「ねぇカイくん。今から行くお店は酒場じゃないのかい？　女の従業員が話し相手になってくれる」

「まぁ、大体それで合ってるな」

　恐らくリュエの頭の中では、一般的な酒場のような場所を思い浮かべているのだろう。

　俺も実際にどういう場所なのかは分からないが、現実とのギャップにどんな反応をするか今から楽しみで仕方ありません。




　町の中を魔車で進んでいると、丁度日が暮れ始め、まさに宵よいの口といった様相へと移り変わっていくところだった。

　冒険者と思おぼしき一団が楽しそうに今晩の予定を語り合う姿や、今まさに酒場へと入っていく集団の姿。

　それを眺めていると、少しだけ切ないような気持ちが湧いてくる。

　道行く三人組の冒険者。笑いながら練り歩くその姿が、かつての自分達の姿に重なる。

　ああ、そうだ。あの日、あの『グランディアシード』のサービスが終わる前の夜、俺達三人もまた、あんな風に夜の街を歩きながら店を探したっけ。

「カイくん、どうしたんだい……？」

「ん？　どうしたリュエ」

「なんだか、少し悲しそうな顔をしていたよ」

「ああ、少し疲れてたのかな？　その所為だよ」

「お二人は船旅を終えたばかりでしたな。これは少々配慮が足りませんでした……」

「いえいえ、問題ありませんよ。それに、今から向かう場所はそんな疲れも吹き飛ばしてくれるのでしょう？」

「それはもちろんですとも！　このブックの名にかけて保証しましょう」

　ああ、そうだとも。今から行くのは日本でも経験した事のない高級クラブ。

　気持ちを切り替えて、その極上の空間を楽しまなければ！
















　魔ま車しやが色いろ町まちに差し掛かると、にわかに女性の姿が目立ち始めた。

　それだけではない。魔ま導どう具ぐの一種なのか、妖あやしげな色に光るネオンにも似たそれらが店先を飾り、独特の妖しい空気を醸かもし出している。

　そんな空気の中お姉さん方は皆、胸元を大きく開けてみたり、『もうこれ完全にアウトなんじゃないか』という際どい衣装を纏まとっていたりと、扇せん情じよう的てきな姿で客引きをしていた。

　……ちょっと魔車の速度落としてくれませんかね。

「カイくん、ここおかしいよ……どうしてみんな部屋の中みたいな格好なんだい？」

「盛大に自じ爆ばくしてるぞリュエ。部屋の中でもあんなに着崩したりは普通しない」

「はっはっは、今のは聞かなかった事にしておきますぞ」

　最近別々の部屋だったが、まさかそんなにだらしない格好していたのか君。

　そうこうしているうちに、魔車は色町をどんどん奥へと進んでいく。

　やがて、ネオンのような派手な装そう飾しよくの店が少なくなり、どこか落ち着いた雰囲気の店が立ち並び始める。

　そんな一角の最深部に、それは現れた。

　レンガ造りの立派な塀に囲まれ、そして同じくレンガで出来た大きな門柱に挟まれた美しい灰はい銀ぎん色いろの鉄門。

　よく見れば、その扉にも街門と同じ折りたたまれた翼のレリーフが施ほどこされていた。

「さて、では参りましょう」

　ゆっくりと鉄門が開き、妖よう艶えんな空気がほのかに漂ただよう館へと魔車は進む。




　敷地内に入り、従業員のこれまた可愛らしい娘さんに魔車を任せる。

　ブックさんの私兵の皆さんと御者さんが俺達の後に続き、ぞろぞろと扉へと向かう。

　そして代表者としてブックさんがドアノッカーを鳴らすと、ゆっくりと扉が開かれる。

　そして目に飛び込んできた光景は──

「……これは、さすがに尻込みしてしまうな」

　目の前には、ずらりと二○人余りの女性が整列していた。

　いずれも、街中で見かけたら目で追ってしまいそうな、そんな一ひと角かどの美女揃ぞろい。

　だが、全員から感じるのは、優しげな眼まな差ざしとどこか高貴な雰囲気。

　……いやいや、これは確かに高級だ、一流だ。

　ブックさんが代表と思おぼしき女性となにやら言葉を交わしているが、緊張のせいか頭に入ってこない。

　するとブックさんが横にずれ、対応していた女性が一歩前に踏み出してきた。

「え──」

　その瞬間だった。

　年とし甲が斐いもなく、ときめいてしまった。

　以前、初めてリュエと出会った時、見み惚ほれて言葉が浮かばなかった事があった。

　それと似たような、『不思議な感覚』。

　全身が麻ま痺ひするような、金かな縛しばりにでもあってしまったかのような状態に、なにかの状態異常を疑い、反射的に［龍りゆう神じんの加か護ご］を付与した剣を取り出してしまいそうになる。

　情けない、思し春しゆん期きのガキじゃあるまいし。だが頭は平静を保とうとしているのに、目線は彼女に釘付けになったままだった。

「本日はようこそいらっしゃいました。私はこの娘達の母の『レイス』と申します。よろしければお客様のお名前を伺うかがってもよろしいでしょうか？」

「レイ……ス？」

　その名前に、かつての自分の三人目のキャラクター『Raith』を脳のう裏りに浮かべる。

　……いや、だがこの人は違う。

　俺が創りだしたのは魔族の女性。しかし、目の前にいる彼女は、ヒューマンだ。

　深い、優しそうな緑の瞳に、どこか憂うれいを秘めているかのような眼差し。

　黒く艶つやめきウェーブがかかった長髪が、彼女の高い身長に良く似合っている。

　背は一六○を優に超えているだろう。そのすらりと長い手足に目を奪われる。

　だがしかし！　何よりも目を引いてしまうのは！

　最初の戸惑い、疑問など吹き飛ばすような、豊か過ぎるバストである。

　双そう丘きゆう？　いいえ、あれはもう霊れい峰ほうの域に達しています。

「あの……どうかなさいましたか？」

「あ、すみません普通に見惚れていました」

「そうでしょうとも。マザーと対面して平静を保てる男など男だん色しよく家かくらいなものです」

「む、ブッくんはそっちの趣味だったのか！　ちょっとカイくんから離れておくれ」

「な、なんと！　違います、私は長年の付き合いがあるからこそ取り繕つくろえるのですぞ」

　その突とつ拍ぴよう子しもない発言に少しだけ場の空気が和らぎ、こちらの緊張も解ける。

　ありがとう、リュエ。これで目の前のべっぴんさんと対等に話が出来る。

「すみません、連れが騒がしくて。名乗り遅れましたが、カイヴォンと言います」

「あ、私はリュエだよ。君は凄く胸が大きいんだね、少し分けて欲しいくらいだよ」

　……リュエさん、貴女今日は絶好調ですね。

「俺もリュエも冒険者を生業なりわいにしているのですが、縁えんあってブックさんと懇こん意いにさせてもらっているんですよ」

　なんとか緩みきった場の空気を正そうと、そう補足をする。

　いやはや、すみませんねレイスさん……さぞや苦笑いを浮かべて──

「カイヴォン様と……リュエ様……？」

　だが顔色を窺うかがってみると、彼女の顔に浮かぶのは驚きだった。

　こちらの名を呟き、少しだけその深緑の瞳を見開き硬こう直ちよくしている。

「おや、どうなさったのですかなマザー」

「いえ、なんでもありません。では、どうぞ皆様奥へお入りください。いつものように、娘達に声をかけてあげてくださいませ。それと……残念ながら、これは分ける事は出来ません」

　ブックさんの声に、再びその表情を妖艶なものに変え、一同に声をかける彼女。

　そして冗談めかしながら胸の下で腕を組み、その霊峰をさらに起き伏ふくさせる。

「し、知っているとも。冗談だよ冗談……分けられない事くらい分かっているさ……」

　リュエさん、凄く悔しそうな声でそんな事呟かんでください。僕は君のその控えめな丘も十分に好ましいと思いますから。

　それとですね、分けられないのはよく理解出来ましたので、もう少し山の見学をさせて頂けないでしょうか。いやただの好奇心というかですね、そこが山があるからというかですね。




　本格的に宴……と呼ぶには静かな歓かん待たいが始まり、館の奥へ通される。

　そこにはサロンのような空間が広がっており、どうすればいいのかと周囲を観察する。

　すると、ブックさんの私兵の皆さんが、次々と女性陣に声を掛けサロンの席へと移動していった。

　なるほど、指名して一緒に席に向かえばいいのか。

「むむ……なんだか思っていたのとだいぶ雰囲気が違うね……私はどうしようかな」

「とりあえず誰かに声を掛けてみたらどうだ？　一緒にお酒を飲みながら、楽しくおしゃべりするだけなんだし」

「そうかい？　じゃあ……よし」

　案の定目を白黒させていたうちの娘さんにそう提案すると、意を決した様子でズンズンと一人の女性目掛けて歩み寄っていった。

　その先には、ここに集う女性陣の中で唯ゆい一いつのエルフの女性の姿があった。

「君はエルフなんだね。よければ私と一緒にお話ししないかい？」

「まぁ！　同族同性のお客様は初めてです！　そうですね、ここよりもどこか個室の方がいいかもしれません」

「個室があるのかい？　じゃあそこでお願いしようかな」

　あっという間にサロンから消えていくうちの娘さん。

　なぜだろう。嫌な予感という訳ではないが少し心配だ。

「カイヴォン様でしたよね。よければ私と一緒に飲みませんか？」

　二人が消えた方を見ていると、横から一人の女性に話しかけられる。

　む、この方も中々のお山をお持ちのようで……。

「あ、ちょっとズルいわよ。私が先に近づいたのに」

「二人共やめなさい、お客様の前でみっともない。カイヴォン様、私と静かな場所で飲みませんか？」

　おっと、お兄さんモテモテですよ。リュエが離れるのを見計らっていたのだろうか？

　だが既すでに声をかけたい人が決まっているので、丁重にお断りさせて頂きます。

　お目当ての女性。それはやはり、最初の印象が頭から離れない、そして懐なつかしい名前を持つグランドマザーことレイスさんだ。

　彼女はサロンの最深、他より一段高いところにあるソファーに腰掛け、全体を見守るようにこちらに視線を向けていた。

　そんな彼女へと歩み寄り、声をかける。

「失礼ですが、貴女をお誘いする事は出来ますか？」

　ウェーブがかかった長い髪と、憂いを秘めたような眼差し。

　髪色も、瞳の色も違う。そして魔族の証あかしである部位も存在しないが、それでもどこか面おも影かげを感じてしまう彼女。

　もう少し、この人と話したい、一緒に過ごしたい。

　だが彼女に誘いをかけた瞬間、大慌てでブックさんが駆け寄ってきた。

「カイヴォン殿、マザーはお客を取らないのです。いや申し訳ない、先に説明するべきでしたな」

「そうだったんですか。それは失礼しまし──」

「構いませんよ」

「え？」

　静かに告げられる言葉と共にソファーから立ち上がる。

　身体に密着し、ボディラインを際立たせた真しん紅くのイブニングドレスをなびかせながら、しゃなりしゃなりとこちらのすぐ横を通り過ぎる。

　その瞬間、ふんわりと果くだ物もののような、カシスにも似た香りが鼻び孔こうをくすぐった。

「大切なお客様と聞きましたし、今日は私もそんな気分です。個室へ案内致しますね」

　そう言いながら、彼女は部屋の階段を上って行き、慌てて後を追いかける。

「う……羨うらやましい、羨ましいですぞカイヴォン殿ぉ……」

「はは……なんかすみません」




　階段を上る彼女に続くと、丁度目の高さに彼女の形の良い安産型のヒップが飛び込んできた。

　マズイな、意識しだしたら急に緊張してきた。

　美人に対してなら、リュエやオインクである程度耐たい性せいはあるはず。

　だが、この人は別格だ。身に纏うオーラが違う。

　……あれ、そういえば豚ちゃんも一応貴族待たい遇ぐうの立場ある人間だったような。

　あまりオーラを感じなかったが……まぁ豚だからね、仕方ないね。

「こういう場所は初めてですか？　カイヴォン様は」

「そうですね、ここまで格式ある場所は初めてです。あの、様はなしでお願いします」

「なるほど、ではカイヴォンさん、と。ふふ、格式だなんてそんな。ただ古めかしいだけですよ」

「ワインと同じで、その古さに価値を見出す人間もきっと多いはずですよ」

「ふふ、ワインですか。良い例えですね、お好きなんですか？」

　こんな他た愛あい無ないやり取りにも拘かかわらず、わずかに胸の鼓こ動どうが高まる。

　美人と過ごす、共に酒を飲み交わす。そんな事、リュエと旅をしている上で何度も経験したではないか。

　だが、思えば彼女と暮らし始めた当初ですら、こんな風に緊張した経験はなかった。

　リュエと目の前の彼女でなにが違うのだろうか？

　疑問に思ったその時、通路の途中にある扉から声が漏れ聞こえてきた。

「こ、こら！　ここは身体に触れちゃいけない場所なんだろう？」

「こっちから触る分には問題ないんですよー」

「ひゃ、ひゃああああ！」

　……あ、そうか人柄のせいだ。

　どこか聞き覚えのある声のような気がしないでもないが、きっと気のせいでしょう。

「……恐らく同性の同どう胞ほうにはしゃいでいるのでしょうね、申し訳ありません」

「ああいえ、大丈夫です」

　そちらのエルフのお嬢じようさんも中々困ったさんなんですかね？　ちょっと仲間意識が。




「どうぞ、掛けてください」

「では失礼して」

　通されたのは、ゴシック調のソファーとテーブルが備え付けられた小さな部屋。

　だがその調ちよう度ど品ひんや内装の質の高さで、つい狭さを忘れてしまいそうな上質な空間。

　ソファーに腰掛けると、対面する壁に備え付けられた酒棚の中身が見えた。

　色も形も様々な酒さか瓶びんが並ぶその有り様に、好奇心と期待感がいやが上にも高まる。

　彼女はまず、その棚から琥こ珀はく色の背の低い瓶を手にとった。

　そしてこちらの隣に、彼女が腰掛けてくる。

　小さなソファーのせいか、彼女の見事な肢し体たいがこちらに触れるギリギリまで迫る。

「狭くありませんか？」

「いえ、大丈夫ですよ」

　そのまま彼女は、テーブルにセットされていたロックグラスを手に取る。

　携たずさえた酒瓶からコルクが抜かれると、ふんわりと独特の香りが漂ってきた。

「ウィスキーですか」

「あら……つい自分の好きな物を選んでしまいました。お嫌いでしたか？」

「いえ、問題ありませんよ。ストレートでお願いします」

「ふふ、分かりました」

　グラスに注そそがれ、甘い香りが立ち込める。

　それがレイスさんからほのかに漂う果物のような香りと混ざり、こちらを一気に酔わせるような香気へと変へん貌ぼうする。

　互いのグラスに注がれる琥珀色。互いに手に取り、カチンと軽く音色を奏かなでる。

　グラス越しに視線が交差する。鼓動が強くなる。

　そんな自分を誤ご魔ま化かすかのように一口、常温のそれを舐なめるように軽く舌に乗せる。

「カイヴォンさんは冒険者とお聞きしましたが、やはりこの大陸へは依頼で？」

「いえ、実は旅をしているんです。世界中を見て回りたくて」

「まぁ、素敵ですねそれは。私はこの大陸から出た事がないので少し羨ましいです」

「へぇ、じゃあレイスさんはこの大陸の出身なんですか？」

「ふふ、どうでしょう？　そうとは限りませんよ」

「はは、時期尚しよう早そうでしたか」

　また一口、舌に乗せる。

　特別キツイとも感じない芳ほう醇じゆんな味。普段はストレートで頼みはしないのだが、この身体のおかげか、それとも酒が上質なせいなのか、それとも──

　既に自分が、彼女そのものに酔っている所せ為いなのか。

　よく見ると、彼女のグラスの酒がこちらよりも多く減っているのが見て取れた。

　さすが場慣れしている。僅わずかばかりの対抗心が芽生え、もう一口。

　その勢いに任せ、俺は彼女に更に疑問を投げかける。

「最初にレイスさんを見た時、何な故ぜか魅み了りようされたように身体が硬直してしまいました。どうしてなんでしょうか」

「まぁ、正直なんですね？　……そうですね、これでも私は長く生きています。ですので、もしかしたら思わぬ所で母親と再会したと勘かん違ちがいして驚いたのかもしれませんよ？」

「ははは、なるほど」

　謙けん遜そんなのか、それとも。

　だがその『長く生きた』という発言がどうしても引っかかってしまう。

　それは彼女もまた『創そう世せい期き』から今に至るまで生きているという意味なのだろうか？

　気になる事は、いくらでもある。質問したい事は、山ほどある。

　だが、それを聞くという野や暮ぼは、今は止めておこう。

　この一時を、極上の時間をただ、酒と共に楽しむ事にするのだった。
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　それから数時間、時刻は深夜に差し掛かろうというところで、本日の歓かん待たいは一先ずお開きという運びとなり、全員が屋敷の入り口前に集まっていた。

　皆、それぞれの時間を堪たん能のうしたのか、満足気な、そしてどこか名残なごり惜おしげな表情を浮かべている。

　だがそんな面々の中、一人だけ疲れた顔をして項うな垂だれている人物が。

　そう、我らがリュエさんである。

「リュエ、大丈夫か？」

「……だいじょうぶ……じゃないかも」

「なんだ、飲み過ぎたのか？」

「お、思い出せない……けどなにか怖い目にあったようなそうじゃないような」

　ちらりと見送りに集まった面々に目をやれば、一人やたら笑顔の眩まぶしいエルフの娘さんの姿が。

　濃い金髪の、淡いエメラルドグリーンの瞳のその人物は、今もリュエに向かい小さく手を振っていた。

「なんだ、随分可愛らしい人じゃないか」

　一体ナニをされたんですかね、お兄さん気になります。

　ブックさん一行全員が入り口前に集まると、先程まで一緒にいたレイスさんが現れた。

「皆様、本日は我わが家を訪れて頂き誠にありがとうございました。今宵の縁は、私の娘達にもとても良いものであったようです。是ぜ非ひまた、娘達に会いに来て頂けると幸さいわいです。私も、そして娘もまた、皆様の事をお待ちしております」

　一同を代表するようにして彼女がそう締めくくると、ブックさんが前に出てマザーに何か四角い箱を渡していた。

「これはほんの気持ちです。是非また、立ち寄らせて頂きますぞ！」

「お気持ち、確かに受け取りました」

　様よう式しき美びなのか、その一連のやり取りを皆おとなしく見守っている。

　そして、こちらに戻ってきたブックさんがドアに手をかけ、ゆっくりと開いていく。

　外に出ると既に魔車が横付けされており、ブックさんは振り返らずに乗り込んだ。

　他の面々もそれぞれの持ち場につき、俺とリュエもそれに倣ならう。

　魔車に乗り込み窓から屋敷を見ると、お見送りの一同が、片足をもう片方の足の後ろ側に引き、軽く膝を曲げた跪礼カーテシーを披ひ露ろうしてくれた。

　その美しい伝統的な作法に、今こ宵よい何度目になるか分からない感動を覚える。

　ゆっくりと動き出す魔車。そして彼女たちの姿が車窓から消えていく。

　その最後の瞬間まで、感かん嘆たんと余よ韻いんで言葉を発する事が出来なかった。

「存分に、堪能して頂けたようですな」

　沈黙を最初に破ったのはブックさんだった。

　満足気な笑みを浮かべながら、彼はこちらに優しく語りかけてくる。

「ええ、とても。素晴らしい、夢のような一時でした」

「……お酒は美お味いしかったよ。ただ、ちょっと疲れてしまったよ」

「ははは、リュエ殿は『スペル』嬢と一緒だったのでしたな」

「うん、あの子は凄く元気が良くて、途中から抱きついてきたりして驚いたよ」

「ああ見えても彼女は設立当時からいる古ふる株かぶですぞ。それ程までにはしゃぐとは、さぞ自分と同じエルフの女性が来てくれたのが嬉しかったのでしょうなぁ」

　魔車に揺られながら再び訪れる沈ちん黙もく。今度はこちらからその沈黙を破る。

「グランドマザーはどういった方なんですか？　長く生きた、と言っていましたが」

「ふふ、それを私から聞き出してしまっては面白くはないとは思いませんかな？　普段滅多な事では客を取らないマザーがお許しになられたのです。彼女について知りたいのなら、時間をかけて攻めてみるのはどうでしょう」

「……もしかして、ちょっと意地悪してませんかブックさん」

「はっはっは！　もちろん、嫉しつ妬ともありますとも。しかし、彼女が貴方を選ばれたのなら、何か感じるものがあったという事。彼女は普段、屋敷の奥におられますからな、中々会えないとは思いますが、少しずつ娘さん方から話を聞くのもいいと思いますぞ」

「そう、ですね。少し考えてみます」

　彼女から感じたあの『不思議な感覚』がなんだったのかを知りたい。

　かつてリュエと出会った時にも感じた、既き視し感かんとも、高こう揚ようとも、そして懐かしさともとれるあのときめきの正体を──
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　宿まで送ってもらい、ブックさんとはそこで別れる。

　彼はしばらくこの宿場街に滞たい在ざいし、近々行われる街の代表会議に出席するそうだ。

　宿へと入り、一先ず俺の部屋に彼女も呼び寄せる。

　この街でどう過ごすか、これからの活動方針を相談する為に。

「さて、この街でどう動くか決めようと思うんだけど」

「ここは宿が安いから、最初に宿代を稼かせいで毎日のんびりしようよ」

「確かにここは宿代は安めだし、それでもいいかな。けど俺は──」

　夏休みの宿題を先に終わらせて、残りを盛大に楽しむ子供のような提案をする彼女。

　その笑顔を曇らせてしまうかもしれない提案を、これからしなくてはならない。

　だが俺が続きを口にする前に、神しん妙みような表情を浮かべ彼女が口を開いた。

「……さっきのお店に行きたいんだろう？」

　本題を切り出す前に、彼女が核心を突く。

　正確にこちらの考えを指し摘てきされ思わず鼻はな白じろむ。だが、彼女の表情は不ふ機き嫌げんそうなものではなかった。

「ずっと、悩んでいる風だったからね。私で解決出来る問題ならいくらでも協力するけれど、たぶんそうじゃないんだよね？」

「……お見通しか。どうしても、レイスさんが気になってしまって」

「そっか。少し陰があるような人だったけれど、力になってあげたいのかな？」

「自分でもよく分からないんだ。けれども、俺は彼女ともっと話さなければならない、そんな感じがするんだ」

「よく分からないけど、なにかをしてあげたい……うん、その気持ちは私も分かるよ」

　彼女はそう言いながら起き上がり、ベッドから下りる。

「私はね、カイくん。初めて君に出会った時、怪しいヤツだなって、そう思ったんだ。けれども──」

　そのまま部屋の扉へ向かうリュエ。

「私も同じだった。寂しかったのもあるけれど『この人の助けになりたい』そう思ったんだ。理由は分からないけれど、あの時の私も、きっと今のカイくんと同じ気持ちだったと思う」

「そう、だったのか」

　部屋の扉を開き、廊ろう下かへ出ながら彼女は最後に眠そうな声で締めくくる。

「思うように動きなよ。きっとそれは間違ってない。私が間違っていなかったようにね」

「……ありがとう、リュエ」

「ふふ、たまには年長者として振る舞わないとね？　じゃあおやすみなさい」

「ああ、おやすみ、リュエ」

　もしかしたら、少しだけ面白くないと思っているのかもしれない。

　けれども彼女は、その思いは間違っていないと、自分も同じだったと言ってくれた。

　きっと、背中を押してくれたのだろう。そう感じながら、俺も眠りにつくのであった。




　翌日。

　さすがに早い時間から色町に行っても意味がないだろうと、二人でギルドへ向かう。

　やはりこの街のメインは夜であり日中はさほど活気もなく、しいて言うのならギルドに依頼を出すと思われる人間や、同業者の姿がまばらにある程度だった。

　ギルドの中は初日同様男性の姿が目立ち、女性の冒険者はほとんど見受けられない。

　周囲の視線を集めながら、彼女と共に掲けい示じ板ばんへと向かう。

　すると、この大陸は七しち星せい解放の影響で魔物が大人しいのか、討伐系の依頼がほとんど存在していなかった。

　ううむ、俺の『奪だつ命めい剣けん』は相手の生命を奪ってアビリティを習得するというのに、ここだとほとんどその力を発はつ揮き出来そうにないな。

「カイくん、この『鳥類の魔物を追い払う』っていう依頼なんてどうかな？　討伐系の依頼を探しているんだよね？」

「これ言い方変えてるだけで、たぶん種植えの邪魔になる鳥を追っ払えって言ってるんだと思うぞ」

「むぅ……あ、これなんか私向きじゃないかい？　魔物避けの物ぶつ理り障しよう壁へきの修しゆう繕ぜんだってさ」

「なるほど、これは『物理』ってところがミソだな。たぶん農作物を守る柵さくの補修だ」

「むぅぅぅぅ！　なんだか冒険者らしくない依頼ばっかりだね、『外』の依頼は」

　そう、これらはすべて街の外でこなす依頼だ。

　ただ、街の性質上トラブルも多いわけで、当然のように街中の警備や護衛、その他対人関係の依頼が多く貼りだされている。

　しかしそうなると、当然仕事は色町が活気づく夕暮れ時からになってしまい、午前中は暇になってしまうわけだ。

「仕方ない、じゃあちょっと街の外の簡単な依頼でも受けて時間を潰そうか」

「報ほう酬しゆうは少ないけど仕方ないね。じゃあこれにしよっと」

　掲示板から依頼書を剝はぎ取り受付へ向かう彼女を見送り、今持っていったのがなんの依頼なのか『受注済み依頼書』を見て確認する。

「対魔物用直立不動型ドールの作成……つまりカカシ作りか」

　なーんでわざわざこんな名前で依頼を出すんですかね？




　結局、依頼内容が魔導具やそれに準ずるものではなく、単純な木工工作だと依頼主の下で判明したのだが、まさかのリュエさん大喜び。

　なんでも、森に住んでいた頃から手て慰なぐさみに木工に勤いそしんでいたそうな。

『寂しさを紛まぎらわすために、大きな人形を彫ったりもしたんだ』と、またナチュラルに心を抉るエピソードを披ひ露ろうしてくれたので、やっぱり頭を撫なでる事になりました。

「じゃあそろそろ日も暮れてくるし、俺は今日もあの館に行くけど、本当にリュエは行かないのか？」

「私はちょーっと遠えん慮りよしておこうかな……気疲れしてしまうタチみたいで」

「同性にあんな風に絡まれるのに慣れてないって事か。じゃあどうするんだい？」

「私は色町の警備に就こうかなって。最近トラブルが多いって聞くし」

　そういえば、港町でブックさんとラントさんがそんな話をしていたと思い出す。

　わざわざ問題として取り上げるくらいだ、余程トラブルが増えているのだろう。

「大丈夫だとは思うけど、気をつけてくれよリュエ。変なヤツになにかされたなんて連絡が来たら、冗談抜きでこの街ごと滅ぼすから」

「……過保護通り越して恐いよカイくん」

「半分冗談だ。本当、変なヤツには容よう赦しやしなくていいからな」

　そう彼女に念を押し、今日は少しだけ上等な服に着替えてから館に向かうのだった。
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「ようこそいらっしゃいました。あら、本当にまた来てくれたんですね」

　館に着くと、さすがに昨日のように全員でのお出迎えはなかったが、ここの古株であるエルフの女性、スペルさんが出迎えてくれた。

　今日の彼女は、自身の金髪と似たような輝きを放つ淡たん黄こう色しよくのドレスに身を包んでいる。

「はは、癖になってしまったみたいで。今日はそうですね……貴女を誘っても？」

「ふふふっ、私、これでもかなり人気なんですよ？」

　そういえば……ここの料金体系ってどうなってるんですかね？

　昨夜ブックさんがレイスさんに手渡した四角い箱。中々の大きさだったのだが、もしや中身が金きん貨かなんて事も……。

「なんて、冗談ですよ。個人で差はありませんから安心してください。そうですね、昨日はリュエお姉さんにお世話になった事ですし、少しサービスしますよ」

「ははは、随分気に入ってくれたようでなによりだよ。うちの娘さんは良い子だろう？」

「ええ、本当に。では今日も個室に行きましょうか」




　彼女に連れられ屋や敷しきの二階へ。

　昨日は落ち着いて見られなかったが、一階はサロンと娘さん達のプライベートルーム、そして食堂があり、二階が接客用の個室、という構造になっているらしい。

　そして、本来の目的であるレイスさんはどこにいるかと尋ねると、どうやら今日は館の外に出かけているとの事。

「はい、到着。昨日マザーが使った部屋とたぶん同じだと思いますけど」

「そうだね、この部屋だったよ」

「ここ、一番グレードが高いお酒が用意してある部屋なんですよね。この館って基本的に頼んだお酒が最終的な金額に加わるっていう形だから、よっぽどの上客じゃないとここに通さないんですよ」

「え、マジで？　じゃあ昨日の金額って聞かない方がよかったり？」

「大丈夫、昨日は館全部貸し切りだったから関係なし。その分ほら、凄くこっちはね？　毎月お世話になってるんですよ」

　指で丸を作りながら楽しそうに店側の内ない情じようを話してくれるが、いいのだろうか？

　余よ程ほどこちらを信用しているのか、それとも周知の事実として今更気にするような事でもないのか。まぁなんにせよ、こいつは中々手間とお金が掛かりそうな案件だ。

「ありゃ……ウィスキーの補充が済んでないじゃないここ……」

「ああ、別に好物っていう訳じゃないから他のでもいいよ」

　外見や雰囲気とは違い、親しみやすい性格のスペル嬢は、なるほど確かに人気なのも頷うなずける。

　昨夜はレイスさんが好きなお酒を選んだので、今日はスペルさんにお酒を選んでもらう事にした。

「じゃあ私は……果実酒が良いかな。このオレンジ酒でいいですか？」

「ああ、構わないよ。氷、用意しようか？」

　手のひらの上で氷こおり魔ま術じゆつを発動してみせると、彼女はやや興奮した様子で近寄ってきた。

「あ、カイヴォンさんも魔術使えるんだ！　便利だよね、氷の魔術って」

　彼女はそう言いながら、瞬またたく間にまんまるの氷を生み出しグラスに入れる。

　なるほど、彼女達にしてみたらこの程度はお手の物なのか。

「じゃあ、まずは乾かん杯ぱい」

「はい、かんぱーい」




「そーなんですよー……マザーはねーいっつも自分で動いちゃうからねー、みんなそれに甘えちゃってるんですよー」

　飲み始めて一時間。どうやら彼女はそこまでお酒に強いわけではないらしく、すっかり出来上がってしまっていた。












　酔わせて口を割らせるなんて中々にダーティーな手段ではあるのだが、ここぞとばかりにレイスさんについて尋ねてみたのだが……。

「上の立場の人間が率先して動くなんて素晴らしい事じゃないか」

「それでもーやっぱりなんでもかんでもマザーに頼りっぱなしはだめなんですよー……そんな事だから、マザーはいつまでも……ここに……」

「いつまでもここに？」

「だれも……ふれ……」

　トスンと、肩にしなだれかかるようにスペルさんが身体を預けてくる。

　聞こえてくる静かな寝息。無理にこちらのペースに合わさせてしまったと反省しながら、そっと彼女をソファーに横たえる。

　頭に軽くポンと手を乗せたところで思い出す。ああ、ここはお触さわり禁止だったなと。

　個室を出て他の娘さんに事情を話し、今日のところはお暇いとまする事にした。

　なお、料金はサービスすると言われてはいたのだが、片手では数えきれない○の数が吹き飛びましたとさ。いいんです、これは必要経費なんです。




　館を出ると、すっかり夜の帳とばりが下りていた。

　この辺りは静かな区画なので、しん、と静まり返った夜の空気が満ちている。

　その涼やかで静やかな空気が、アルコールで火ほ照てった身体を優しく冷ましてくれる。

　門を出て、改めて館を振り返る。窓から漏れる光と、そこから映し出される厳おごそかなシルエットに、まるでここが堅けん牢ろうな砦とりでのように思えた。

「……牙が城じようを崩すのは、なかなかに難しそうだな」

　自じ嘲ちよう気味に呟く。そして踵きびすを返し、帰路である夜の色町へ向かうのだった。
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「ただいま、リュエ」

「おかえりー随分と遅かったじゃないか」

「う……すみませんでした」

「ふふ、冗談だよ。今日はどんな事があったんだい？」

　宿に戻ると、少しだけ不機嫌そうな様子を装った彼女が出迎えてくれた。

　俺は彼女に今日、スペルさんとお酒を飲んだという事と、同時に随分とリュエの事を気に入っていたようだ、という事を伝える。

　するとやはり苦手意識が植え付けられているのか、珍しく彼女が苦笑いを浮かべてしまっていた。

「そういうそっちはどうだったんだい？　色町の警備、受けてみたんじゃないのか？」

「……それなんだけどね、やっぱり随分と治安が悪くなってるみたいなんだ」

　何気なく彼女の仕事について尋ねると、深刻そうな様子で語りだした。

「カイくん。たぶんだけど、この街を誰かが攻撃してるんだと思う」

「……どういう事だい？」

「昔ね、まだエンドレシアであちこちの陣じん営えいが互いにいがみ合っていた時代の話なんだけど、私が滞在していた街で似たようなトラブルが起きた事があったんだ」

　彼女が言うには、結局その騒ぎは外部からの工こう作さく活動だったとの事。

　内部の治安を悪化させ、攻めやすくする為に遠回しな攻撃を仕掛けていたと。

　つまり、ここ最近の騒ぎの頻ひん発ぱつも、同じような目的なのではないか？　と。

　……昨日から妙に冴さえているというか、格好いいですね貴女。

「今はまだこの程度で済んでいるけど、そのうち直接的に動いてくるかもね。カイくん、毎晩通うのはいいんだけど、絶対に気を抜かないでね。私だって、カイくんになにかあれば冷静ではいられなくなるんだから」

　心なしか寂しそうに呟いた彼女。

「ちょっとリュエさんや。しんみりしてるとこ悪いけど……俺がどうにかなるわけがないだろう？」

　慢まん心しんなんかじゃない。冷静に考えて、俺をどうこう出来る人間なんてここにはいない。

　だがそれでも、昔の事を思い出して少しだけ心配になってしまったのだろう。

　大丈夫。家族を一人置いていくなんて真似、絶対に俺はしない。

「でも──」

「おりゃ」

　なでりこなでりこ。心配しなさんな。




　そしてそれからも俺は彼女、レイスさんの店に通い詰めた。

　午前中は昨晩の疲れを癒いやすために宿で休憩し、夜になると色町を越え彼女の下へ。

　……その間もリュエは依頼を受け宿代を稼いでいる事を考えると、完全にヒモのような状態になってしまい、内心申し訳なさでいっぱいなのだが。

　そして毎度毎度通っているせいか色町の女性達からの『お誘い』も増えているのだが、さすがにその手のサービスを受けられるお店に行こうものなら、うちの娘さんが建物ごと氷こおり漬づけにしそうなので涙を飲んでお断りさせて頂いております。

　初日以降はレイスさんと顔を合わせる機会にも恵まれず、たまにチラリとサロンを覗のぞく彼女に軽く会え釈しやくする程度に留まっている。

　だがそれでも、店の娘さんから彼女の大凡おおよその人物像と、この店の在り方、そしていつ頃からここにいるのかを知る事が出来た。

　どうやら彼女はこの街が出来た当初からこの地で商売をしていたらしく、いつの頃からか顔役として取り仕切る立場になっていたそうだ。

　また彼女は、身体を売る事に耐えられなくなった女性や心に傷を負った女性、他にも捨てられた女性を全員引き取り、自分の知る知識や作法を教え育ててきたそうだ。

　この館から独り立ちし、新たに商売を始めた者。

　ここで身につけた技術を武器に、新たな店で成功を収めた者。

　今この界隈では様々な商売が広まっているが、大本を辿たどればその殆ほとんどが彼女の館の出身者や、その身内に当たるそうだ。

　まさに『偉大なる母グランドマザー』の名に相応しい軌き跡せきを残してきたという事か。

「じゃあ今日はこれで失礼しますね」

「はーい！　今日もありがとうねーカイヴォンさん」

「明日は私を選んでくださいよー？」

「だーめ！　私を選んでくれますよねー？」

　……そして毎晩通い詰めた結果、完全に『上客』として認定された俺は、毎晩こんな具合で大いにモテております。

　人柄のお陰ですよね、トークが受けているんですよね、お金だけじゃないですよね？

「みんな、お客様の前でなんですか、みっともない……」

　とそこへ、たしなめる言葉がかけられる。

　声の主は、二階から下りてきたレイスさんだった。

「今日もいらっしゃっていたのですね。我が家を気に入って頂けてなによりです」

「ええ、時間を忘れて通ってしまいました。本当に、ここは温かい」

「温かい……ふふ、そう言って頂けて嬉うれしいです、とても」

　本音を言えば、今すぐ彼女と再び同じ時間を過ごしたい。

　けれども、なぜだかその提案をするのが憚はばかられてしまう。

　こんな風に気軽に来る事すら出来なくなってしまうのでは？　という恐怖からなのか、それとも女性関係に奥手という自分の知られざる一面が表に出てきたのか。

　しかしまぁ……さすがにそろそろこちらから動いてみるべきなのかもしれないな。

「近いうちに、また貴女に声をかけてもいいでしょうか？」

「ふふ、そうですね、その時の気分次第でしょうか？」

　冗談めかしながら、そう提案する。

　彼女の方は言われ慣れているのか、どこか余裕を感じさせる笑みを返してくれる。

　さて、じゃあ今日はこの辺りにしておこうか。

「では、また来ますね」

「「是非、またいらしてください」」

　娘さん達とレイスさんの別れの挨あい拶さつを耳に染みこませながら、今日も夜の色町へ続く帰路につくのだった。




　ここ数日で、色町での喧けん嘩かやトラブルが目に見えて減ったという話を聞いた。

　いざこざが起こったと思ったら、次の瞬間には全員が気絶させられてしまうという噂うわさがまことしやかに囁ささやかれ、それをただの噂だと切って捨てた荒くれ者が次の瞬間には噂通りの運命を辿る、という事案が発生しているのだとか。

　つまり、リュエさん大活躍である。

　そんな治安が回復しつつある色町を進んでいくと、案の定客引きの声が四方から掛かるのだった。

「お兄さんたまにはこっちにもお金落としてってよー！　安くしておくよー！」

「たった二万ルクス！　それでなんでもしちゃうからー！」

　ん？　今なんでもって言わなかった？

　だがそんな誘惑をなんとか振り切り、まもなく色町を抜けるという時だった。本日も自分の業務を全まつとうしようとお手製の木剣を構えている彼女を見つけたのは。

　なんでも、カカシ作りの時の廃材で作ったそうです。この界かい隈わいって武器の携帯は禁止されているからね。それに相手を気絶させるなら丁度いいとかなんとか。

　さて、心配はしていないが、それでも成り行きを見守ろうと彼女に近づく。

　到着する頃には地面に七人の大男が転がり、満足気に腕組みをしたリュエが周囲に向けて啖たん呵かを切っているところだった。

「この界隈で揉もめ事は一切許さない。こうなりたくなければ節度と秩ちつ序じよを守る事！」

　既に名物となっているのか、周囲の人間から声援と野や次じが飛び、それを照れながら受けいれている彼女。物ぶつ騒そうではあるが、同時に微笑ましくもある光景だ。

　だが、その歓声や盛り上がりが突然、水を打ったかのように静まり返ってしまった。

　まるでどこぞの神の御み業わざのように人垣が割れ、その間から一人の男が、大勢の武装した人間を連れて現れたのだ。

「……この場所で武装を許可されているのは、店ごとの用よう心じん棒ぼうくらいなものなんだけど、どうしてこんな往おう来らいで大勢固まって歩いているのかな？」

　珍しく剣けん呑のんな声色で、彼女が目の前まで迫ってきた男に声をかける。

　男は、武装集団をバックに従えて、平然とリュエの前に立ちはだかる。

　スクエアフレームのメガネをかけた、細身の男。

　一見すると真面目そうなどこかの事務員のようにも見えるが、そのレンズの向こうに見える眼差しは、明らかに一般の人間とはかけ離れたものだった。

『インテリヤ○ザ』。それが、俺の抱いた第一印象。

「これは失礼。私は少々臆おく病びようでして、こうしないと外を出歩けないのですよ」

「まぁ、この辺りの治安は悪いからね。それで、なんの用事だい？」

「そこで転がっている男達を引き取りにきたのですよ。私の傘さん下かの店の常連でしてね、多少の縁があるのです。上の人間である私が責任を取るのは当然の事でしょう」

「なるほど。それは殊しゆ勝しような心がけだね。けれどもギルドに連行するまでが私の仕事でね？　悪いけれどそっちに迎えに来てくれると助かるんだけど」

　……なるほど。俺の印象はあながち間違いでもなかったようだ。

　恐らく彼は、このゴロツキ連中を束ねる位置にいる、それなりに名の通った人間。

　周囲の様子を見るに、それは間違いないはずだ。

　そこから察するに、ギルドに投とう獄ごくされた人間を釈しやく放ほうするには保ほ釈しやく金きんのようなペナルティが課せられる。故に今この場で引き渡して欲しいと願い出たのだろう。

　ここ最近、破は竹ちくの勢いで荒くれ者を検けん挙きよしている彼女に、こうして上の人間が接触を図るのは、遅かれ早かれやってくる運命だったのだ。

「もちろん、タダで引き渡せとは言いませんよ。ギルドの報酬の倍、一人につき支払いましょう。どうです、悪くない取引でしょう」

「倍!?　七人だから……一気に七万ルクスも……」

　保釈金は相当高額なのだろうか？　初っ端からそんな破格の条件を提示する男。

　その提示された金額に心が揺らいだのか、指折り金額を勘かん定じようしているうちの娘さん。

　お父さん許しませんよ！　そんなヤ○ザと癒ゆ着ちやくする警官みたいな真似！

「ふふ、では交渉成立──」

「じゃあ、これから毎日倍額払って貰えるんだね？　何十人も、何百人でも。何度でも、そう、何度でも私は彼らを打ち倒すよ。二度と問題を起こさなくなるまで」

　だが、そうは問屋が卸おろさなかったようだ。

　不ふ遜そんな態度で、彼女は『これからも同じように叩き伏せるぞ』と告げたのだ。

　恐らく彼は『倍額払うから自分の傘下の人間は見逃せ』と言いたかったのだろう。

　それを彼女は、裏にあるその真意を知った上で告げたのだ。

　なんだなんだリュエさん、最近ずっと格好いいじゃないか。

「……それは、こちらに対する宣戦布告と見ても？」

「うん？　私は君の言葉通りに受け取っただけだよ？　お金を払ってくれるんだろう？」

「……顔に似合わず随分と強ごう欲よくなようですね。……身を滅ぼしますよ」

「ふふん、良き妻は強欲なものなのさ。毎晩お店に通うダメ亭てい主しゆの為に稼がなくちゃ」

　やめて！　唐突に牽けん制せい球投げないで！　一発でタッチアウトされちゃうから！

　むしろ流れ弾だから、当たったら死んじゃうから！

　彼女の冗談めいた喩たとえ話が、思いのほか今の状況にしっくりはまってしまい想像以上のダメージが入りました。

「おや、人妻でしたか？　ふふ、綺き麗れいな身体のまま旦那のところに戻りたいのなら──」

　はっはっは──おいお前。

　足に力を込め、地面を強く蹴る。

　信じられない程の跳躍。眼下に広がる人ひと集だかりと、対たい峙じしている一団。

　そのまま重力に従い、対峙している双方の合間へと落下しながら──

「『剛ごう陥かん拳けん』」

　都合の良い事に、俺のサブ職業は『拳けん闘とう士し』。武器を使わない戦闘もお手の物だ。

　俺の目の前で見事地じ雷らいを踏み抜いてくれたこのインテリヤ○ザさんには、身の程と、この世に存在するアンタッチャブルな存在というものを知ってもらわなければ。

　拳こぶしが地面に触れた瞬間、猛烈な抵抗が腕を通して肩を襲う。

　関節が悲鳴を上げ、拳が裂けるような痛みが走る。

　……ちょっと力りきみ過ぎてしまったようだ。

　土つち煙けむりが収まり、自分の場所がどうなっているのか確認する。

　深い、まるで地盤沈下でも起きたかのようなクレーターの底に立っていた。

　見上げるとそこには、尻もちをついたのか丁度立ち上がろうとしている男の姿。

「……何者だ、貴様」

「そこの強欲な娘さんの保護者みたいなものです。随分と不愉快な話が聞こえてきたので我慢が出来ませんでした。……消すぞ、本気で」

「カイくん！　この場所での暴力行為はご法はつ度とだよ！　こっちに上がってきなさい」

「ちょっと空気読んでくださいよ……」

　思いもよらぬ味方からの反応にペースを崩されながらクレーターから這はい上がると、木剣を構えたリュエさんがなんとも言えない表情を浮かべておりました。

　そして対峙していた男達、主に護衛と思われる人間達は完全に腰が引けてしまい、インテリヤ○ザも旗はた色いろが悪くなってきたのを感じ取ったのか──

「今日のところは警告に留めておきましょう。精せい々ぜい治安維持に努つとめてください」

　こけおどしの一撃に怯ひるみはしたが、最後まで余裕の表情で去る姿に、一筋縄ではいかない相手だと感じ取る。

　中々面倒なのに目をつけられてしまったな。

　念のためリュエにも今後気をつけるようにと忠告しようとしたその時、こちらの腕になにかが巻き付けられ始めた。

　何事かと視線を向ければ、そこにはせっせと人の手首にロープを結ぶリュエさんが。

「……リュエさん、これはなんですか」

「カイくんを現行犯で捕まえた！　さて、一緒に冒険者ギルドに来てもらおうか」

　余程退屈だったのか、嬉しそうに縄を引く彼女に連行されギルドへと向かうのだった。

　なお、倒れていた七人は俺の攻撃でどこかに吹き飛んでしまった模様。すみません。





　　　　　§§§






　翌日。

　結局昨日の一件で俺へのお咎とがめはなしという事になったのだが、そもそも発行された身分証明証を見せればもっと穏おん便びんに済ませられたと指摘され、すっかりそれを失念していた自分を恥じる結果となってしまった。

　仕方ないだろう。あんな状況、頭に血が上るに決まっている。

　想像してみてくれ、自分の彼女や妹や姉、そんな大事な相手があんな言葉をかけられた時の事を。

　冷静でいられる人間の方が少数派だろう。

　つまり、反省はしているが後悔はしていない……いや反省すらしていない！

　まぁそれはさておき、あの対峙した男の正体だが、色町はいくつかの派は閥ばつに分かれており、その勢力のうちの一つを治めている人物だそうだ。

　名は『タキヤ』。行ぎよう商しよう人にんを何人も抱え、そしてここ最近夜の店を新たにいくつも開業した、今最も勢いのある勢力だと言う。

　無論、彼を含めたどの勢力も、大本を辿ればグランドマザー、すなわちレイスさんに辿り着くのだが……。とんでもない人だな、改めて考えると。

　しかし別段彼女は、そういった勢力を束ねたり支配したりするのではなく、あくまで見守るだけというスタンスをとっているため、タキヤの独断専行とも言える動きに対してどうすれば良いのか対応に困っているのだろう──というのがギルド側の見けん解かいだ。

　ギルド側としても、独自の組織体系で動いている色町の勢力争いに対し表立って介入する事が出来ない。

　レイスさんは、自分の家族とも言える住人が苦しむような真似は許さないだろうが、下手に介入しても被害を被るのはウィングレストの街、色町の住人だ。

　だからこそ、今はまだなんの手出しも出来ない。

　それに──リュエの考えでは街を攻撃している人間がいるかもしれないのだ。

　タキヤは元々この街の住人であり、突然このような手段で街を攻撃するのは不自然。

　だがもし、彼が外部の人間と繋がっていたとしたら……。この街を害する事で大きな利益を得られるような、そんな動どう機きがあるとしたら……。

「むしろそっちが大本なのかね……？」

　その考えに至った時、部屋の扉がノックされる。

　返事をする前に回り出すドアノブが、その主が誰なのか知らせてくれる。

　ノックの意味ないじゃないですかリュエさん。

「カイくん、今日も依頼を受けようと思うんだけど、その前に昨日の事をブッくんに報告した方が良いんじゃないかと思ってさ。どうだろう？」

「ああ、確かにその方が良いかもしれないね。じゃあ貴き賓ひん館かんに行ってみようか」




　貴賓館は街に入ってすぐの場所にある。

　その傍そばには集会等で使われる庁ちよう舎しやもあり、いわばこの街の行政区のような一角だ。

　早速貴賓館へ向かい入り口で用件を伝えたのだが、受付の職員が申し訳なさそうな顔をしながら告げた。

「領主様は現在近きん隣りんの村の視察へ向かってしまわれた為ご不在です。明日にはお戻りになるはずですが……」

「そうでしたか。朝早くに突然申し訳ありませんでした」

「いえいえ、滅めつ相そうもございません。では、もし早くお戻りになる事があればお伝えしておきますね」

　どうやらこの街は周囲の村との中継地点で、各方面に視察へ向かうのに適しているという事だそうな。

　いやぁ、てっきり俺は色町に通い易やすいからだとか、そんな事考えてましたよ。

「ブッくんが留守ならどうしようか？　大人しくギルドで依頼を探そうか？」

「そうだな……それに昨日の件もあるし、今日は俺も警備の依頼を受ける事にするよ」

「本当かい！　夜も一緒なのは久しぶりだから嬉しいよ！」

「うぐっ」

　心が痛い！　そんな純粋な喜びを向けないで！　心がガリガリ削られます！

　……寂しい思いをさせまいと、その記憶を奪うと誓っておきながらこの体たらく。

　謝罪の気持ちを込め、彼女の頭に手を乗せる。

　なでりこ……ではなく、そのまま手を滑らせて彼女の頰ほおへ。

　ひんやりとしていて、ぷにっと張り付くようなきめ細かい柔やわ肌はだ。

「悪かった。最近寂しい思いをさせてしまった」

「ううん、そんな事ないよ。これは寂しいんじゃなくて君に甘えたいだけなんだから」

　こちらの手を取り、どこか優しげな笑みを浮かべ彼女が言うのだった。




　ギルドへ向かうと、以前より心なしか冒険者の数が増えているように感じた。

　おそらく日中は眠っていたはずの、夜に活動する（遊び歩く的な意味で）方々が集まっているからだろう。

　つまり、これも木剣片手に毎晩厳しく取り締まっていたリュエさんの副ふく次じ効果だと。

　掲示板へ向かうと、今日もパッと見それらしい依頼が多く貼りだされている。

　だがその殆どが農作業を別な言い回しにしただけである。

　ともあれ、今回は警備の依頼が目当てなので、街の中の依頼に目を通していく。

　色町全体の警備から、特定の区画や店の用心棒、はたまた従業員の女性の送迎と、中々バラエティーに富とんでいる。だがその中に一つ気になるものがあった。

『会合の門番および警備　Ｂランク以上から受注可能　報酬五万ルクス』

「ん、街の会合ってもうすぐ開かれるのか」

「うん？　あ、本当だ。しかも報酬が高い」

「明日開かれるみたいだし、これ今のうちに受けておこうか」

「そうだね。……あれ？」

　依頼書に手を伸ばしたリュエが途中で手を止め、すぐ隣となりにあった依頼書を指差す。

　その依頼書の内容は──

『会合の場までの護衛　Ａランク以上から受注可能　報酬応相談

　また場合によっては会場内での護衛を依頼する場合あり　依頼者レイス』

　それはレイスさんの依頼だった。

　やはり彼女も会合に出席するのかと納得しつつも、人望があるにも拘かかわらず未だ依頼が誰にも受けられていない事を疑問に思う。

　もしやＡランク以上というのはそこまで珍しいのだろうか？

「リュエ、会場の門番を一緒に受けようか。ついでにレイスさんの当日の護衛も同時に受けられないかギルドに相談してみるよ」

「了解。じゃあ私は今日の夜の警備依頼と日中の依頼を見み繕つくろっておくね」

「ああ、任せたよ」

　受付で尋ねてみたところ、会合が実際に開始されるまでの間なら護衛として彼女を迎えに行っても問題ないと、むしろそうしてあげてくれと推すい奨しようされた。

　曰いわく、彼女の護衛が務まる冒険者は稀まれで、彼女もダメもとで張り出していたのだとか。

　さすがに要人の護衛を低ランクの人間に担当させる訳にはいかない、か。

　無事に依頼の受注を完了し、同じく今日の分の依頼を受けているであろう彼女の下へ向かうのだった。
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　腰をかがめ、地面から生えてきている小さな芽を摘つみ取り、背負い籠かごに放り込む。

　太陽の光がさんさんと降り注ぐ中、地味で地道な作業を繰り返す事一時間、採取対象が極小だという事もあり、依頼内容である『籠いっぱいになるまで採取する』を達成するにはまだまだ至らない。

　そう、本日の日中の依頼は採取依頼でございます。だが──

「リュエ、俺は騙だまされないぞ。これ採取依頼じゃなくてただの草むしりだろ」

「い、言うなカイくん！　今度こそ冒険者らしい依頼だと思ったんだよう……」

「採取対象が『全て』っていう段階でおかしいと思ったんですよ俺は」

　はい、街の外に広がる広大な農地を、たった二人で綺麗にしなければならんのです。

　勿もち論ろん報酬は草むしりなのでたかが知れておりますとも。

　そうして、太陽が真上に昇るまで延々と草むしりを続けるのだった。




「腰が……痛い」

「カイくんは背が高いからね。私より大変だっただろう？」

　休憩時間に入り、広げたシートにうつ伏せに寝転がってマッサージを受ける。

　ぐっぐっと体重を掛けて腰を揉もんでくれる孝こう行こう娘むすめさんに身を委ゆだねていると、だんだんと力が抜けて瞼まぶたが重くなってくる。

　草や土の香り、大自然に囲まれてのマッサージがこんなに心地良い物だとは……。

　その気持ちよさに身を任せていると、腰を揉んでくれていたリュエが語りだした。

「カイくんが日中休んでる最中もさ、私は色んな依頼を受けていたんだ毎日」

「うー……悪かった。どうしても夜にお酒を飲むと次の日熟じゆく睡すいしてしまって」

「いや、責めているんじゃなくてね？　そこで色々私も情報を集めていたんだよ」

「情報？」

　腰への心地よさに意識を向けながら、彼女の言葉に耳を傾ける。

「街の中の人達はあちこちから集まってきた人ばかりだからね、そこまで目ぼしい情報が手に入らなかったんだ」

「……まさか、レイスさんの？」

「そう。ここの農家の皆さんは、街が出来る前の小さな集落だった時代からここに住んでいたみたいでね──」

　俺がレイスさんの館『プロミスメイデン』に毎晩通って得られた情報よりも、さらに過去の、彼女の核心に迫る昔の話。それをゆっくりとリュエが語りだす。




　彼女はかつて、小さな集落だったこの場所に一人の子供を連れて、ボロボロの状態で辿り着いたのだと言う。

　そしてこの界隈の農地を管理していた貴族が打ち捨てた廃はい墟きよに住み着き、周囲の人間の協力を得て少しずつそれを修しゆう繕ぜんし、今の立派な館になったのだそうだ。

　やがてセミフィナル大陸の統治体制が変わり、ここに大きな街を作る事になった。

　この地に住む人々への恩返しにと、彼女は街の開発に陰から尽じん力りよくし、そして今のお店を始めていった、と。

　まぁ、もちろん当時は今のような高級ではなかったそうだが。




「となると……だいぶ昔からここにいるのか……」

　あえて、彼女から離れた場所から情報を聞き出そうとしたリュエのやり方に舌を巻きながら、なぜリュエまでもが積極的に協力してくれるのか疑問に思い問いかける。

　すると──

「私も分からないんだ。初めは私が情報を先に集めたら、カイくんが夜にお店に行かなくても済むんじゃないかなって思って動いていたんだけど……」

　ああもういじらしいなうちの娘さんは！

　だが、彼女の言葉には続きがあった。

「けれども、色んな人からレイスさんの話を聞いて、それで彼女の事を自分でも考えて、どんな様子だったか思いおこしているうちにさ……なんだか不ふ思し議ぎな気分になってきたんだ。『なんとかしてあげたい』『手を差し伸べなければいけない』そんな風に」

「それは……俺の時と同じように？」

「うん、たぶんそうだと思う」

　これは、ただの偶然や気まぐれではないように思える。

「初めは魅了かなにかの術じゆつだと思ったんだ。ほら、レイスさんって魔族なの隠してるし」

「!?」

　その言葉に思わず起き上がり、彼女を振り落としてしまう。

「ふぎゃ！　どうしたんだい突然」

「レイスさんが、魔族……？」

「あれ？　言ってなかったっけ？　彼女は魔族だよ、上手に化けているけれど」

　そうだ、身体の部位を隠すのはなにも俺だけの専せん売ばい特とつ許きよじゃない。かつて滞在した魔族が多く暮らしていた街、ソルトバーグで聞いた話ではないか。

　これはいよいよレイスさんが俺の知る、三人目の持ちキャラ、『Raith』である可能性が高くなってきたのではないだろうか……？

　あの既視感と、リュエの時にも感じた謎なぞの感覚。

　そして長く生きたという発言……まだ状況証拠としては弱いが、それでも俺の直感を刺激するそれらの情報に、はやる気持ちが抑えきれなくなりつつある。

「リュエ、瞳や髪の色も変えているのか、レイスさんは」

「そこまでは分からないかな……私の倉庫にそういう道具がないか調べてみようか？」

「ああ、頼む」

　こうしてはいられないと、俺は起き上がり腰の痛みを無視し、強引に作業を再開する。

　そして核心へと至る事が出来るかもしれない情報を与えてくれた彼女をなでりこ──

「ぎゃー！　草の汁がついたー！」

　……草の香りのするエルフさん……結構しっくりくると思います。
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　宿へ戻り、ベッドで先ほど聞いたリュエの話を考える。

　彼女が魔族だという事ではなく、その前の『ボロボロで』という部分。

　なにが彼女を追い詰めたのか、それを考えるだけで沸ふつ々ふつと怒りが込み上げてくる。

　それは、いつもリュエが傷つけられそうになった時に感じる感情とよく似たもの。

　いや、もっと言うならば、俺がレイスさんに感じる感情の大半は、リュエに感じるものと似ている。

　傍にいたい、助けてあげたい、守りたい。そしてあのときめきも、どこか不思議な感覚も……。

　未だ確信が持てずにいる。そんな煮え切らない自分の感情に辟へき易えきしていると、シャワールームで汗と草の香りを落としていたリュエが戻ってきた。

　今度はほのかに石せつ鹼けんの香りがしますね、もそっと近う寄れい。

「あーさっぱりした！　じゃあ、ちょっと私のバッグから目ぼしい物を出すから一つ一つ確認してみてくれないかな？」

「ＯＫ、始めてくれ」

　リュエはベッドに腰掛け、バッグから手当たり次第に様々な道具を出し始めた。

　俺はそれを一つ一つ自分のアイテムボックスに収納し、表示される説明文を確認する。

　殆どがガラクタで、まともな効果を持つ魔導具なんて見当たらないが、中には面白い物も混じっていた。




『友情の指輪』

　たとえ運命に翻弄されようとも、互いが存在する限り互いを傷つけ合う事が出来なくなる。

　装着の際に互いに直接はめ合う事が条件。また男性同士でしか効果は発動しない。




　なんとホモホモしい！




『思いやりの靴下』

　たとえどんなに蒸れていようと、長時間履き続けていようとも決して臭わない。




　……コメントに困るが、まぁ便利といえば便利なのだろうか？




『絶対正義の耳みみ栓せん』

　自分の都合の良いように相手の言葉が聞こえる。




　知ってる。俺そういう耳栓つけてるんじゃないかって人物を小説で見た事ある。

　……とまぁ、こんなネタ装備ばかりなのだが、中にはステータスを微量ではあるが上昇させるという物等、中々にバラエティー豊かだ。

　だが、本命である『自分の姿を偽る』や『変装する』のような効果を持つものが見つからないでいた。

　やはりそんな都合の良い魔導具なんて存在しないのだろうかと諦めかけたその時──

「あ、変装じゃないけれど相手の正体を露にするメガネっていうのがあったよ」

「なんだって！」

　ヒントを探していたら答えを見つけたような、そんな嬉しい報告を受ける。

　早速装着し、試しにリュエの姿を見てみると──





【Name】リュエ・セミエール

【種族】エルダーエルフ　？？？

【職業】聖騎士（50）　魔導師（50）

【レベル】２２１

【称号】封印の女神

　　　龍神の守人

　　　がっかりエルフ

【装備】

【武器】なし

【頭】なし

【体】白色ブラウス　青色スカート

【腕】なし

【足】革のブーツ




【キャラクタースキル】剣術　聖騎士剣　杖術

　　　光魔導　氷魔導　聖魔導　炎魔法　雷魔法

【キャラクターアビリティ】ＭＰ回復力強化　不屈

【ウェポンアビリティ】龍神の加護　永久凍土






　表示される彼女のステータスに、思わず驚きの声を上げてしまう。

　それだけではない、なんと──





【身長】１５６センチ

【体重】42キロ




【スリーサイズ】

【バスト】73

【ウェスト】48

【ヒップ】70






　これでレイスさんを見れば……あ、いや変な意味じゃなくて真の姿を確認する為です。

　噓うそじゃないです本当です。断じてあの霊峰の標高や安産型の大きな果実の詳細を見たいとかではないんです。

　しかし……以前から欲しい欲しいと思っていた相手の能力を見る力が、まさかこんな身近にあったとは……これは単純に便利なんてものじゃない、戦略的にもこれ以上ないほど有用な能力だ。

　今まではアイテムの類たぐいなら、一度アイテムボックスに収納する事でステータスや説明文を見る事が出来た。

　だがこのメガネがあれば、一目見るだけでアイテムの鑑かん定ていだって──

　ちらりと、ベッド脇わきに立てかけられていたリュエの剣を視界に収めてみる。

　だが一向に詳細が表示されず、うんともすんとも言わない。

　まさかこれ、無機物には反応しないのだろうか？

　一人頭を捻ひねっていると、ソワソワとした様子のリュエがこちらのメガネを外し──

「私も見てみたい！　どれどれ……!?」

　あ、マズい。身長体重からスリーサイズまで覗いていたのがバレてしまう。

　するとやはり、目の前のメガネ美人さんがみるみる顔を赤く染めていき──

「な……なんて物騒なアイテムなんだいこれは！　これは没収します！」

「待って！　頼む、お願いだからそれを俺にくれ！　どうしても必要なんだ！」

「こ、これで何をするつもりなんだい!?」

「いや、まずレイスさんの正体を確認するのと、戦闘で相手の能力を知る事が出来るのは便利だなーと……」

　そう、やましい事なんてなにもありませんとも。

　いやまったく気にならないと言えば噓になるのだが。けれども、これはずっと欲しかった能力だという事に噓偽りはない。

　なんとか譲ゆずってもらえるよう、頭をベッドにこすりつけるようにして頼み込む。

「……無闇に掛けて歩かないって約束出来るかい？」

「勿論。必要に迫られた時だけにします」

「……じゃあはい。これでレイスさんの姿を確認するんだね？」

「ああ。人のプライバシーを覗き見するようなものだし、出来るだけこれは最後の手段としてとっておくと約束するよ」

　ついに、念ねん願がんの鑑定能力を手に入れたぞ。

　まずは……これを使う前に、魔族である事を隠している理由から聞いてみなければ。

　これを使うのは最後。本当に一番最後まで取っておくべきだろう。
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　夕方。

　日が落ち始め、色町がにわかに活気付き、色とりどりの光が店先を照らしだす。

　夕日にうっすら肌を染め、きらびやかな衣装や扇情的な衣装を纏った夜の蝶が外の世界に放たれる。

　そんな甘美で妖艶な夜の街に誘われるように、多くの人間が飲み込まれていく。

「いつもは素通りしていたけど、改めて見ると……色々と凄いな」

「カイくん鼻の下伸ばさないの。お仕事に集中集中」

「了解であります先輩」

　おちゃらけて返すと、それがお気に召したのか少しだけ胸を張りふんぞり返るリュエ。

「ふふん、私の指示に従ってくれたまえよ新人君」

「ははは、よろしくご指導お願いします」

　彼女に続き、いざ巡回スタートだ。




　これまでの彼女の功こう績せきか、それともまだ宵よいの口なせいもあってかトラブルの気配は感じられないまま、まずは一度目の色町の巡回が終わる。

　少々騒がしい通りから、レイスさんの館がある静かな高級店が立ち並ぶ通りまでを往復、これで一セットだ。

「うん、じゃあ次はカイくんが一人で一番奥まで行ってみようか」

「なるほど、両方向から同時に巡回を始めるつもりだな？」

「正解。じゃあ私は三○分くらいこの辺りを見て回っているから、カイくんもそれまでに向こうからスタート出来るように準備しておくれ」

　指示に従い、最深部を目指し進んでいく。

　その道中でも特に目立った動きはなく、またいつも通っていた所為か今日も客引きの皆さんに声をかけられる。

「……本当、独特の雰囲気だけど良い街だな、ここは」

　しみじみと往おう来らいを行く人々を眺めながら歩く。

　またあの時の、三人で夜の町を歩いたあの日を思い出し、少しだけ気分が落ち込む。

　あの二人は、今なにをしているのだろうか。

「……っと、最深部に到着したか」

　気が付くと、目の前にはプロミスメイデンの鉄門がそびえ立っていた。

　今日はこの中には入らない。グッと欲求を堪こらえて踵を返し、彼女と合流すべく引き返すのだった。




　大きなトラブルもなく、まもなくリュエとすれ違うであろう中間地点へと差し掛かろうとした時だった。

　すぐ傍の宿、連れ込み宿だろうか、ハート型の看かん板ばんを掲げたその建物から大きな物音が響いてきた。

　そして次の瞬間、建物の合間から怪しげに一人の男が飛び出してくる。

「……疑わしきは罰せず。俺の嫌いな言葉だな」

　急いで人混みに消えようとする男へ駆け寄り、その腕を摑つかむ。

「なんだお前、手を放せ！」

「今、あの隙すき間まから逃げてきたな。ちょっと話を聞かせて──」

「ちっ……いいから、放せ！」

　瞬間、もう片方の手に握られたナイフがこちらが摑んだ腕へと振り下ろされる。

　だが、武器が携帯出来ないならば、と腕に装備していたガントレットがそれを弾く。

「……武器を振るった以上、手加減はしないからな」

　やわらかな肉の感かん触しよくの奥に潜む硬いそれを圧へし折るつもりで、握る手に力を込める。

　枯れ木でもへし折ったかのような感触と同時に、耳をつんざく悲鳴が辺りに木こ霊だまする。

　その声が聞こえたのだろうか、誰かが駆け寄ってくる足音が聞こえ──

「カイくん、そいつの手を放しちゃダメだ！」

　足音の主、リュエが駆けつけてきたのだった。

　彼女は悲鳴を上げ続ける男に治ち癒ゆの魔法を掛け、そのまま氷の魔術で手足を拘こう束そくする。

　すると、彼女の背後からおっかなびっくりといった様子で二人の女性が現れた。

「……そいつかい？　ちょっと恐いとは思うが、確認してみておくれ」

　恰かつ幅ぷくのいい、やや険けわしい表情を浮かべた中年の女性が低い声で隣の女性へ声をかける。

　うながされたのは、思わず目を背けそうになる程肌を露ろ出しゆつした若い娘さん。

　身体にシーツだろうか、大きな布を巻きつけただけで、太ももからその上まで見えてしまいそうな危うい格好だ。

　だがその目は赤く腫はれ上がり、よく見れば顔の随所に痣あざのようなものが残されていた。

「……その、男です……その男が突然……」

　震える声で告げる女性と、それを受け一層表情を険しくする中年女性。

　そして、リュエが地面に転がる男に木剣を向け──

「ギルドに連行する。抵抗するのなら、そのまま手足を砕かせてもらう」

　珍しく、怒りだけでなく憎悪を滲にじませた声色でそう告げるのだった。




　聞けば、先ほどの宿で男に『サービス』を行おうとしたところ、唐突に暴力を振るわれ、そして大声を上げたところで満足したように笑い、窓を破り逃げ出したのだそうだ。

　特殊性せい癖へき……ではなく、暴行を加えて大声を上げさせるのが目的だったかのようなその行動。

　声を聞いたリュエが宿に飛び込んだ時にはもう逃げおおせた後だったらしく、急いで飛び出して追いかけた、と。

「今日は二人だったのが幸いしたよ……何か魔導具を使ったのか、扉が中々開かなくてね……そのおかげで魔力の痕こん跡せきを追えたのだけど」

「俺はただ建物の陰から飛び出してきたこいつを捕まえただけだよ」

　地面に横たわる男はすでに全てを諦めているのか、ピクリとも反応しない。

　こいつが何者なのか、何が目的だったのか思考を巡らせていると、先ほどの中年女性が声をかけてきた。

「お二人さん、すまないけどどちらか一人、ちょっと護衛を頼まれちゃくれないかい？　この子を連れて行ってやりたい場所があるんだがね」

「彼女もギルドへ、ですか？」

「いんや、この街で一番安全なところさね。頼まれちゃくれないかい」

　リュエと顔を見合わせて頷き合う。

「私はこいつをギルドに連れて行くから、カイくんが二人の傍についていておくれよ」

「……男の俺がか？　逆の方が良いんじゃないか？」

　そう思い二人の方に視線を向ける。

　だがこちらの気遣いは無用だったのか、被害にあった女性が「大丈夫です」と告げる。

　ならばと、俺は二人に付き従う形で護衛する事になったのだった。
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　二人に付き従い、色町を奥へと進む。

　この先はレイスさんの館や高級店が立ち並ぶ区画しかないはずだが、一体どこに向かっているのだろうか？

　そんなこちらの内心の疑問に答えるように、先導していた女性が話し始める。

「こういう時は、グランドマザーのところで保護してもらう決まりでね。あの場所は、私達が助けを求める、最後の砦のような場所なんだ」

「そう、なんですか？」

「マザーは不思議なお人さね……彼女といると、とても安心出来る反面、こっちが逆に彼女を支えたくなってしまうんだよ。みんな、マザーに触れたら心を開いてしまう。そう……ちゃんと向きあえば、本当ならあの子とだって打ち解けられるのにね……」

　先導する女性が少しだけ声色を暗くする。

『あの子』というのは、一体誰の事なのだろうか？

「……それでも、ギルドに助力を願わないのは何故です？　冒険者だって多いのに」

「言っちゃ悪いが、ここのギルドはあまり頼りにならない。それに私らがギルドの方に助けを求めるのは、ちょいとバツが悪くてね」

　聞けば、ギルド設立の際、街の裏側、色町の住人との間で衝しよう突とつがあったそうだ。

　元々街が出来上がる前から女性が集まり始めていたこの場所で、すでに周囲の信頼を集めていたレイスさんが、開発計画のトップに立つギルドの責任者と顔合わせをするのを辞退した事に端を発しているのだとか。

　……それってもしかしてオインクだったんじゃないか？

　しかし、レイスさんがそんな縄張り意識で面会を断るとは考えられない。

　顔を合わせる事が出来ないような、やむを得ない理由があったのだろうか？

　色町とギルド間の微かすかな亀き裂れつを新たに知りつつも、レイスさんの館に辿り着く。

　先導していた女性は、勝手知ったる我が家のようによどみない足取りで館の裏手へと回りこむ。

　すると、小さな裏口が見えてきた。

　彼女がその扉をノックすると、少しして扉の向こうから声がかかる。

「誰？　合言葉は？」

「その声……あんたの元同どう僚りようだよ。合言葉なんざ知らないよ」

「あら……珍しいわね、どうしたのよ」

　ゆっくりと扉が開かれ、そこから身を乗り出すようにして現れたのは──

「ええ!?　ちょっとどうしてカイヴォンさんがいるのよ、やだ、今日は非番なのに」

「おや、あんたこの人の事知ってんのかい？」

　扉から現れたのは、いつものようにばっちりメイクを決め、髪型も綺麗にセットした姿ではない、素朴な服装に身を包んだスペルさんだった。

　いや、なんかこっちの方こそすみません。凄く悪い事したような気持ちになります。

「この人うちのお得意さんなの。それより……」

　そんな緩ゆるんだ空気が、控えていた女性の姿を見た途端に引き締まる。

「ちょっと、マザーに保護してもらいたい娘がいるのよ。話、通してくれるかい？」




　館の深部。本来俺のような部外者が立ち入る事が出来ない、彼女達のプライベートスペースで、事の顚てん末まつを説明する。

　ソファーにはスペルさんとレイスさん、そして被害に遭った女性とその保護者と思われる中年女性。

　俺はそんな彼女達からやや離れた場所に立ち、万が一のために裏口を警戒しながら事の成り行きを見守っていた。

「……そう。今回のような事件はこれが初めてなの？」

「ここまであからさまなのは初めてだよマザー。けれども、ここ何ヶ月か客とのトラブルが増えていたのは事実さ」

「やっぱり、貴女のところもそうなのね……」

「というと……私以外の『ここの出身者の店』も？」

「ええ。……明日の会合で、私から掛けあってみるわ」

　話の流れから察するに、ここ最近の街への攻撃は、最終的に彼女、レイスさんへと帰き結けつするものだったようだ。

　それは街の支えである彼女を排除する事で街に深刻なダメージを与えるという目的なのか、それとも彼女自身を最初から狙っていたのか……。

「幸い、今回の会合はギルドから凄すご腕うでの冒険者が護衛としてつく事になっているわ。ふふ、母さん少しだけ強気で攻めてみるけれど、心配しないでね」

「……うちのとこの人間も、もしもの時はマザーを優先して守るように言っておくから」

「ダメよ。ちゃんと自分の身を守ってもらいなさい。忘れたの？　母さんこれでも結構強いのよ？」

　緊迫した空気をほぐすように、軽い調子で語るレイスさん。

　一見すると明らかに年下に見える彼女が、目の前の女性を諭さとすように言い含める。

　まるで、幼い娘に言って聞かせる親のように。

　その姿に違い和わ感かんと、そしてなにか得体のしれない、とてつもない強さを感じる。

　ああ──そうか。子供のためならば自ら矢面に立ち、どんな問題にも立ち向かう強さ。

　腕力や武力ではない、精神的な強さ。子供が無条件に信頼し、勝利を信じてしまうような圧倒的な安心感を与える存在。

「……母は強し、か」

　一瞬、かつて失った自分の母の姿が彼女に重なった。

　好き勝手に生き、地元を離れ満足に顔も出さずに家族との繋がりを軽けい視ししていた自分。

　そんな俺をいつも気にかけ、そして──地元に戻る決意をさせた亡き母の姿が。

　明日の護衛、持てる全ての力を出しきり務つとめる事を秘かに誓う。

　皆の母を名乗り、強く在ろうとする彼女に敬意を表すために。

　そして、一瞬でも自分の母と思ってしまった彼女への親孝行の為に──なんてな。
















　プロミスメイデンを後にし、ギルドへと戻った俺を待っていたのは、お世せ辞じにも良いとは言えない報告だった。

　リュエが連行した男が、取とり調しらべ中ちゆうに息を引き取ったというのだ。

　彼女が治ち癒ゆを施ほどこし、腕の怪我が治ったのは俺も確認していた。

　だが、彼女の手を離れた後、取調室で唐突に倒れていたというのだ。

　そしてこれはあまり関係ないかもしれないのだが、死んだ後に男の姿が変わり、ヒューマンではなく魔族だったという事が判明した。

　……レイスさんといい、その男といい、魔族である事を隠すのになにか特別な意味でもあるのだろうか？

「それで、責任を感じているんですかい、君は」

「多少、ね。思うにあの男は、今まで騒ぎを起こしていた連中とは違う、黒幕に近いところから来ていたと思うんだ。だから、うまくすれば情報を沢たく山さん引き出せたと思っていたんだけど……」

「死因は……毒かね？　即効性の高い」

「正解。よく分かったねカイくん」

「魔ま導どう具ぐや魔法の類たぐいならリュエが見落とすはずがないからな。……ところで、被害に遭った女性なんだけど──」

　彼女の気持ちを切り替えさせる為、プロミスメイデンで得た情報を共有する。

　そして明日、もしかしたら事態が大きく動くかもしれないという事も。

「じゃあカイくんは門番に戻らないで、レイスさんと一緒に建物の中に入るんだね」

「すまない、また単独行動になってしまうな」

「ふふ、だったら今度埋め合わせに……そうだ！　ラークで前に約束したよね『なんでも一つだけ言う事を聞く』って」

「げっ、忘れてなかったのかそれ」

「ふふん、煙けむに巻こうたってそうはいかないからね。後で何かお願い考えておかないと」

　悪戯いたずらを思いついた子供のような笑みを浮かべる彼女に、張り詰めていた心が和らぐ。

　無意識のうちに気負っていたのだと自覚し、まだまだ未熟だと己おのれを再認識。

　いつだって自然体でいられる目の前の彼女が、途と端たんに頼もしく感じるのだった。
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　そして、ついに会合の日。

　この会合は今年度の税率や収益の報告、なにか行事の提案から小さな問題の報告まで、多た岐きにわたる議題について論じる、まさしく街の行く末を左右する重要な催もよおしだ。

　俺とリュエは、庁ちよう舎しやで会場入りしてくる人物達を資料と照らしあわせて確認していた。

　訪れるのはいずれも、『自分こそがこの街の重じゆう鎮ちんだ』と言わんばかりの堂々とした立ち振る舞いの人物ばかりだった。

　彼らはそれぞれ一人、ないしは二人の護衛を引き連れ、次々に会場へと入っていく。

　護衛の人間は冒険者から少々荒っぽそうな風ふう貌ぼうの人間と様々なのだが、中にはリュエの姿を見てあからさまに怯おびえた表情を浮かべる人間がちらほらと。

　……なるほど、色いろ町まちでオイタをした人も混じっているのか。

　そうしてゆっくりと、着実に参加者が集まっていくのを見守る事一時間。

　日も暮れ始め、会合の始まる時間まで残すところ一時間となったその時──

「おや、貴方達が門番ですか。ご苦労様です」

　冷ややかな声と共に、あの人物が現れた。

「あ、金づるだ」

「あ、倍額絶対払うマンだ」

　タキヤが来たので二人して煽あおってみました。

　怒る気力もなかったのか、それとも他の参加者の手前事を荒立てる事が出来なかったのか、不ふ機き嫌げんそうに舌打ちをして会場へ入って行く。

　その様子を見送り、二人でハイタッチ。

　しかし、レイスさんが出席すると聞いていたから薄々勘かん付づいてはいたが、やはり色町の代表者達も出席するのか。

「おや、あんた達が門番だったのかい？　昨日のうちに教えてくれたらよかったのに」

　すると次にやってきたのは、昨日一緒にレイスさんのところへ行った女性だった。

　なるほど、確かにこの人も肝きもっ玉たま母さんのような、ある種の風格を感じる。

　となると、色町の代表者にはレイスさんの味方も何人かいると考えてもよさそうだ。

「そういえば自己紹介がまだだったね。私は『テスタ』ってんだ、今後ともご贔ひい屓きに」

「テスタちゃんだね。昨日の子は大丈夫かい？　もしひどい怪我があるなら、私が治してあげるよ？」

「テ、テスタちゃん？　あっはっは、そりゃいい。昨日の娘ならマザーのところにいる治癒術師に治療してもらったから安心しておくれ。昨日は助かったよ二人共」

「いえいえどういたしまして。どうやら皆さん予定よりだいぶ早く来ているみたいですね。もう半分以上の方が会場入りしてますよ」

「おやそうかい？　じゃあ、私も先に行ってマザーを待たせてもらおうか」

　テスタさんもまた、護衛を引き連れて会合の場へと向かって行く。

　その後ろ姿を見送ったところで、俺も準備を始める。

　まずは何気にこの大陸に入ってから初となる、あの姿に変身だ。

　服装が変わり、背中に翼が生え、そして頭とう髪はつがざわめき角が生える。

　右みぎ頰ほおを覆う仮面を確認し、最後に護衛だからという大義名分を得て、愛剣『奪だつ命めい剣けんブランディッシュ』を背負う。

「リュエ、俺はレイスさんを迎えに行ってくる。ここは任せるよ」

「うん、任された。改めて見ると本当に凄い迫力だね。これならどんなヤツだってレイスさんに手出ししようと思わないよ」

「ははは、だと良いんだけどな」




　もう何度目になるか分からないくらい通い詰めた夜の街。

　この姿を彼女に見せるのは、良いきっかけになるかもしれない。

　俺は今日、彼女に問うつもりだ。『何な故ぜ、魔族だという事を隠すのか』と。

　そこから話を聞き出す事が出来たら、彼女の中にある真実を引き出す事が出来たら。

　こんな姿だからか、それとも考えこんでいる様が傍はたから見ても分かるからか、いつもなら掛かるはずの客寄せの声が一向に掛からない。

　まぁさすがにこんな姿で夜の色町をうろついていたらねぇ？

「ちょっとそこの──魔王さ……ま？　ええと、あの」

　前言撤回。勇気あるお姉さんも中にはいた模様。

「すみません、失礼しました……」

　が、振り返った瞬間駆け足で逃げられてしまう。ふと辺りを見渡せば、皆ヒソヒソと顔を寄せ合い、こちらを遠巻きに見ているようだった。

　やめて、そんな珍ちん獣じゆうでも見るような眼まな差ざしでこっちを見るのはやめて！

　そんな羞しゆう恥ちに耐えながらも、無事にレイスさんが待つプロミスメイデンに辿たどり着く。

　今日は休業なのか、いつもなら門柱に灯っている灯りもなく、館の窓から光が漏れるという事もなかった。

　暗くら闇やみに覆われたその大きな館のシルエットに、僅わずかばかりの恐怖を感じる。

　鉄門を開き館へと辿り着いた俺は、裏に回り込めばいいのか、それとも正面扉をノックすればいいのか分からず、まずはいつものように正面のドアノッカーを打ち鳴らす。

　すると既すでに待ち構えていたのか、扉の向こうから目当ての人物の声が聞こえてきた。

「本日は休業日ですが、どちら様でしょうか？」

　やや緊張した、というよりもこちらを警戒した様子の声こわ色いろに、まずはこちらの身分をはっきりさせようと名乗りを上げる。

　ギルドからは事前に護衛担当の詳細を知らされていなかったのだろうか？

「ギルドより本日の護衛として参りました。カイヴォンです」

「まぁ！　護衛はカイヴォンさんだったのですね。今鍵かぎを開けます」

　恐らくウォード錠じようだろうか、重々しい音が大きめの鍵穴から聞こえてくる。

「おまたせしまし──」

「この姿をお見せするのは初めてでしたね。本日の護衛、全力であたらせてもらいます」

「魔族の方、だったのですね。特殊器官をここまで揃そろえている方とお会いするのは久方ぶりです」

　一瞬、彼女にまで恐がられてしまうのではと心配してしまったのだが、さすがにこの程度で取り乱すような人ではなかったようで、少しだけ表情を驚きに染めるのみだった。

「少しでも周囲への牽けん制せいになれば、と思いこの姿になったのですが、不都合があれば隠しますよ」

　すると彼女は、やや思案顔をした後に「そのままで問題ありません」と言ってくれた。

　会合が始まるまで残り三○分弱、早速二人で会場へと向かうのだった。




　二人で色町を進む。先を行く彼女の後ろに付き従うようにして進んでいくと、娼婦の皆さんからそのお客、呼び込みの従業員までもが皆頭を下げ、彼女に挨あい拶さつをする。

「凄いですね、まるで女じよ帝ていだ」

「そんな……ただここに住んで長いだけですよ」

　静かな笑みを浮かべ謙けん遜そんする彼女。

　まだ会場までは距離がある。この辺りで切り出すべきだろうか。

「……レイスさんは何故、魔族である事を隠しているのですか？」

　初めはこの街で魔族が疎うとまれていたり、迫害の対象になっていたりするのでは、とも思ったが、少なくとも、今日俺が味わったのは負の感情ではなく、ただこの威圧的な姿への好奇の眼差しだった。

　それに、今も辺りを見れば魔族の女性が元気に呼び込みを行っている。

　だからこその疑問。

　するとその瞬間、淀よどみなく歩み続けていた彼女の歩調が僅かに狂う。

「……分かるものなのですか？」

　誤ご魔ま化かそうとする意思は感じられず、彼女はただこちらに問いを返す。

「俺が特別気配に敏びん感かんなだけですよ。普通はそうそう気がつかないでしょうね」

「……そう、なのですか。……その質問の答えは、いずれお話しいたします。今は、会場へ急ぎましょうか」

「……そうですね。不ぶ躾しつけな質問、申し訳ありませんでした」

　はぐらかされたのか、それとも真にそう思ってくれたのか。

　けれども『分かるものなのですか』と聞いたあの瞬間、彼女の表情に浮かんでいたのは『焦燥』だった。そして、俺が特別敏感なだけだと答えた時に見せた『安心』の顔。

　やはり彼女は──誰かに自分の存在を知られるのを恐れている。

　だが──だったら何故彼女は、この街から離れない？　この大陸から離れない？

　再び増えてしまった疑問。だが、今は一度その疑問を思考から追いだそう。

　もう、会場が見えてきたのだから。
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「名前と身分を証明するものを提示してください」

「門番はリュエさんだったのですね。プロミスメイデンのオーナーのレイスです。こちらをどうぞ」

「護衛のカイヴォンです。ギルドカードをどうぞ」

　互いに素す性じようを知っているのだが、あくまで規則にのっとり手続きを済ませる。

　このやや間抜けなやり取りに、俺も含め三人とも小さく笑いを漏らしてしまう。

　その瞬間、なんとも表現しがたい充実感と安心感、そして……どこか懐なつかしい感覚が胸中に訪れる。

　それは俺以外の二人も同じだったのか、それぞれ惚ほうけたような表情を浮かべていた。

「……おっとと、レイスさんで最後だよ。さっきブッくんも到着したところさ」

「そうでしたか。今回も私は最後だったみたいですね」

「レイスさんは時間ピッタリだし問題ないと思うよ」

　不思議な感覚を振り払うように、リュエが道を開ける。

　そして、いよいよ会合の会場へ足を踏み入れるのだった。




　庁舎の中は、一般的な役所に会議室を備え付けただけの簡単な作りになっていた。

　ギルドに依頼を出すまでもないちょっとした問い合わせや、領主であるブックさんに意見書や嘆たん願がん書しよを出す為の部署だ。

　この庁舎のすぐ傍には貴き賓ひん館かんも建てられており、視察に来たブックさんを始め、他の貴賓客が過ごすための宿泊施設になっている。

　二階へと進み、その最深にある会議室へ向かう。

　今日のレイスさんは、夜の営業と同じように一片の隙すきもない、完全にドレスアップした姿だ。さしずめ、これが彼女の戦いくさ装しよう束ぞくなのだろう。

　そしてその大きな扉の前で、彼女が大きく深呼吸をし、そして──

「レイスです。遅れてしまい申し訳ありません」

　キリリと引き締まった凜り々りしい声で名乗りを上げ、扉を開くのだった。

　部屋の中は薄暗く、そして中央には大きな長方形のテーブルが設置されている。

　それを囲むように老ろう若にやく男なん女によ、様々な顔ぶれの人間が席に着き、一斉にこちらへと振り向いた。

　それぞれの背後には、俺同様武装した人間が不動を貫き、いずれも何かあればすぐに対応出来るよう、張り詰めた気配を身に纏まとっている。

　そんなある種殺さつ伐ばつとした空気を払ふつ拭しよくするように、ある人物が立ち上がった。

「これはこれはマザー！　いやいや、私も先ほど来たところですぞ！」

　声を上げたのは、視察から戻ってきたであろうブックさん。

「そうでさぁ。俺らは普段互いのツラなんて見ねぇからな、こういう時でなきゃ」

　そして続く、どう見ても堅かた気ぎの人間ではないと分かる、絵に描いたような海かい賊ぞく風の男。

　顔ぶれを見れば、荒々しい風貌の人間と、キチッとした服に身を包んだ人間とが半々といった割合だ。

　恐らくそれぞれ、表側の代表と色町の代表なのだろう。

　そう考えると、裏の人間でありながら、キッチリとした衣装に身を包むタキヤの異質さが際立って見える。

　彼の背後には見覚えのある男。以前リュエに木剣で伸のされた男が立っていた。

　挨拶もそこそこにレイスさんは、唯ゆい一いつ空いている窓辺に用意された上かみ座ざへと向かう。

　窓を遮さえぎるように彼女の後ろに立つと、全員の顔をよく見る事が出来た。

　皆、彼女に気を取られて、一緒に部屋に入った俺に気がついていなかったのだろう。

　ここに来てようやく一同がこちらの存在に気が付き、一瞬だけ瞳を驚きよう愕がくに見開いた。

　中でも、ギルドの制服に身を包んだ男性、ここのギルドの長ちようだろうか？　彼に至っては泣き出しそうな顔をしている始末だ。

　……オインク、もう何度目になるかわからないが……本当になんて通つう達たつしたんだよ。

「さて、全員揃いましたな！　ではこれよりウィングレスト定例会議を開催しますぞ」

「なんでテメェが仕切るんだブック。上座に座ってるのが誰なのか見えねぇのか」

　はい、開始早々迫力のある男性からの声が。やはり一癖も二癖もある方々のようです。

　いきなり突っ込まれて狼狽うろたえるブックさんと、叫んだ人間を睨みつける彼の護衛。

　その時、目の前にいる俺の依頼主がピシャリと声を張り上げた。

「口を慎つつしみなさい。私達の住む街を作ってくださった方になんという口の利き方ですか」

「……すまねぇ」

「自分から上座を選べなかった私が不ふ甲が斐いないだけですぞ。やはり、どうしてもこちらの席はマザーに譲ゆずりたくなってしまうのです」

「ブック様は、もう少し自分に自信を持ってください。貴方が私達の為にどれだけ身を粉にしてくださっているか、本当はここにいるみんなが分かっているのですから」

　すると全員、ばつが悪そうにしながらブックさんに会え釈しやくをする。

　……ああもう、かっこいいなこの人。

　ブックさんが少し照れながら咳払いをして仕切りなおすように話す。

「で、では改めまして始めさせて頂きます。順番にそれぞれの報告からお願いしますぞ」




　こうして会議は始まった。

　今回集まったのは、街のギルド長と領主であるブックさん、そして食料品や農作物の物流をつかさどる各商会の会長と、地元の代表として参加している農家の男性。

　そして、裏の代表として色町の各派は閥ばつの代表が四名に、色町とは切っても切り離せない関係にある医者もとい治療術師の代表と、何に使うのかは分からないが、魔導具の開発を行っている技ぎ師し。

　そして最後にレイスさんという、表裏合わせて一三名の人間だ。

　彼らはそれぞれ自分の受け持つ分野の報告をし、それに対して各自意見や、時には反論をし、ブックさんが速記で要点をまとめている。

　ふむ、やはり領主としては不満点を全て押さえておきたいのだろうか。

「さて、一通り報告が済んだようですが、どうやら皆さんもお気づきの様子。今年は気温の上昇が早く収穫も多く得られそうなので、今回は農家の方々に少しだけ、こちらから融ゆう資しと人員を手配させていただきますぞ」

「ちょっと待て、だったら俺らの方はどうなる？　去年は作物が育たねぇっつって連中を優ゆう遇ぐうしてただろうが。こっちも店が増えて手狭になってんだ、工事費が足らねぇ」

「安心してください。実りが増えた分、今年の税は例年より抑える事が出来そうですぞ。この件は既に中央議会にも認証を得ているので、しっかり皆さんも恩おん恵けいに与あずかれるわけですぞ。恐らくかなりの額が浮きそうですからな、そちらにも回しましょう」

「……そういう事なら俺の方からも暇そうなやつを送ってやる」

「ほう、ならば儂わしはハウス栽培用の魔導具の開発を緩ゆるめても問題ないのかね？」

「いえ、引き続き魔導具による暖気を維持する機き構こうの効率化を──」

　最初の自信のなさなんてなんのその。ブックさんは立派に進行役を務つとめている。

　そうしてある程度今年度の方針が固まってきたところで、静かに成り行きを見守ってきたレイスさんが口を開いた。

　その瞬間、全員が口を閉じ、静かに彼女へと向き直る。

「では、次に私から。ここ半年程、色町周辺でトラブルが相次いでいる事は、皆さん既に知っていますよね？」

「ああ、知ってるぜ。それでうちの連中も色めき立っちまってな……悪いとは思ってる」

「でもあれだな、最近はおっかねぇ姉ちゃんが来てくれたおかげで全員大人しくなっちまった。今日もここの外に立ってたろ？　ありゃかなりの上玉だぜ」

「うちの若い連中がなんとかモノに出来ないか声をかけたんだがよ、その瞬間全員ギルド送りにされちまった。ありゃ相当お堅かたいぜ」

　その話題が出た瞬間、色町の代表達が口々にリュエについて語り出す。

　それとそこの二人、顔覚えたからな。

「ちょっとおよしよ！　あの人のおかげでこっちは色々助かってんだ。ギルド長、今回ばかりはあんたに礼を言わなければならないね。本当に、いい人を送ってくれたよ」

　テスタさんが二人を諫いさめ、未だおどおどしているギルド長に礼を述べた。

「ああいえ……あの方はまぁ……ねぇ？」

「ふふふ、まぁ彼女がいる間は問題も少なくなるでしょうな」

　リュエの立場を知るブックさんとギルド長が、訳知り顔で言葉を濁にごす。

　そんな少しだけ緩んだ空気の中、一人表情を油断なく引き締め、こちらを試すような視線を向けている男がいた──そう、タキヤだ。

「話を戻します。現在、被害に遭った店から情報を集めた結果ですが──どうやら、ターゲットは私の館出身の人間が係わる店のようでした」

　厳しい表情で、レイスさんが告げる。

「それは間違いないね。昨日私んとこの娘が一人、酷ひどい暴力を受けたんだ。それだけじゃない、ここ最近のいざこざは皆、マザーに賛さん同どうしている店で頻ひん発ぱつしてる」

「……そういや、うちの連中がよく絡まれてたのは……」

　皆、思い当たる節があるのかレイスさんの言葉に賛同の色を示す。

　そして、彼女はきっぱりと言った。

「ここ最近、随ずい分ぶんと強引な手法で客を取るお店が増えてきましたね。他店への妨ぼう害がい行為は禁止しているはずにも拘かかわらず。そして……そんな新規参入してきた人間を受け入れ傘さん下かに収めているのは──貴方でしたよね、タキヤ」

　その瞬間、ただ背後に立っているだけにも拘らず、猛烈な恐怖を感じた。

　それは紛まぎれもない怒りの感情。そしてそれを向けられたタキヤはと言うと──

「ええ、外部から参入したいという方がいたので、私の傘下に加えましたがなにか？」

　飄ひよう々ひようと、受け流すようにしてそう返してみせた。

　だが、かすかに彼の手が震えているのが見て取れる。

　そして、妙に視線が泳ぎ、時折こちらへと向けられている事が分かった。

　……妙だな。レイスさんではなく、俺の様子を窺うかがうのはどうしてだ？

「『なにか？』じゃないよ！　あんた、どういうつもりだい？　マザーに恨みでもあんのかい!?　ちゃんとこの街の流りゆう儀ぎってのを教育してやんな！」

「流儀？　そもそもそんなものを街の規則のように扱おうとする事が疑問ですね」

　周りへの反発か、それとも純粋にこの街のあり方に一石を投じようとしているのか。

　周囲の声も次第に大きくなり、それが各自の護衛にまで波は及きゆうしようとした時──

「そうですね、私も自分の流儀を色町の総意とするつもりはありません。ですが──」

　再び彼女が口を開く。すると、またしても全員が口を噤つぐみ、静まり返る。

　いったん言葉を区切った彼女の背中が、一回り大きくなったような印象を抱く。

　それは、まるでこれから子供をしかる親のような、自然とこちらの背筋が伸びてしまうような雰囲気だった。

「周りの人間と歩調を合わせ迷惑を掛けないようにするのは人としての常識です。そしてなによりも、どんなサービスを提供しようが私達の仕事の根底にあるのは『奉ほう仕し』。それを乱し、周囲に迷惑をかける『子』を諫めないのはもはや『親』ではありません！」

　一息に彼女は言う。強く、強く耳に、心に突き刺さるような怒りと共に。

「私の娘達や巣立っていった子供達への過度の勧誘も行っていると聞いています。タキヤ、貴方が自分の親としての責せき務むも果たさず、私の身内に害をなすと言うのなら『赤の他人』として、それなりの対応をしなくてはなりません。ねぇ、そう思うでしょう？」

　するとここに来て、レイスさんは後ろを振り返り同意を求めてきた。

　……やられた。俺をただの護衛ではなく、完全に自分の陣営の人間だと周囲に印象付けるつもりなのだ。

　たしかに、この姿の俺が彼女の背後に付いていると知らしめる事ができれば、一定の抑止力となるだろう。

　先ほどまではいつもの姿で門番をしていた。だが、それを今の姿とすぐに結びつける事は難しいだろう。

　だが、一度俺がレイスさん側の人間だと印象付けられれば、必ず皆はこちらの出自を探るはず。

　そうなれば、俺とリュエが繋がっている事にも辿り着くだろう。

　そしてリュエは既に、色町でその存在が広まっている。そんな彼女までもがレイスさんの側についたとなれば……。

　つまり彼女は『俺に声をかける』というワンアクションだけで、タキヤを完全に追い詰めようとしているのだ。

『利用される』なんていつもの俺なら許さないだろう。だが、不ふ快かいではない。

　俺はすでに、彼女の為に全ての力を出し切ると決めているのだから。

　だからこそ、俺は気合いを入れ『テラーボイス』を発動させる。

　相手の恐怖心を刺激する声とともに、さらなる威い嚇かくの為に魔術を発動させる。

　両の腕に、温度を伴わない黒い炎を灯す。

「ああ、そうだとも。マザーがもしも望むなら、私はその全ての障しよう害がいを打倒してみせよう。そしてもし、マザーの身になにかあれば、私はその原因である全ての存在を──」

　盛大に、盛大に演じよう。

　この姿に見合う、傲ごう慢まんで不ふ遜そんで、そして圧倒的な力を振るう魔王然とした人格を。

「全ての存在を許さず、破滅へと追い込んでみせよう」

　両の炎を滾たぎらせて、大きく振りかぶり四散させる。












　タキヤだけではなく、この場にいる全ての人間への威嚇を込めて、最後に全体を見回すようにしてにらみを利かす。

　全員が、その護衛までもが震えあがり一歩下がる。それに満足し息を吐き出すと──

「カイヴォンさん、少し驚かせすぎです。ふふ、大丈夫。この人は本来心優しい方ですからね。ただ──少しブレーキが利かないところがあるみたいなので……ね？」

　どうやらやり過ぎたみたいでした。すみません。

「くれぐれも肝きもに銘じておきます。どうやらマザーの勢力を軽視していたようですね」

　静まり返っていた一同の中から最初に声を上げたのは、こちらと真正面から対たい峙じする形になっていたタキヤだった。

　顔に冷や汗を浮かべ、手の震えが大きくなっているにも拘らずまだ立ち上がろうとするこの男。

　……その根性と、どこか見え隠れする信念のようなものに、少しだけ評価を上げる。

　そうだ、思えばこれは会合。皆が意見をぶつけあうのが当然だ。

　そしてそれは、会合の前半で頻ひん繁ぱんに繰り返されていた事。

　だが、レイスさんが口を開いた瞬間には皆口を噤み、大人しく聞き入っていたのだ。

　ほんの少しだけ、その光景が歪いびつに感じた。それが何故なのかは分からないが……。

「勢力だなんて。ただ、協力をお願いしただけです。これも人との繋がりを大切にした結果。そんな事、貴方も分かっているのでしょう？　それに『本当は』こんな事、したくはないのでしょう？」

「……なんの事やら。私は少々野心家なだけですよ」

　最後にそう告げ、また再びチラリとこちらに目を向けたタキヤが、今度こそ懲りたのか、心なしか背筋を丸めて黙り込むのだった。
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　会合は一先ず終わりを迎え、それぞれが会議室から去っていく。

　最後に残ったのは、俺とレイスさんの二人だけだった。

　薄暗い部屋の中、席についたまま黙り込んでいた彼女が、ぽつりと言葉を漏らす。

「……申し訳ありませんでした……利用するような真似をして……」

「レイスさん……？」

　震える声でつぶやいた彼女の背中が、ひどく、小さく見えた。

　先ほどの会合で、鉄の意志でタキヤに向かった姿がまるで噓うそのように感じてしまう。小さく、か弱く見える彼女の後ろ姿に、胸を締め付けられる。

　……罪悪感を、抱いてしまっているのだろうか。

「俺は、嬉うれしかったです。この姿はやはり恐れられる事も多いんです。けれども貴女は受け入れ、そして見事に活用してみせた。俺は最初から今日、貴女に協力する為だけにこの姿になる事を決めていたんです。貴女が気に病やむ必要なんてないんですよ」

　この背中に触れる事は、俺には出来ない。

　だから声をかける。優しく、撫なでるように。慰なぐさめるように。

「……罪滅ぼしに使うようで、卑ひ怯きようだとは思いますが……会合の前の質問に、お答えします。明日、もしも都合がよろしければ館にいらしてください。先日の件で、少々休業する事にしましたので」

「……いいんですか？」

　ついに、来たのだろうか。

　以前ブックさんに彼女について尋ねた時『彼女について知りたいのなら、時間をかけて』と返された事があった。

　まだ、そこまでの時を捧げた訳ではないが、それでも、彼女について知る時が、その心に僅かでも触れる時が、来たのだろうか？

「……そろそろ戻りましょう。館までの護衛、お願い致しますね」

「はい。行きましょうか」




　既に門番の仕事を終えたのか、リュエが所在なげに外に立っていた。

　こちらの姿を確認するや否や、嬉しそうに駆け寄ってくるのだが……。

「レイスさん、どうしたんだい？」

「はい？　どうかなさいましたかリュエさん」

「元気ないね、なにか嫌な事でもあったのかい？」

　心配そうな表情を浮かべながら、リュエがレイスさんの傍そばへ向かう。

「え……そうでしたか？　大丈夫ですよ、嫌な事なんてありません」

「そっか。なにか困った事があったら言っておくれよ。こう見えても私は長生きだからね、いわばお姉さんだから」

「ふふ、では困った事があれば頼りにさせてもらいますね、お姉さん」

「ふふふ、任せておくれ」

　それだけ言うと、リュエは全員が庁舎を無事に出た事を報告しなければならないからと、元気よく走り去って行った。

　それを見送りながら、彼女は静かにこう言った。

「素敵な方ですね、リュエさんは」

「ええ、自慢の相あい棒ぼうです」

　それから、特に言葉を交わす事もなく、静かに彼女を館まで送り届けたのだった。




　宿に戻ると、リュエがすぐに出迎えてくれた。

　俺は今日の顚てん末まつを教えるために、彼女を部屋に呼び寄せる。

　だが、やって来た彼女の表情はどこか暗く、なにか思い悩んでいるようだった。

「どうしたんだ？　今度は自分が悩んでるような顔をして」

「さっき、レイスさんと話していて気が付いた事があるんだ」

「気が付いた事……？」

「カイくん。あの人、ここにいない」

「は？　それって一体」

「違う、なんて言ったらいいんだろう……凄すごく遠いんだ。距離があるっていうのかな」

　……それはもしかして、心の距離の話なのだろうか。確かに、どこか近寄りがたいような、頑かたくなに一線を越えさせないように守りを固めているような印象が彼女にはある。

「……私と似ているんだ。うん、そうだ。あれはカイくんと森の中で暮らしていた頃の私と、すごく似ているんだ」

　そう言われて、ようやく彼女の言葉が腑ふに落ちる。

　あの森の中で暮らした一年は、本当に幸せで楽しい毎日だった。

　だが、確かに彼女が言う通り、俺はリュエに少しだけ距離を感じていた。

　いや……リュエがこちらに最後の一歩を踏みこませないようにしていたのだ。

　それは『やがて訪れる別れに自分が耐えられるように』という防衛本能だったのかもしれない。

　あの場所に囚われ、森を去る俺について行く事が出来ないと思っていたが故の、最後の壁。

　それを彼女、レイスさんの心からも感じたのかもしれない。

「けれどもおかしくないか？　レイスさんは別にこの街に縛り付けられているわけでもなければ、行動を制限されている訳でもない」

「でも、彼女は今攻撃を受けている。それなのにこの場所から動こうとしない」

「ああ……確かにそうだ。それに彼女は、この大陸から出た事がないとも言っていた」

　矛盾を孕はらんでいる、レイスさんの行動は。

　だが、どうやら彼女の行動を理解出来ないのは俺だけだったようだ。

　リュエはただ、頭を悩ませている俺を見つめがら優しい笑みを浮かべている。

　まるで、解けない問題に頭を捻ひねる子供を見守るように。

「ねぇ、カイくん。私はね、君に救われた」

　唐突に彼女は語り始める。

「何百年も一人で過ごすよりも、いつか君がいなくなってしまう事を恐れて暮らす一年間の方が、私にはよっぽど恐かったんだ」

「すまなかった。あの時は気が付いてあげられなくて」

「ううん、謝らないで。私だって隠していたんだし、結果として私は救われて、呪じゆ縛ばくから解き放たれたんだから」

　……どうしたというのだろうか。突然改まって。

　これは、ヒントなのだろうか？

　彼女は自分とレイスさんは似ていると言っていた。つまり、やはりレイスさんもなんらかの呪縛に囚われていると言いたいのだろうか？

「カイくん。呪縛っていうのは、破る事が出来ない束縛っていう意味なんだ。束縛は、なにも物理的、魔術的なものばかりじゃないんだ」

「……まさか」

　ようやく、彼女がなにを言いたかったのか理解する。

　ああ──ああそうか、そういう事だったのか。

　答えは最初からしめされていたのだ。

　何度も目にし、何度も口にしたではないか。

「どうやら気が付いたみたいだね。そう、つまり──」




「誰かを待っているんだよ。きっと自分でも分からない、けれども自分を呪縛から解放してくれる、迎えに来てくれる誰かを」




　彼女はそう、確信を持って告げた。

　きっと、それは正解なのだろう。

　何故なら、彼女は自分の館に『プロミスメイデン約束の乙女』、そう、名付けているのだから。
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　翌朝。

　レイスさんの抱えている『なにか』にようやく触れられると気負っていたのか、いつもよりだいぶ早く目が覚めてしまう。

　ならば丁度いいと、俺は昨日の会合で少しだけ気になった事を確認するため、静かに宿を後にするのだった。




　本当に些さ細さいな事。神経質過ぎると言われてしまいそうな、ほんの僅かな違い和わ感かん。

　普段、ここまで細かい事を気にする性質ではないのだが、今日は特別だ。

　なにか大きな事が起きる時は、出来るだけ万ばん全ぜんを期きしておきたいという、小心者めいた気持ち。

　今日という日をなんの憂うれいもなく過ごすために、昨日の庁舎へとやって来たのだった。

　ここはギルド管かん轄かつの施設ではないのだが、幸さいわい『領主と同待遇』という保証がされていた為、止められる事なく先日の会議室への入室許可を得る事が出来た。

　照明をつけてもやはり薄暗い室内。そんな中、唯一自然光が差し込む窓へと向かう。

　ここは、昨日レイスさんが座っていた席のすぐ後ろだ。

　そして、俺が立っていた場所でもある。

『こちらの席はマザーに譲りたくなってしまう』。あの時、ブックさんはそう言った。

　つまりこの席にレイスさんが座るのは、暗あん黙もくの了解だったというわけだ。

　そしてギルド職員から聞いた『彼女の護衛が務まる冒険者は稀まれ』という情報。

　この事から、彼女は普段護衛をつけていないと考えていいだろう。

「……タキヤは何故、俺に何度も視線を向けていたのか」

　もしもあいつが気にしていたのが俺ではなく、そのさらに後ろ──この窓だとしたら。

　自分の直感を頼りに、彼女が掛けていた席に着いて窓を振り返る。

　すると、丁度窓の向こうに、別な建物の窓が見えたのだった。

　一直線に点と点を結ぶように、向こうからこちらに何かが飛ひ来らいする。

　そんな光景を脳のう裏りに描く。

「……もしも本当にそうだとしたら……許さないからな」

　静かに会議室を後にし、窓の向こうを確かめるために建物へと足を運ぶのだった。




　結局、建物の正体は、資材を一時的に保管する倉庫のようなものだった。

　そしてその持ち主なのだが、やはり予想通りタキヤだった。

　瞬間的に腸はらわたが煮えくりかえりそうになるが、同時にこうも思う。

『なぜ、自分の母ともいえるような人物にそこまでするのか』と。

　彼女は言った。『本当はこんな事したくはないのでしょう？』と。

　もしかしたら、彼女はすでにタキヤの背後に誰がいるのか気が付いてる？

　なんにせよ、本人に直接聞いてみる必要がありそうだ。

　幸い、タキヤの事務所がどこにあるかはギルドに聞けばすぐ分かるのだから。




　タキヤの事務所へ向かうと、さすがに四大勢力の一角を担っているだけはあり、厳げん重じゆうとまではいかないがしっかりと見張りが入り口を守っていた。

　以前、エンドレシアで正面から商会に殴りこみを行ったが、今回はそうもいかない。

　秘密裏に、誰にも気づかれずに内部へと入り込む必要がある。

　あわよくば、タキヤが誰と繋がっているかの情報の入手。

　そしてもし本当にレイスさんを……殺すつもりだったのなら、二度とそんな間違いを犯さないように俺が先に──。

　事務所の裏手に回り込み、物陰に隠れてから剣を装備し、ここ最近めっきり出番のなくなってしまったアビリティ切り替えを行う。

　なにか潜入に向いている効果を持つものがないか探り、そして完成したのがこちら。




【ウェポンアビリティ】

　［以心伝心］

　［五感強化］

　［ソナー］

　［気配察知］

　［アビリティ効果２倍］




　さて、これで何が出来るのか？　その答えはこちら。

『ちょっと裏手の方を見てきてくれないか』

「あ？　誰だ？　おい、どこだよ」

　手初めに見張りの人間に、何気なく話しかけるように［以心伝心］を使い声をかける。

　頭の中にいきなり声が聞こえるなんて普通は思わない。

　相手は恐らく建物内から指示されたと勘かん違ちがいしてしまうだろう。

　そうして、誰もいなくなった正面門から堂々と中へ入る──わけにもいかないんです。

　建物の傍へ寄り、［ソナー］を使って内部の様子をおおまかにだが調べる。

　屋外ではあまり効果を発はつ揮きしてくれないのだが、目の前に建物の壁があるおかげで内部の様子をおぼろげにだが示してくれる。

　それによると、やはり内部にも数人、警備と思われる人間の反応があった。

　今度はすかさず、肉声で建物内に声をかける。

「おい、ちょっと建物の裏に集まってくれ！」

　はいまた隠れる。

　すると何事かと様子を見にきた人間が、見張りの男がいない事に気が付き、他の人間を伴ともなって建物の裏へとぞろぞろ向かって行った。

「……ここまでチョロすぎると逆に不安になってくるんですが」

　まぁ毎度毎度懲こりもせずリュエさんにぶん殴られてるような連中だしね、仕方ない。

　室内に入り、改めて［ソナー］を発動させ内部の正確なマップを表示させる。

　どうやら今外に向かった人間の他、二階に数名、そして最上階に二人の反応があった。

　やはり最上階かね？　タキヤがいるのは。

［五感強化］で周囲の動きに注意を向けながら、ゆっくりと最上階へ向かうのだった。




「──で、結局お前は何故、あの時射うとうとしなかったんだ。目的は『威嚇と警けい告こく』。たとえマザーに届かずとも、護衛の人間に傷を負わせれば十分だった」

　どうも、扉の前からこんにちは。

　現在『壁に耳あり』を地で行く状態のぼんぼんです。いやこれは扉なんですけどね。

　しかし予想通りタキヤがいたのはいいが、まさか昨日実際にこちらを狙っていた狙撃手までいるとは、運が良いというかなんというか。

　だが話を聞くに、タキヤは直接レイスさんの命を狙っていたわけではなかったようだ。

　しかし、そうなると本人も言っているように、俺に対して攻撃を仕掛けても威嚇にはなっていたはずだ。

　すると、その狙撃手本人の口からその理由が語られ始めたのだった。

「確かに俺は『閣かつ下か』に送り込まれた人間だ。だが、ギルドの職員及び、俺のような一部の幹かん部ぶにだけ知らされているある情報がある」

「……なんだと？」

「恐らく、俺は目的を果たせなかった以上、あの街に戻り次第消されるだろう。だが、このまま逃げに徹する事が出来ればまだ目はある」

「私の前で平然とそれを口にするか。白銀持ちとやらは余程腕に自信があるようだな」

「悪いが事実だ。この事務所にいる人間が束になろうが、俺が負ける事はありえない。だが──あの男、あの男だけは別格だ。挑んでいい相手ではないと聞かされている」

　あの、本当にだからあの、オインクさんは俺の事どんな風に通達したの？

　いよいよそれを聞ける時が来ちゃったの？　耳を澄すまし、一言一句聞き逃すまいとさらに耳を扉に密着させる。

「……ギルドの総そう帥すいは知っているな？」

「『救国の聖女』か。知っている」

　なに、そのカッコいい二つ名。

「あの方が『私でも一分と持たない次元の実力者です』と全ギルドに通達した。事実、あのエンドレシアのパワーバランスを一晩で書き換えたそうだ。曰いわく、単身で国を文字通り落とす事が出来る、と。悪い事は言わない、まだ引き返せるうちに手を引け。閣下に逆らうのも恐ろしいが、そんな相手に単独で牙を剝むくのも割に合わん」

　やだ、なにそれかっこいい。そんな凄い人がいるなら俺是ぜ非ひ会ってみたいよ。

　……俺ですって、それ。なんか勝手に歩く対国兵器みたいな扱いされてるんだけど。

　そりゃみんな震えますわ。歩く核かく弾だん頭とうじゃねーか。

「なにを馬鹿な……そんな事あるわけが……私は既に約束を……」

「あんたはあの姿を近くで見たのだろう。正直、遠くから見ていただけで薄ら寒いものを感じた。俺としては、このままあんたと他国に逃げるのがベストだと考えるが」

「本当に、そこまでの、全ギルドに通達される程の人間ならば……私は……」

　タキヤの困惑の声を聞きながら、俺はその真意、奥に潜む心の声に耳を澄ます。

［アビリティ効果２倍］の効果はアビリティに含まれている数字を倍にするというもの。

　そして今俺は［五感強化］をセットしている。そう『五』だ。

　どんな屁へ理り屈くつなのか、この漢数字にすら反映されてしまっている。

　つまり、人間の五感以上のものを感じ取る事が出来てしまう。

　例えばそれは、本来備わっていない磁じ気き感覚であったり、自分の身体の内面を分ぶん析せき出来る内臓感覚であったり、そして──

（私にも、意地がある。どんな気持ちでマザーに牙を剝いたか……こうなれば私自らが……奪われるくらいならば……私が……）

　頭に聞こえてくるのは、タキヤの心の声。

　これは［五感強化］と［アビリティ効果２倍］の影響で生まれた効果の中でも、とりわけ危険なもの。『第六感』。

　相手の思考が読めてしまう……そんなもの、最悪人間社会で生きる事が出来なくなってしまう程恐ろしいものだ。

　恐らく今後、これを使う事はないだろう。あまりにもこれは危険過ぎる。

　すぐさま解除し、一息ついて情報をまとめる。

　まず『閣下』と呼ばれる人間から人材を派遣されている。

　そしてその目的は色町の治安を乱し、レイスさんにプレッシャーをかける事。

　最近はその効果も薄れ、とうとう直接的な警告を行おうとしていた事。

　やはりタキヤは、何者かの指示に従って動いていたようだ。

　しかし『閣下』か。その相手はそこまでの地位を持っているのだろうか。

　そしてタキヤの心の声、『奪われるくらいならば』という言葉。

　これは、どういう意味だ？　その閣下という人間がレイスさんを奪うつもりだとでもいうのだろうか？　そして──追い詰められたタキヤが、自分の手でなにかをしようとでもいうのだろうか？

「……釘、刺して置いた方がいいだろうな」

　警告文を送りつけてやろうと、俺は久しぶりにメニュー画面からメールの項目を開く。

　このメール機能、画面から直接文字を打ち込む事も出来るのだが──

「ほいっと」

　手元に現れるレターセット。そう、このようにアイテム化させる事も可能なのだ。

　ゲーム時代『手書きの温かさを』なんて無む駄だなこだわりを発揮して実装された機能なのだが、実際にこの機能を使っている人間なんて俺は見た事がない。

　マウスなりペンタブなりで書き込んだ後に送信を押すと『送信完了』の文字が現れるのだが、現物が手元に残るという謎なぞ仕様。

　いや、ちゃんと相手に手書きの文面が送信されるんですけどね？

　今回はその飛び出した白紙に直接文字を書き、こっそりと扉の隙間に差し込んでやる。

　人は、自分が思っている事やこれからしようとしている事を言い当てられると、酷く狼狽える。

　自分の頭の中という、不ふ可か侵しんの領域を侵された時、どう対処すればいいのか、どう防げばいいのか分からないからだ。

　これで恐らく、タキヤの行動をある程度遅らせる事が出来る。そしてその間に、レイスさんの抱えている問題を知る事が出来れば──

「メール機能……か」

　このメール機能をもしも今も使う事が出来ていたら。

　今回の騒動の詳細をオインクに相談する事も、そして今も遠く離れた地で生きているシュンやダリアに連絡を入れる事も出来るというのに。

　恐らく、メールを送信してもそれを一時的に受け取るはずのサーバーが存在しないから機能しないのだろう。

　ダメ元でメールリストの更新を試こころみても、やはり通信中のマークが延々と回り続けるだけでなんの変化もしない。

　なんだろう、この言いようのない敗北感と孤独感は。

「ま、そろそろお暇いとましますかね。みんなも動き出す時間だ」

　タキヤのところも一応は商会だ。仕入れの商人達が訪れて騒がしくなる前に、そそくさと館を抜け出すのだった。




　夕刻。

　リュエは今日も色町の警備へと向かっていった。

　どうやら彼女も俺と似たようなところがあるのか『大事な日だからね、今日はレイスさんのお店の近くを重点的に警備するよ』と言っていた。

　それがなんだかおかしくて、けれどもそれが嬉しくて。

「いつもの格好でいいよな。魔王様は本日休業です」

　普段着のまま宿を出て、街中を見回しながら色町へ向かう。

　今日も夕焼けに照らされる人々が、楽しそうに、どこか浮かれた様子で往おう来らいを行く。

　そんな中を、一歩一歩足に力を入れて進む。

　珍しい事に、今日は誰もこちらに声をかけようとしていない。

　そこまで今の自分は、思い詰めているように見えるのだろうか？

　いよいよ通りの喧けん騒そうが静まる頃。ついに辿り着いた彼女の館。

　難なん攻こう不ふ落らくの砦とりでを思わせるその門をゆっくりと開き、正面の扉へと向かうのだった。




「こんばんは。どなたかいらっしゃいませんか？」

　ドアノッカーを静かに鳴らすと、ゆっくりと扉が開かれた。

　その向こうには、どこか神しん妙みような表情を浮かべたスペルさんが待ち構えていた。

「……ようこそいらっしゃいました」

　こちらの姿を確認した彼女の表情が、少しだけ悲しそうに歪む。

「本日は、レイスさんに招待されて来ました」

「はい。伺うかがっております」

　館に足を踏み入れる。

　いつもならきらびやかなシャンデリアが美しい真しん紅くのカーペットを照らしだし、どこか浮世離れした世界へと連れて行ってくれるこの館。

　だが今は全ての照明が落とされ、ただ静せい寂じやくと暗闇が広がるのみ。

　それがまるで、これまでここで過ごした一時はただの淡い幻まぼろしだと告げられたようで、ほんの僅かに胸に痛みがはしった。

「カイヴォンさん……マザーは、奥におられます」

「彼女の私室ですか？」

「はい。二階の、一番奥の部屋。ですが──そうではないのです」

　悲しげにつぶやく彼女。

「私は、エルフです。誰よりも、マザーと長い時間を過ごしてきました……」

　そして彼女は語る。それは、誰よりも傍で見続けてきた、本当の母の姿。

「マザーは、ずっと奥にいます。館ではなく、心の奥に。かつてマザーを手に入れようと、傍に置こうとした男性は数多くいました。ですが、その誰もがマザーの心の奥底、私も知らないその深しん淵えんを照らし出す事が出来なかったのです」

　誰よりも長く共に過ごした彼女すら、知り得ないレイスさんの奥底。

「カイヴォンさん……どうか、マザーをお願いします」

　彼女はレイスさんの私室へと続く道をこちらに示し、そして去っていった。

　……恐らく、この場所まで辿り着いた人間は過去にもいたのだろう。

　それはもしかしたらブックさんだったのかもしれないし、はたまた他の人間だったのかもしれない。

　だが、それでもなお彼女はこの場所にいる。

　俺は彼女の心を表しているかのような、暗い、そして長い廊ろう下かの先にある扉の前で一人気合いを入れなおす。

　そして、静かに扉を叩いたのだった。
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　ノックをすると、すぐに扉は開いた。

　出迎えるのは、いつものようなドレスではなく、大人しめのナイトドレスを纏う彼女。

　彼女の部屋は客室と違い、必要最低限の家財道具が置かれているだけだった。

　小さな文机と、ベッドとクローゼット。そして、彼女の戦いに必要なドレッサー。

　彼女はこちらに一つしかない椅子を勧すすめ、自分はベッドに腰掛けた。

「ようこそいらっしゃいました。ふふ、なにもない部屋ですみません。……まずは軽くお酒でも、と思っていたのですが……なにから答えましょうか？」

　こちらの切せつ羽ぱ詰つまったような、どこか急いている気持ちが伝わったのか、彼女は用意していたと思われるボトルを静かに机に置き直した。

　優しげに微笑みながら、少しだけ首をかしげるその姿から伝わってくるのは、どこか諦めのような、観かん念ねんしたかのような弱々しい雰囲気。

　……違う、こんな顔をさせたい訳じゃない。

「まず、何故魔族である事を隠しているのか、それを教えてくれませんか？」

「実はそう大した理由があるわけではないんです。実は私、不老なんです」

「それは薄々勘かん付づいていました。貴女は見た目が若すぎますから」

「ふふ、そうですよね。こんな姿ですが、この大陸にやって来たのは五○年程前なんですよ？　気がついたらこの大陸にいたんです」

　……五○年前。それは、普通に考えれば十分に長い時間だ。

「魔族である事を隠している理由ですが、それは昔の私を知る人間から隠れる為です。長く生きていると、色々としがらみも増えてしまいますので」

「……そして、誰かから逃げ続けているんですよね」

　それを告げる。

　今回の騒動と、相手の目的と、彼女が正体を隠しているという事実。

　それを鑑かんがみれば、容易に想像出来る彼女の動どう機き。

「……さすがですね。ええ、私はこの地を以前治めていた領主に追われています」

「そして、ついに行動を起こしてきたと」

「以前から、こういう働きかけはありました。ですが、ここは今やブック様の治める地、あまり強く出る事はなかったのですが……」

「直接が無理ならば間接的に、ですか。言うなれば、貴女が大事にしてきた街そのものを人質にとるように」

　そう、恐らく色町でのトラブルの頻発は、彼女に揺さぶりをかける為のものだ。

　さしずめ『これ以上街に迷惑をかけたくはないだろう』と脅すように。

「……私の存在が娘達、ひいては街に迷惑を掛けているのは事実です。ですが、私はそれでもこの街から去る訳にはいかないのです。娘達を置いて出て行くなど……」

「娘さん達は……いや、この街は強いですよ」

　そう反論すると、彼女もそれを理解しているからか、儚はかなげに笑うだけだった。

　ああ、強いだろうとも。

　娘さん達やその上に立つスペルさん、館を出て一勢力の長となったテスタさん。

　それだけではない。あの会合の場にいた人間は、皆この街を愛し、時にはいがみ合いもするだろうが協力してこれまでやってきたのではないか。

　本来ならば、全てを取り仕切る人間、グランドマザーという存在がいなくても十分にこの街はやっていけるはずなのだ。

　彼女風に言うならば、親元を離れて独り立ちする事だって出来るはずなのだ。

「……本当にこの街は強く、立派になりました。けれども、それでも私は──」

「それでもこの街、この大陸を離れる事は出来ない。離れてしまっては、迎えに来てくれないかもしれないから。自分を見つけられないかもしれないから」

　彼女の言葉を遮るように、はっきりと突きつける。

　すると、ついに彼女の儚げな笑みが崩れ去り、驚愕だけがそこに残った。

　そしてすぐさま、彼女は目を伏せてしまう。

「なんでも……お見通しなんですね……そうです、私は人を待っています」

「そのお話、詳しく聞かせてもらえますか？」

『一念、岩をも通す』。ようやく、ようやく開く事が出来た突破口に飛び込むように、彼女の心の底にあった願いを問う。

　すると、本当に消えてしまいそうな笑みを浮かべ、彼女は静かに頷うなずいたのだった。

　そのあまりに弱々しい有り様に『ここまで追い詰めてしまっていいのか』という気持ちで胸中が満たされていく。

　だがそれでも、それでも知りたい。触れたい、手を伸ばしたいのだ。この人の心の奥底に。まるで、あの北の地に一人取り残された彼女リユエに手を差し伸べた時のように。

「そう……ですね。私もどこか限界が来ていたのかもしれません。こうして、ついにここまで踏み込まれてしまいましたから」

　自じ嘲ちよう気味に笑いながら、ゆっくりと彼女は語り出す。

　真実を、誰も触れる事が出来なかった奥底に隠された、彼女の気持ちを。

「先程言いましたよね、私は不老、昔の人間だと。……実は、ここに来る前の大昔の記憶が、私にはあるんです」

「ここに来る、前？」

　それは……まさか『神しん隷れい期き』の記憶の事だろうか。だとすると──

「はっきりとは思い出せません。ですが、一つだけ確かな事があります。私は、誰かに大事にされていました」

　彼女は穏やかな表情を浮かべながら胸の前で指を組む。

　それを語るのが救いだとでも言うように、まるで神に祈りを捧げるように。

「誰かが、私に素敵な服を贈ってくださいました。誰かが、私に素敵な首飾りを贈ってくださいました。誰かが、私の為になるだろうと、様々な物を贈ってくださいました」

　けれども、どこか寂しそうに彼女は語る。

「着飾った私を、周囲の人間は褒ほめてくださいました。綺き麗れいだと、美しいと。私はその度に嬉しくなったのを、今でも覚えています」

　……まさか、ああ、まさか──

「けれども、誰が贈ってくださったのか、その褒めてくれた方の中にいたのか、それすら私は覚えていないのです」

　胸が苦しい。彼女の話を聞いて、俺は全てを理解してしまった。

　やはり彼女の記憶は神隷期のもの。そして神隷期とは……ゲーム時代の事だ。

「今ではもう使う事が出来ませんが、私には物が送られてくる、不思議な倉庫のようなものがあるんです。こんな風に」

　すると彼女は、俺やリュエがやるように虚こ空くうからネックレスを取り出してみせた。

　……それは、紛れもない、俺がかつて『共有ストレージ』に送った装備品だ。

「驚きましたか？　ですが、私がこの地に来てからはもうなにも贈られてこないんです」




　……俺は、三人目のキャラクター『Raith』を作成した。

　自分の理想を、リュエとは別方向の思いを込めて作り出した。

　そして作り終えた後に、仲間達と協力し、その姿に似合うであろう装備をかき集めた。

『きっとこういうドレスが似合う』『アクセサリーも必要だ』『使う武器はこれなんてどうだろう』『おほーっ！　らんらんのお古でよければこれもあげるわよー！』

　そう、理想的な姿を作り出し、未来で使うであろう装備を揃え、そして──放置した。

　あの頃、大だい規き模ぼなアップデートで『奪剣』が実装されたからだ。

　強くはない。けれども俺はそれに可能性を感じ、ひたすらアビリティを集め回った。

　そしていつしか、俺は新たに作ったキャラクターを育てるモチベーションを失い、ただ時折着せ替え人形のような扱いをするだけになった。

　リュエは何故、神隷期の事を、多くの思い出を覚えているのか。

　その答えは簡単だ。単純にプレイ時間の差だ。

　カンストまで育成し、多くの人間と交わり、チームメイトと過ごした時間も多かった。

　だが、彼女は違う。俺はRaithを殆ほとんど使う事なく過ごしてきた。

　それ故に、彼女の神隷期の思い出は希き薄はくなものとなり、曖あい昧まいな記憶となってしまった。

　つまり……彼女の孤独は俺の罪であり、そして彼女の待ち人というのは──

「私は忘れられたのかもしれない。もう必要ないから、この場所に一人置いていかれたのかもしれない。それでも、それでも私は、この思い出に縋すがるしかなかったんです。この場所にいれば、もしかしたら迎えに来てくれるかもしれないと、会えるかもしれないと。滑こつ稽けいですよね、存在するかも分からない相手を待ち続けるなんて」

　胸が、張り裂けそうだった。

　自分を卑ひ下げし、どこか乾いた笑みを浮かべる彼女の姿に、心が悲鳴を上げる。

　叫びたかった。『俺だ！』と、『その相手はここにいる！』と。

　すぐにでも抱きしめて『必要ないなんて事はない！』と、叫びたかった。

「……もし、俺がその待ち人だったら。貴女は俺と共に来る事はありますか？」

「ふふ、優しいんですね。ですが、私は誰が迎えに来てもここにいますよ。ありがとうございます、カイヴォンさん」

「っ！」

　そう告げた瞬間、彼女の儚げな表情が鳴りを潜めてしまう。

　ようやく見せてくれた心の底を、再び隠されてしまった。

　選択を誤ったのだろうか。それとも……時すでに遅し、なのか？

　今更自分だと名乗りでたところで、信じてもらえるはずがない。

　ここまで踏み込んでから名乗り出たところで、それはただの慰めにしかならない。

　俺は……手札を切るタイミングを間違ってしまったのか？

　悪あがきかもしれないが、俺はあのメガネを取り出し、かける。

　真実の姿を、ステータスを見通す事が出来るあのメガネを。

　すると、そこに映し出されたのは──

　紫色のウェーブがかかった長い髪。頭の両サイドから髪をかき分けて生えた小さな翼。

　瞳は深いワインレッドで、肩口から僅かに覗のぞくのは背中から生えた小さな翼。

　そう、俺が作り出した魔族のサードキャラ『Raith』の姿だった。

「俺は、俺は……」

　なにかないか。彼女の心にもう一度触れ、そして光溢あふれる世界へと連れ出す決め手が。

　俺がその待ち人だと、証明する手段はないのか!?

　このままでは『奪う』事が出来ない。彼女をこの場所から、永遠に待ち続けるという呪縛から奪い取る事が出来ない。

　俺は『奪だつ剣けん士し』だ、そんな事認められるか、負けてたまるか。

　何か、何かないか──

「さてと……だいぶ話してしまいましたね。今日の営業はありませんが、折角来てくださったんです。私の昔話で終わらせるなんて失礼ですしね、少し飲みましょうか」

　無情にも、既に彼女からは先程までの儚げな、今にも崩れてしまいそうな弱々しい表情が消え去り、完全に突破口を隠されてしまった。

　残されたのは、弱さを隠すいつもの商売上の笑顔。

　絶好の好機を俺は、逃してしまったのか……？

「レイスさん、俺は……」





　　　　　§§§






　その時だった。

　聞き慣れた、だが懐かしい音が脳内に鳴り響く。

　何度も何度も繰り返し流れるその音に、思わずこめかみを押さえうずくまる。

「カイヴォンさん!?　どうしたんです!?」

　駆け寄る彼女。だが、それでも鳴り止まないその電子音。

　それは──届くはずのなかったメールの着信音だった。

　鳴り止まないそれを止めようとメニューを開き、メールの項目を開く。

　するとそこには──




『未読メール１２０２８件　送信者Raith』




　それは、目の前にいる彼女から送られたものだった。

　見れば、今朝タキヤのところで戯たわむれに押した更新ボタンのアイコンが、今もくるくると回り続け、次から次へと新しいメールを受信していた。

　まるで、携帯電話が電波を探し続けるかのように。

「あの、本当に大丈夫ですか？　お疲れのようでしたら少しここで休んでも……」

　心の底から心配そうな表情を浮かべ、彼女がこちらの顔を覗き込んでくる。

　貴女は、その顔の下でこれまで何を思い、何を求めて生きていたのだろう。

「だ、大丈夫です……」

　……何故、宛あて先さきのないメールが俺に届いたのか。

　俺は立ち上がり、今一度彼女を見つめながら受信した最近の日付のメールを開く。

　目の前の女性の、本当の思いの一端を知るために。




『今日、私は懐かしい夢を見ました。今の生活が始まる前の、最初の頃の夢です。

　あれから、何年もの月日が流れました。時には愛まな娘むすめが殿との方がたと結ばれ、そして時には私の大切な娘が新しい命を授さずかったりと……私は、それを羨うらやんでしまうんです……。

　そして今日はまた、領主であるブックさんが訪れる日です。

　以前書いたと思いますが、彼は私のためにこの街を作って下さいました。

　貴方が早く私を見つけてくれないと、私に来て欲しいと何年もお願いする可愛い坊やに私がとられてしまうかもしれませんよ？

　ですから、どうか早く私を迎えに来てください』




　それは、打ち込んだものではない、一度実体化させてから書き記した手書きの文章。

　彼女は、これをどんな気持ちでしたためていたのだろうか。

　そして、一番最近のメールに至っては、今日まさに俺が訪れる直前の物だった。




『私はまた一人、男性を利用してしまいました。

　そして許されない事に、何故だかその人に親しみを覚えてしまいました。

　貴方はそんな私の事を許してくれますか？

　今日、その人に私の秘密を少しだけ打ち明けてきます。

　ですが私は貴方を待ち続けます。この気持ちだけは変わりません。

　どうか、この手紙を読んだら私を迎えに来て下さい。

　その男性は、とても魅力的な人でした。私が揺るがないうちにどうか……』




　本当に、何故このメールが今この瞬間届いたのか。

　未だ心配そうな表情を浮かべている彼女を見る。

　表示された半透明ウィンドウが彼女に重なる。まるで、心の声を表示するかのように。

　……偶然かもしれない。ただの誤作動かもしれない。けれども──

　けれども俺は、安っぽい、ありふれた言葉だが、年甲斐もなく『運命』という言葉を信じてみたくなった。

「レイスさん！」

　心は決まった。そして、彼女の心を知った。

　ならばもう、迷わない。全力でぶつかるのみ。

「は、はい!?」

　唐突に強く名を呼んだ為、少しだけ彼女の声がうわずる。

　なにを、なにを伝えるべきか。

　そうだ、まずは……。

「職業って、ありますよね。戦士だったり、剣士だったり」

「ええ、ありますね」

「俺は『奪剣士』という職業なんです。奪うのが専門です」

「奪剣士……初めて聞きます。実は私も──」

　一瞬だけキョトンとした表情をするも、すぐに真剣な様子で応えてくれる。

　だから、俺は彼女に告げる。

「『魔ま弓きゆう闘とう士し』ですよね。特殊な武器を装備して初めて転職が可能な。いつか装備出来るようにと用意したのはいいけれど、要求能力が高くて中々大変だったでしょう」

　メガネのおかげで彼女のステータスを見る事が出来た。

　そのお陰で思い出した、育てようとして諦めた彼女の完成形。

　ああ、鮮明に思い出せるとも……集めた装備を纏った姿と、初めてフィールドで弓を放ったあの瞬間。

　まるで霧がかかったように思い出せなかった彼女の事が次々と思い出される。

　このタイミングは、きっと偶然なんかじゃない。

「『妖よう弓きゆうブラッディレイン』は俺が今まで見つけた弓の中じゃ一番強かったんだ。お陰で、随分と仲間と取り合いになったっけ。いつか、装備出来るように訓練しようと、思っていたんだけどな……」

　彼女……レイスはずっと待っていた。

　街や大陸の外に出るチャンスや、差し伸べられた手だって幾いくらでもあったはずだ。

　それでも、ただずっと待っていた。

　いつか自分を知る存在が、自分と繋がりがあると唯一確信が持てる相手、贈り物の主が迎えに来てくれるその日を。

　俺が話す言葉への理解が追いつかないのか、彼女は完全に固まってしまっている。

「……手紙が届くのが、随分と遅かったみたいだ。文句は配達人に言ってくれ」

「……噓です。なにかの冗談でしょう？　だって……そんな」

　未だ信じられず、震える声で否定の言葉を呟き、彼女は後ずさる。

　ここで、離してなるものか！　すぐさまメニュー画面を開き、メールの返信をする。

　焦りから指が震えてしまう。だがそれでも、俺は文面を完成させる。

　その内容はただ一言『待たせて悪かった』。

　送信を押した瞬間、生まれて初めて聞くであろう着信音に驚いたのか、彼女は一瞬だけその肩を震わせた。

　そして震える手で彼女は虚空を、自分にだけ見えているであろうメニューを操作する。

「……っ！　う……ふっぐ……うぅぅ」

　次の瞬間、まるで子供のようなうめき声を漏らしながら、彼女が床に崩れ落ちる。

　支えを失い、糸を切られたマリオネットが、くしゃりと小さく潰れるように。

　彼女に駆け寄り、視線の高さを合わせるように跪ひざまずく。

　……なぁ、今からでも遅くはないよな。

　俺、ここに来るのが皆より遅かったんだ。

　それでも、今からでも間に合うかな、この街から君を『奪い取る』のは。

　なぁレイス……許してくれるか……ずっと放っておいた事を。

　この世界に来てからだけじゃない、あの時代から、育てもせずアイテムだけを与え、放置していた俺の事を。

「本当に……本当に貴方なんですか……？　私の足長おじさんは貴方なんですか？」

「足長おじさん……はは、ほら足だって長いだろ。まだおじさんって歳じゃあないけれど……俺だよ。間違いなく俺だ」

　震える声で、縋るように彼女が尋ねる。

　そうか、俺は彼女にとっての足長おじさんだったのか……。

「私は……忘れられていたわけではなかったのですね……本当に」

「初めて会った時から、もしかしてと、胸騒ぎがしていたんだ。だから、この街に残って貴女について調べていたんだ」

　ようやく顔を上げた彼女と視線を合わせる。

　声こそ上げないが、今も彼女の瞳からは大きな雫しずくが、ぼろぼろと音が聞こえてきそうなくらいこぼれ落ちていた。

　そして、ゆっくりと彼女がこちらに腕を伸ばし──

「ずっと……この日を待っていました。ただただ、いつか迎えに来てくれると信じて、ずっと待っていました」

　強く、強く抱きしめてくれた。

　これまで多くの子供を守り、そして生きる為の道を切り開いた両腕で。

　痛いくらいその思いが伝わってくる。だから、その思いに応えるように抱き返す。

　先程、俺は彼女のステータスを確認した。その情報の中には、俺の知らない彼女の事が確かに記されていたのだ。





【Name】レイス・レスト

【種族】上位魔族デモンロード

【職業】魔弓闘士　再さい生せい師し（39）

【レベル】97

【称号】約束の乙女プロミスメイデン

　　　偉大なる母グランドマザー

　　　不屈の女帝






　それは、彼女にも苗みよう字じが存在している事……ではなく、その称号。

　その称号は、彼女がこれまで歩んできた道がどれ程過か酷こくなものだったか推し量るには十分過ぎるものだった。

　女の身で生き抜き、そして色町という世界で長年戦い続け、今この瞬間に至るまで自分の意思で『そう在り続けた事』。

　彼女のこれまでの生き方が、そのまま称号となっていたのだ。

　まるで、世界が彼女の在り方を認めてくれたようで、それがとても誇らしくて。

　辛い事も、挫くじけそうな事も、危険な目にあう事もあっただろう。

　だがそれでも彼女は『乙女』を貫き『母』であり続けた。

　そして俺はこれから、そうあり続けた彼女を──その呪縛ごと壊し、奪い去る。

「改めて聞きます。俺と共に、来ることはありますか？　旅に出る気はありませんか？　少しおかしな事をしでかす相棒もいますが、きっと仲良くなれると思います」

「リュエさん、ですよね。私がついていってしまってその、おじゃまになってしまうのでは……」

　少しだけ頭の中でシミュレートしてみる。

『カイくんが私を捨ててレイスさんに乗り換えた！　どうしてだいカイくん！』

『カイくんが欲望に負けて女の人を側に侍はべらせた！　どうしてだいカイくん！』

　……いやいや、さすがにそこまでお馬鹿さんじゃありません。ここ数日の彼女を見ている限り、こんな反応を返すなんて……ないですよね？

「でも、もし……許されるのなら……」

　罪悪感と困惑。そして恐らくこれから起きるであろう問題を思って、はっきりと切り出せないでいるように聞こえた。

　だが、確かに彼女から感じる『同行の意思』。ならば──

「……もし、街を出るのに必要な事、片付けなければいけない問題があるならなんでも言って下さい。そして──」

　抱き留めたまま、彼女に語りかける。

　彼女の一番の懸け念ねんを取り除くために。

「そして……貴女を狙う人間がいようとも、全て撥はね除のけてみせます」

　彼女がこの街に既にいないと知れば、その相手が街へ手出しする事もなくなるだろう。

　そして、その追求の手が俺に向かうのならば、むしろ好都合だ。

　幸い、俺は自由に旅をする身。そして更に幸いな事に、俺には頼りになる仲間がいる。

　だから──

「だから──俺と一緒に来てくれ、レイス」












　もう一度、強く、強く彼女に望みをぶつける。

『一いち念ねん、岩をも通す』。それは、俺の事ではなかった。

　存在するかどうかもあやふやな贈り物の主を、諦めずに待つという一念を貫く。

　信じて待ち続けた彼女こそが、その堅けん牢ろうな岩を打ち砕いたのだ。

　傲慢だ。俺が楔くさびを壊すんじゃない。彼女が自ら壊すのだ。

　未だ、彼女は腕を放さない。二度と離れないと言わんばかりに、親にしがみつく子のように抱きついていた。

　だが、こちらの再びの問いに応えるため、ゆっくりと彼女は背に回した腕を剝はがす。

「しなければならない事も、ご迷惑をお掛けする事も、たぶん沢たく山さんあると思います。ですが──どうか、どうか私を」

　ようやく治まった大きな雫に代わり、小さな輝きを目尻から流し、彼女は今出来る精一杯の笑顔をこちらに向けてくれたのだった。




「私を、ここから奪ってください」
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　部屋の中、ようやく涙が止んだ彼女と改めて向かい合う。

　今までどこか感じていた壁のようなものが取り払われた彼女が、おもむろに自分の手のひらを瞳にかざす。

　すると、彼女の瞳が俺の知るワインレッドへと変わった。

「もう……偽いつわる必要もないのですね」

「ああ……懐かしい。その眼の色、それに、その頭も」

　同時に、彼女の髪色が黒から紫に変わる。

　小さなコウモリのような羽が髪をかき分けてピョコンと飛び出す。

　すると、彼女の心情を表しているのか、微かすかにその羽が羽ばたいた。

　……ギャップ萌もえというものを生まれて初めて理解しました。

「……あの、やはり私の姿をずっと覚えていたのですか？」

「もちろん。絶対に忘れるなんてありえない」

　当然だ。リュエも、レイスも、俺がこの手で作り出したのだから。

　二人共、俺の大好きな、理想とする姿を突き詰めて生まれた存在なのだから。

　その二人が、自分の意思を持ちこの世界で生きている。

　……こんな嬉しい事はないよ、本当に。

「私が街を出るとしたら、行動は早く起こした方が良いでしょうね……明日、ギルドを介して緊急招集をかけたいと思います」

「緊急招集……？」

「先日の会合に出席した方々です。まず、あの方達にキチンと話をしなければ」

「……タキヤはどうします。彼は今、背後にいる人間の意思を無視して暴走しつつある」

　俺は、彼の事務所で見聞きした情報を彼女に知らせる。

　すると彼女は、まるで『仕方ない子ね』と叱るような、慰めるような表情を浮かべた。

「彼は、今代表を務つとめている人間の中でも最年少ですから、やはり重圧も一ひと入しお。そこを突かれたのかもしれません。……それに、彼は直接私の館で育った訳でこそありませんが、よく遊びにきたり、買い物についてきたりと……ふふ、今では想像出来ないかもしれませんが、とても甘えん坊だったんですよ」

　ええ……彼が？　甘えん坊？　インテリヤ○ザが？　うっそでしょう？

「彼とは、少々こじれてしまうかもしれません。ですが……もう、みんな大人です」

　そう告げた彼女の表情は、僅かばかりの寂しさが浮かんでいるように思えた。

　彼女が街を去る。それは、代表達が親離れをするようなものであると同時に、彼女にも子離れをさせるという事。

　本来ならば彼らは立派な大人であり、それを受け入れなければならない立場だ。

　だからこそ彼女は明日、緊急招集をかけるのだろう。

「わかりました。明日の護衛、俺だけでなくリュエにも来てもらえるよう話してみます。それに──」

　俺にはもう一つ、やらなければならない役目がある。

　旅の相棒であるリュエに、レイスさんの同行を許してもらえるように説得するという大仕事が。

「まだ俺にはやらなければならない事が残っていますから、ね」

「そう……ですよね。では、今日はその……」

　今日は一度お暇させて頂きますと伝えようとする。

　だが、何故か彼女はチラチラと……なんでベッド見ているんですか貴女。

「……いえ、先程頭を押さえていたので、疲れているならこのままお休みになられてはと」

「ああ、あれは先程聞こえたと思うのですが、手紙が届いたのを知らせる音が鳴り続けたからで」

「……え？」

「いえ、だからレイスさんのこれまでの手紙全てが」

　ピタリと、彼女が硬こう直ちよくする。

　すると次の瞬間、狼狽えるように羽をパタパタさせてみたり指をせわしなく動かしたりし始める。

「あのですね、手紙は長い間様々な事を書いたのですが、その全てが冷静な状況で書いたわけではないといいますかですね、多少おかしな文面も混じっている可能性もあるので、出来れば目を通さずにそっとしておいて頂けると私としてはこれから先カイヴォンさんと円滑で円満な関係を──」

　……なるほど、ブラックヒストリーのようなものも混じっていると。

「分かりました。これらは大切な記念として、そっとしまっておきます」

「……お願いします……」

　彼女が初めて見せる羞恥の表情。それが見られただけで十分ですとも。




　館の玄げん関かんまで見送られる。

　穏やかな、そして思わずときめいてしまう微笑みを向けられ、つい『いってきます』という間違った場違いな言葉を口にしてしまいそうになる。

「明日、緊急招集をかける旨をギルドに伝えに行きますので、その時にまた護衛の依頼をお願いしますね」

「分かりました。俺も朝一でギルドに向かいますので、その時にはリュエも一緒に来てくれると思います」

「……本当に、許してもらえるのでしょうか」

「うちの娘はそんな狭きよう量りような子じゃないから安心してくださいな」

　不安そうな表情を浮かべる彼女に軽口で応える。

　そして、名残なごり惜おしいがゆっくりと彼女に背を向け、夜の街へ戻っていくのだった。




　今日、リュエは念には念を入れてこの館の界かい隈わいを警備してくれている。

　ならばと、周囲を見回しながら色町を進んでいくと、案の定往来の片隅でなにやら人集りが出来ているのが見えてきた。

　近づくと、やはりというか我わが家の娘さんが仁に王おう立ちしているところだった。

　さて、本日の犠ぎ牲せい者しやさんはどんなお方でしょうか……？

「いや本当知らなかったんだって！　まさか武器の携帯すら禁止されているなんて」

「だったらどうしてこそこそあの館の傍にいたんだい？　あそこ、真っ暗だったのは見て分かっただろう？」

「それはその……こんな場所の一番奥にある館だし、男としてはどんな場所なのか少しでも調べたくなるのが性さがってもんで……」

　ふむ、どうやら怪しい人間がいたからしょっぴいたってところか。

「おーいリュエさんや。その人とりあえず放してやりな。一応ギルドに一緒に行って武器携帯の罰ばつ則そくだけ受けてもらうってことで」

「お、あんたこの姉さんの知り合いか？　助け舟、感謝するぜ……」

　地面に座らされ説教を受けていたのは、年の頃三十代半ばの男性。

　ガッシリとした筋肉質な身体に大剣を背負う、見るからに力自慢の戦士といった様よう相そう。

　心底困っていたのか、情けない声を上げながらこちらに縋り寄ってくる。

　いやぁ……いくら警戒していたとはいえ、これは可哀想だ。同じ男として、彼の言い分はよく分かる。

　そりゃあ、ねぇ？　どんな事をしてくれるのか、どんな人が住んでいるのか、気にならない男なんていやしないでしょうよ。

　が、残念ながらあの館の周囲に料金表やら看板やらといったものはございません。

　正直、誰の紹介もなしにいきなり飛び込むには敷しき居いが高すぎるってもんです。

「……じゃあ、君も大人しくギルドに向かうなら解放するよ？　ちゃーんと君のギルドカードの番号も名前も控えたからね？」

「分かった、武器を携帯していたのは確かに俺の落ち度だからな」

　素直に自分の非を認めた男性が、長時間正座させられた影響で足がしびれたのか、よろよろと色町を引き返していく。

　その姿を見送りながら、改めて向き直る。

「全部、全部終わったよ。知りたかった事は、全部知る事が出来たから」

「……うん。そうみたいだね。その顔、とても良い事があった顔だ」

「ああ。それに……リュエにも話さなければいけない事もあるんだ」

　そう告げると、なになにと聞きたそうな顔で彼女が首をかしげる。

　さぁ、本日最後の大仕事だ。彼女に一緒に帰ろうと提案し、先に足を引きずって帰った男性の後を追うようにギルドへと戻るのだった。




「さっきも言ったけど、話しておきたい事があるんだ」

　宿に戻り、彼女の部屋で対面する形でベッドに正座する。

　いつもより口調が固くなってしまっているのが彼女に伝わったのか、彼女もまたごくりと喉のどを鳴らし、真剣な表情に切り替わる。

「……レイスさんを、旅の仲間に加えたい」

「……詳しい話を聞かせてくれるかい？」

　静かに、彼女が言う。拒絶の色や、嫌けん悪おの色を浮かべるでなく、ただ真しん摯しに。

　だから俺は、彼女の始まりから今に至るまでを語る。

　かつて俺が、彼女に贈り物を繰り返しながら放っておいた事実。

　そして詳細な理由をぼかしながらも、俺の所せ為いで彼女が人との繋がりが希薄になってしまったという事実と、それ故に神隷期の記憶の殆どを失っているという事を。

　最後に、俺を待ち続けていたという事実と、何年も手紙に綴つづっていた彼女の思いを。

　それら全てを、包み隠さず彼女に伝える。

　すると彼女は、何かに納得するようにゆっくりと頷いた。

「やっぱり、私が言った通り。レイスさんは私とよく似ていたんだね」

「……ああ、リュエの言う通りだった」

「でも……カイくん、本当にそれだけなのかい？」

「それだけ、っていうのは」

　少しだけ探るように、彼女がこちらの瞳を覗き込んでくる。

　澄み渡る空のような瞳で、まるで全てを見透かすように。

「私が感じた、不思議な感覚。たぶんカイくんも感じているあの感覚に、心あたりはないのかい？」

「……それについては、いずれ話すよ」

　それは、恐らく三人の間にある不思議な、共鳴するような、そんな感覚。

　これは同じアカウントのキャラクターだった事に由ゆ来らいしていると考えるべきか。

　だがこれを教えるということは、リュエとレイスの二人が、俺の手で作られたという事実を説明しなければならない。

　ならば、今ここで彼女だけに話すわけにはいかない。

　俺を含め、三人が無事に揃ってから、折を見て話さなければならない内容だ。

　それは、三人の関係に深く関わる話なのだから……。

「そっか。いずれ話してくれるなら、それまでは聞かないでおくよ」

　深くは追及せずにいてくれる彼女に感謝の念を抱く。

　だが、話はこれで終わりではない。肝かん心じんの、リュエの気持ちを聞かなければ。

　レイスの同行を、許可してもらえるか否か。

「レイスさんが同行する話だけれど、それはどれくらいだい？　次の街までかい？　それとも、彼女を攻撃している相手をやっつけるまでかい？」

「……いや、これから先ずっとだ。リュエと同じく、ずっと一緒に」

　なんと言われてしまうのだろうか。

『嫌だ』と、拒絶されてしまうのが恐ろしい。

　当然だ。二人とも俺にとっては大切な、半身と言っても良いくらいの人間だ。

　そんな二人が、もし互いに啀いがみ合ったら……互いの存在を認めないと言ったら……。

　一時的な同行だと思っていたリュエに、ずっとどこまでも一緒だと伝える。

　すると、彼女の表情が驚きに染まり、そして──不安そうなものに変わった。

「ずっと……!?　そ、それじゃあ……」

　彼女は俺に対し、ある種の独占欲のようなものを抱いている。

　新たな同行者に、敵意とはいかずとも嫉しつ妬と心しんを抱いてしまったら。

　新たに妹が生まれた姉のように、親が妹に取られてしまうと感じてしまうように……。

　だが、彼女の口から出たのは、俺が想像していたものとは違っていた。

「それじゃあ、この街はどうなるんだい？　大丈夫かな……代表がいなくなるなんて」

「……え？」

　それは純粋な、この街への心配だった。

「レイスさんが来る事に心配はないのか？」

「心配……確かに宿代が増えるね……今度からは三人で頑張って稼かせがないとね」

　だがまたしても、彼女は予想外の答えを返す。

　当たり前のように返す、当たり前のように受け入れる。

　それが、とても嬉しくて……そんな彼女が、誇らしくて。

　心の中で、謝罪をする。彼女を見くびっていた事を。

　どうやら、我が家のエルフさんはどこまでも、本当にどこまでも広い心の持ち主だったようです。

　俺は明日、改めてレイスに会う事を彼女に告げる。

「じゃあ、改めて挨拶しないとだね」

「ああ、そうだな」

　こちらがどれだけ不安だったか、心配だったのか。

　そんなもの関係ないと言わんばかりに彼女は無む邪じや気きな笑みを浮かべていた。

　……君がこの世界にいてくれて本当に良かった。

　きっと、俺一人だったらこんな心穏やかに過ごす事は出来なかっただろう。




　こうして、最大の関かん門もんと思われた、リュエからの同行の許可を無事に得ることが出来た俺は、普段とは違う緊張の連続で疲れていたのか、自分の部屋に移りベッドに倒れこむと、そのままあっというまに意識をまどろみに溶かしてしまうのだった。
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「カイくん起きておくれー、レイスさんに会いに行くんだろう？　早く早く」

　心地よいまどろみが、唐突な衝撃と揺れに四散していく。

　なんだなんだ、もうそんな時間なのか。

「ほら、ギルドに行こうギルド！」

「ぅぁ……待って、待ってくれ……もうそんな……」

　目を開けると、こちらに馬乗りになったまま瞳を爛らん々らんとさせているリュエの姿が。

　そして、そのまま視線を窓に向けると……おかしいな、カーテンの隙間から光が見えないぞ。

「リュエ……何時今」

「四時丁度！」

「……もう少し寝ていなさい」

　そんなに新しい仲間が増える事が楽しみだったのか君は。

　いやそれ自体はとても喜ばしいのだが……それにしたってもう少し……。

　八つ当たり気味に、俺は彼女を引き倒し布団ふとんの中に入れてやる。

「ほらもう少し寝なさい……」

「だ、出せ、出すんだカイくん。こんなぬくぬくに私は屈したりはしないぞ」

「もう二時間、もう二時間だけ寝させてくれ……」

「屈しない……屈しないぞ……ほかほかだけど屈しないぞ……」

　……堕おちたな。




　それから、無事に本来起きるつもりだった六時に目を覚ました俺は、いつの間にか抱き枕にしてしまっていたリュエを解放して身み支じ度たくを済ませる。

「一緒に寝るのもいいものだね……ぬくいねーお布団」

「引きずり込んでおいてなんだけど、そろそろ起きなさい」

「了解了解。ついね、早くギルドに行ってレイスさんを待ち伏せて驚かせようと思って」

「なるほど。今からでも間に合うかもしれないな」

　よほどレイスが同行するのが嬉しいのだろうか。

　ふむ……だが、彼女は以前、ソルトバーグで魔族について少し思うところがあるような事を言っていたような気がする。

　俺はすでに彼女の真の姿を知っているのだが、リュエはそれを見てもなにも言わないのだろうか？

「なぁ、リュエって魔族が苦手みたいな事昔言ってなかったかい？」

「うん？　別に苦手とかそういうわけじゃないよ。ただ、ちょっと昔からかわれた時によく引き合いにだされていただけで」

「からかわれて……？」

「ほら、昔少し話しただろう？　私は会った事がなかったけれど、シュンやダリア、オインクに魔族の友達がいるらしくて──あああ！　そうか、そういう事か！」

　なるほど、そういえば言っていたな、ソルトバーグで。

　そして、彼女が何について語っているのかもすぐに理解出来てしまった。

　ゲーム時代、俺がレイスを作った後、よくプレイ中にこんな事を言われた。

『お前のセカンドとサードキャラの体格って差ありすぎじゃね』『レイスの胸を少しだけリュエにも分けてやればいいのに』『お前は貧乳派なのか巨乳派なのか、それが問題だ』

　……などなど。

　つまり、リュエはその記憶があったからこそ、魔族に思うところがあったのか。

　まぁそれ抜きでも、ゲーム時代の魔族は他種族と不仲という説もあったのだが。

「そうか……レイスさんだったんだ……私が比べられていた相手は……あの胸が……」

　大丈夫、僕は君のつつましい姿も素晴らしいと思います。




　ギルドに到着すると、まだ朝食の時間にもならないせいか、人の姿もまばらだった。

　これからこの静かなギルドにレイスが緊急招集を依頼しにくると思うと、少し楽しみである。

　そんな若干不ふ謹きん慎しんな事を考えながらロビーで時間を潰していると、入り口の方から人のどよめきが聞こえてきた。

「お、来たみたいだ」

　扉を開き現れたのは、想像通りの相手。そしてもう一人、スペルさんだった。

　隣に座っていたリュエが、スペルさんの姿を見るや否やソファーに隠れるように身を縮こめてしまう。もう完全に苦手意識が染み付いてしまったんだな、と苦笑い。

　彼女はこちらに気が付かず、そのままギルド受付へと向かう。

　受付の女性は、まさかこんな朝早くからレイスが直接やってくるとは夢にも思っていなかったのか、あたふたと狼狽えてしまっていた。

「ほら、リュエも隠れてないで出てきな。すぐに護衛の依頼も出すらしいから」

「あ、あの子苦手なんだよぅ……耳くすぐってくるし」

　ふむ、耳こちょこちょが苦手なのか、覚えておこう。

　ともあれ、受付にいる二人の下へ、リュエを伴って挨拶に向かう。

　二人共、朝からしっかりとドレスを身にまとい、完全武装と呼ぶに相応ふさわしい姿で手続きを行っている。

　だが、レイスは昨日見せてくれた本当の姿ではなく、黒髪に緑の瞳。そして頭と背中に生えていた翼を隠した状態だ。

　さすがに、いつもの姿の方が通りが良いのだろう。

　しかし改めて考えると、この人が今度から四六時中一緒に旅をするんだよな。

　美人は三日で飽きるというが、そんな訳ないだろう……余裕で三年はドキドキすること請け合いだ。

「おはようございます、レイスさん」

　手続きを終えた様子の彼女に声をかける。

　すると、素晴らしい反射神経を発はつ揮きしながらこちらに向き直る彼女。

　が、若干不満気な様子がその表情に浮かんでいた。

「昨夜は呼び捨てにしてくれましたよね」

「いやぁ……とりあえずケリがつくまでは」

「……嫌です」

　なんという破壊力か。

　このギャップが、このお姉さんの不ふ貞て腐くされたような態度が、とんでもない破壊力となりこちらの精神力をゴリゴリと削り取っていく！

　ちょっとね、昨日は勢いに任せたところがあるんですけどね、やっぱり呼び捨てにするのに覚悟がいるんです。

　リュエの時はこんな事なかったのに、これが女子力の差だとでも言うのか。

　まさに『キョウイ』の新人。ちなみに漢字にするとしたら『脅きよう威い』でなく『胸囲』。

「あの……リュエさんの姿が見当たらないのですが……」

　すると今度は、リュエの姿が見当たらない所為でその表情に陰を落とす。

　おかしいな、今さっきまで隣にいたはずなのに。

　振り返ろうとすると、背中になにかがぶつかる。首だけまわしてみると、なんと器用に身体に密着して完全に隠れているリュエさんの姿が。

　サッと横にズレると、遮しや蔽へい物ぶつを失い姿を現す現代に生きる忍者ことリュエ。

「リュエお姉さん、久しぶりですね！　あれから館に全然来てくれないじゃないですか」

「ひゃあ出た！　今日はお仕事だからくっつかない、ほら離れて、抱きつかないの！」

　瞬間、獲物を捕らえようとする猛もう禽きん類るいの如ごとく飛びかかるスペルさん。

　いやはや、本当によくなついていらっしゃる。

「スペル、落ち着きなさい。緊張しているのは分かるけれど、ね？」

「はーい。……お見通しかーやっぱり」

　ふむ、この場所にスペルさんがいるのには、なにか理由があるということなのか。

　だが、まずは彼女、レイスとリュエを引き合わせる事が先決だ。

　リュエは彼女の正面に立ち、爪先から頭のてっぺんまでしっかりと観察しだす。

「むむ……やっぱり全部終わるまでは本当の姿はお預けなのかい？」

「は、はい……その、すみません」

「いいんだよ。ただ……前に会った時よりも美人さんだね。覚悟を決めた良い顔だよ」

　緊張した面持ちのレイスと対照的に、嬉しそうに彼女を批ひ評ひようするリュエ。

「私は会った事がなかったけれど、レイスさんの事は知っていたんだ、神隷期の頃から」

「えっ、ではリュエさんも私と同じ時代の記憶が……？」

「うん。だから、私とレイスさんは仲間みたいなものだね」

　リュエは、静かに右手を彼女に差し出す。

　そして、想像以上に友好的な態度のリュエに驚いたのか、恐る恐るレイスも腕を出す。

　ぎゅっと、互いの手を握り合う二人。

　愛娘のような、家族のような……そんな二人が手を取り合う。

　俺は、この光景を生しよう涯がい忘れないだろう。

「私の事はリュエでいいからね。カイくんはカイくんでいいと思うよ」

「ははは、そうだな。カイでいいよ」

「で、ではカイさんと……リュエさん」

「リュエ」

　さん付けに納得しかねるのか、もう一度自分の名を呼ぶよう催促する我が家の頑がん固こ者もの。

　ほらもう、早速レイスを困らせるんじゃありません。

「リュ、リュエさん」

　む、中々折れないなレイス。

「リュエ！」

「リュ、リュエさん！」

　やだ、このやり取り可愛い。ほっこりする。

「リュエさん！」

「リュエ！　……はっ」

「はい、諦めてリュエって呼んであげてください。周りの視線がそろそろ気になるので」

「分かりました。よろしくお願いしますねリュエ」

　普段見られないレイスの表情や反応を、いとも容易たやすく引き出してみせたリュエ。

　いやはや、さすがです。そして、そんな二人のやり取りを見守っていたスペルさんが、静かにこちらに寄ってきた。

「マザーから、お話は全て聞きました。本当に、ついにマザーの心に触れて……そして摑つかみとるなんて……さすが、私が見込んだだけはありますね」

「ははは、君が見込んだのはむしろリュエじゃないのか？」

「ふふ、そうですね。ただ、お姉さんが慕したう人ですし、本当に期待していたんですよ？」

「照れるな、そう言われると。ところで、今日スペルさんもここにいるって事は」

「……はい。私も会合に出席します。プロミスメイデンの次の代表をこれから名乗る為に。こう見えても私、マザーと同じだけこの街で過ごしてるんですよ？」

　なるほど。以前リュエに聞いた『彼女は一人の子供を連れてやってきた』という話。

　その子供というのがスペルさんだったのか。

　つまり、彼女はこの街の重じゆう鎮ちん達に、マザーなき後のプロミスメイデン、色町の頂点に位置する館を率いる、新たな代表だと名乗りを上げる訳か。

　そりゃあ緊張もするだろう。

「では、このまま護衛依頼を出すのですが、指名という形をとらせて頂きます」

「うん？　いいよいいよ、私とカイくんがばっちり守ってあげるからね。レイスは大船に乗ったつもりでドーンと構えているといいよ」

「ふふ、頼りにしています」

　さて、そうこうしている間に依頼の方もまとまったようだ。

　恐らく、今から通達が行われるのであれば、全員が集まるのは昼過ぎになるだろう。

　一先ず俺達は、時間が来るまで彼女の館で過ごす事にしたのであった。





　　　　　§§§






「へぇ、館の奥はこうなっていたんだね！　いいなぁ、なんだ温かいなぁ」

「ふふ、そうですか？　ここで、娘達とみんなで暮らしているんですよ」

「いいないいなぁ！　みんなでご飯を食べたりするんだろう？」

　彼女の館で朝食をごちそうして頂ける事になり、俺とリュエは奥へと通される。

　既に館内にはいい香りが立ち込めており、朝からなにも食べていなかった胃が可哀想なくらい空腹を訴えてくる。

　既に食堂には食器がセットされており、皆がせっせと朝の支度に追われている。

　それを見て、自分もなにか手伝わなければと思ってしまうのは職業病なのだろうか？

「お二人は座っていてくださいね。今日は私とマザーにとって大きな一歩となりますから、ちょっと奮ふん発ぱつしちゃいました」

「それは楽しみだよ。ほら、リュエも邪魔になるからこっちに座ってな」

「うん。なんだか楽しいね、みんなで一緒に暮らすなんて」

　一人で暮らした時間が長すぎた所為か、彼女はこの集団生活にとてつもない憧あこがれを抱いた様子だった。……ふむ、もしもこの街を出るまで時間がかかりそうならば、ボディガードも兼ねてリュエを置いてもらえないか聞いてみようか。

　とその時、鼻び腔こうをくすぐる芳かぐわしい香りが頂点に達する。

　すると、横からレイスさんの腕が伸び、器が差し出される。

「今日は娘たちと一緒に私も腕を振るわせてもらいました。お口に合うといいのですが」

「これは……サルティンボッカに、トマトソースを添えたんですね」

　おっと!?　ちょっとお兄さん想像以上に本格的な料理の登場に度ど肝ぎも抜かれちゃいましたよ!?　朝からなかなかにヘヴィだが、確かにこれから大勝負が控えているのだ、これくらい必要かもしれないな。

　綺麗に豚肉に貼り付けられた生ハムから、うっすらとセージのシルエットが見える。

　そう、これは肉と肉とハーブを一緒に食べるなんとも肉々しい料理なのだ。

　作り方や使う材料が様々で、これと決まった完成形がないのが魅み力りよくであり、今回出されたのは見た目の美しさが素晴らしい。

「お料理詳しいんですね。私はソースを作っただけですので、少し恥ずかしいのですが」

「ほんあことないよ！　ほれもおいひいよ！」

「……リュエ、お行ぎよう儀ぎが悪い。まだいただきますしてないだろう？」

「……んぐ。そうだったね。ごめんね、あまりにおいしそうで」

　すぐ横で、リュエがレイスお手製のソースをつけたジャガイモを頰ほお張ばっていました。

　だがたしかにこれは美お味いしそうだ。香りといい彩いろどりといい、焼き加減もばっちりだ。

　気がつけばテーブルに全員が着き、料理の前で笑いながらこちらを見ていた。

　上座にレイスさんが着くと、皆一斉にそちらを向く。

「では、昨日の今日でみんな驚いているでしょうし、色々と考えたい事もあると思うけれど、一度忘れて食べましょう。今日はここ最近、色町で大活躍のリュエさんと……その、私の……ね？　カイヴォンさんにも来てもらいました」

　その初々しい物言いにキュンときます。大の大人がこんな感想しか浮かんでこないくらい可愛いです。

「では、一緒に食べましょう。いただきます」

「「いただきます」」

　こうして、彼女とその娘たちと共に、賑にぎやかで、とても華やかな朝を過ごすのだった。

　……全員が美人さんだと、さすがにプレッシャーが凄まじかったと記しておきます。




　朝食が終わり片付けが始まると、手の空いた娘さん達がこちらに近づいてきた。

　どうやら話したい事があるようで、うずうずといった様子。

　周囲を確かめつつ、ササッと近づいてきた彼女達が、少々興奮気味に小声で話す。

「カイヴォンさんは、どうやってマザーを口く説どき落としたんですか!?」

「正直、誰にもなびかないと思っていたんですよ？」

　完全に女子トークでした。ちょっと三み十そ路じ手前のお兄さんには難易度高いですぜ。

　だが、そこはぼんぼんクオリティ。この甘いマスクと軽快なトークで切り抜けてみせましょう。

「土ど下げ座ざして頼みました。一緒に来てくれないと真冬のエンドレシアの海に裸で飛び込みますよ！　って」

　……無理です。そんなもの咄とつ嗟さに思いつくわけないじゃないですか。

　とりあえずあからさまに噓だと分かる話をしてはぐらかせて頂きます。

「ちぇ、秘密かー。けど、マザーがついていくくらいだし凄い事言ったんだろうなぁ」

「私達は職業柄そういう口説き文句には慣れているけれど、思わずついていきたくなるくらいの口説き文句かぁ……」

「カイヴォンさん、実はここを出て行った子達って、男の人に見み初そめられて……っていうわけじゃないんだ。お金がたまったから自分で店を持ちたいとか、心機一転別な道に進もうとか、そういう人が多いの」

「でも、昔ここで働いていた子が、お偉いさんに見初められて──っていう話もあるんだよねー！」

「そうそう！　詳しくは分からないけれど、その人との間に無事子供も生まれたとか」

「へぇ、そんなロマンチックな事が。やっぱりみんなもそういうのに憧れていたり？」

　その後も二人は次々に話を飛ひ躍やくさせ、どんどん会話を繋げていく。

　こっちはそれに相あい槌づちを打ちながら質問をするので精一杯だ。

「さすがに玉の輿なんて高望みはしないけど、多少はまぁ、ね？」

「正直この街の常連さんには期待出来ないけどねー。狙い目は、やっぱり収穫祭のシーズンかな？　外の大陸から沢山お客さんもくるしね」

　ははは、やはりなかなか手厳しい。

　しかし……ここを去る人間にも色々、か。

　かつて、ここの娘さんにプロポーズし見事一緒に外へ出て行った男性もいたという。

　だから俺も、その先達に負けないよう、レイスを幸せにすると誓いを立てるのだった。
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「では行ってきます。営業は明日以降、それまではみんな、しっかり戸締りする事」

「テスタのとこから預かってる子、大丈夫だとは思うけどちゃんと見てあげてね」

　正午。緊急招集も伝わり、そろそろ各代表も集まり始めたであろう頃。

　レイス率いる俺達も館を後にする。

　まだ営業時間ではないものの、日中の準備や仕入れもある色町は人の姿も多く、その全員がこちらの面子を見て信じられないものを見たかのような表情を浮かべていた。

　グランドマザーことレイスに、その片腕とも言えるスペルさん。そしてここ数日ですっかり有名人になった警備のエルフさんことリュエ。

　……最後に夜のお店に足しげく通うお兄さんこと俺。

　あれ、おかしいな、なんだか涙が……。

　そうこうしているうちに庁舎へと辿り着く。本日の警備は冒険者ではなく、ギルドの制服を着た職員だった。

　そして建物内に入ると、受付をしていた街の職員がある知らせを告げた。

「レイス様、スペル様。本日の緊急招集なのですが……実は昨夜のうちに領主であるブック様が山岳方面の村へ視察に向かってしまいまして、欠席となっております」

「そうでしたか……多た忙ぼうな方ですし、今回は急でしたからね。仕方がありません。後日、私が直接彼の下に向かいます」

　やはり、元々貴族達がそれぞれ管理していた広大な土地を、たった五人の人間に任せるとなると、それぞれの負担も大きいのだろう。

　……出来れば、彼にも皆と同じタイミングで知らせたかったのだが。

　あの人がいなければ、俺はレイスと会うことはなかった。

　それになにより──

「カイくん、ほら行くよ」

「と、今行くよ」

　思考を一時中断し彼女達を追いかける。今は目の前の事に集中しなければ──




「いよいよだな、レイス」

「……はい」

「マザー、大丈夫です。皆、分かってくれますよ」

「ふふ、私達がいるんだから、最悪強引にでも──」

「リュエ、物ぶつ騒そう」

「ふぎゃ！　冗談ダヨー」

　大きな扉の前。以前とは状況が違う為か、そこから感じるプレッシャーにかすかにレイスの肩が震えた。

　だが、確かな覚悟と大切な仲間。その二つが今、彼女には揃っている。

　レイスは、その両腕を扉に押し当て、ゆっくりと扉を開いた。

　室内は、いい加減照明を変えるつもりがないのか本日も薄暗く、また今日は以前よりも心なしか、空気が逼ひつ迫ぱくしているように感じられる。

　やはり、レイス自らが緊急招集をかけたという事実が、そうさせているのだろうか。

　テーブルには空席が二つ。ブックさんの席と、レイスの座る上座。

　残りの席には、あの日と同じ顔ぶれが並び、その背後では今日も護衛の人間が不動を貫いていた。

　そして問題のタキヤだが……ふむ、妙に大人しいな。そして、その背後には見慣れない男の姿が。

　護衛の人間を変えたのだろうか？　妙に好戦的な表情を浮かべているが。

「さて、今日は急な呼び出しにも拘らずよく集まってくださいました」

　レイスは席に着くと、そうそうに切り出した。

　俺とリュエが彼女の後ろに控え、そしてスペルさんがレイスの脇わきに立つ。

「緊急招集なんて初めてだよマザー。それに、随分と凄い人間を集めたもんだね」

「ほんとでさぁ。スペル嬢に警備のエルフの姐あねさんまで。先日のあの魔族の旦那はどうしたんで？」

　あ、やっぱり俺だって認識されてなかったんだ。

　しょうがないね、ここ薄暗いし。断じてこの普段の姿の影が薄いわけじゃないので。

「しかし、この招集にスペル嬢じようまでいるとなると……これはそうとうヤバイ案件で？」

「ええ、そうですね。ヤバイです」

　軽く微笑みながら、代表の男性にそう切り返す彼女。

　レイスさんや、ちょっと吹っ切れすぎじゃないですかね。

　皆さんその物言いにびっくりしてるじゃないですか。待ってください、まさかいきなり爆弾を放り投げるなんてしないですよね？

『実はこの人と旅に出る事にしました、ごめんなさい』なんて言い出さないですよね？

　戦せん々せん恐きよう々きようとしていると、彼女はゆっくりと口を開いた。

「この度、私レイスは、この街を去る事に決めました。私が現在受け持つ業務はスペルに引き継ぎ、以後、プロミスメイデンの責任者は彼女となります」

　その瞬間、全員の席が床を強くこする音が響く。

　椅子を吹き飛ばすような勢いで立ち上がる面々、驚愕に目を見開く人間、そして……頭を抱え蹲うずくまる人間に──獰どう猛もうな笑みを浮かべる人間。

　それぞれの反応に動じることなく、レイスは続ける。

「このような私事を報告する為にお呼び立てした事を──」

「ま、待てよマザー！　どういう事なんだ、説明してくれ！」

「そうだ！　なんで、なんだってそんな急に！」

「マザーはこの街に必要な人間です。何故突然そのような……」

　だがそれを遮るように次々に声があがる。

　それは案の定、説明を求める、そして彼女を引き止める声だった。

　当然だ。規模こそ違うが、例えるなら一国の大統領が突然辞任を発表するようなもの。

　それに似た事をレイスは行っているのだから。

　そしてこの反応は織り込み済みであろうレイスが、落ち着いた口調で告げる。

「皆さん。私がこの街を去ったら何故困るのか、今一度考えてみてくれませんか？」

「それは……まず、絶対的な支配者が──」

「私は支配なんてしていませんよ。それは、皆さんもよく知っているはずです。皆さんが協力してくださっているからこそ、私はこの場所に立っているのですから」

「それは、マザーがそれに値する事をこれまで成してきたからだ！　支配はしていなくても、我々の心はマザーに捧げているようなもの。なぁそうだろうみんな！」

　その呼びかけに、皆が賛さん同どうの声を上げる。

　レイスがいくら言葉を返しても、それを簡単に覆い隠そうとする声が次々にあがる。

　その声が、彼女を再び街に縛り付けようとする。

　……いや。これは言葉が悪い。これは願いだ。俺がレイスに傍にいて欲しいと願うように、彼らもまたレイスの存在を求めているのだ。

　何故なら、街の住人にとってレイスは母親も同然だから。

　子が親と引き離されそうになったら、それを拒絶し縋り付こうとするのは当然の事だ。

　そう、子供なら当然だ。──だけど、違うだろ？

　皆、もういい大人だろう？　子供なんかじゃないだろう？

　ただ自分たちよりも長く生き、そしていつも近くにいてくれる頼りがいのある母親のような人。そんなレイスに、つい甘えてしまっていただけなんだろう？

　俺だって、もしそんな人がいたら甘えてしまう。いや、子供なんてそんなものだ。

『いつまでも親には元気でいて欲しい』、根本にはきっと、この願いがあるのだろう。

　だが、それでもいつか子は親の下から離れていく。親も、いつかは子より先に旅立ってしまう。それは自然の摂理であり、本来そうなるのが当たり前なのだ。

　だから……レイスは再びその口を開く。

　引きとめようとする、大勢の大きな子供達に別れを告げるために。

「……私も、子離れする時が来たのです。皆さんも、もう立派なお父さん、お母さん、お爺ちゃん、お婆ちゃんになった、そうでしょう？」

　諭すように、優しく皆に語り掛けるレイス。

　その内容は奇しくも、今俺が心の中で思っていた事とまったく同じだった。

　そして、その言葉を、その真意を悟った一同が一斉にハッとしたように目を見開く。

「……ようやく、母さんが待っていたその時が来たの。どうか、お願いみんな……」

　そして、最後の母としての言葉は、あまりにも残ざん酷こくで、卑怯だった──




　薄暗い会議室の中、皆が俯うつむき黙り込んでいた。

　護衛の人間までもが沈痛な面持ちでそれぞれの雇い主を気遣う様子を見せ、沈黙が辺りを包み込む。

　時折すすり泣く音までもが混じり、それを引き金に一同が嗚お咽えつを漏らし始めた。

　恥も外がい聞ぶんも捨て、大人たちが涙を流す。

　大人だって、親がいなくなれば泣く事だってある。

　俺だって、俺だってそうだ。人格が歪んでいると自称している俺ですらそうなのだ。

　だが、今この場にいるのは全員が一ひと角かどの人物。大勢の人間を束ねる、立派な立場ある人間達だ。

　それを証明するかのように、男がこの空気を打ち破り声を上げる。

「……マザーが本当の意味で俺達に独り立ちをしろって意思は伝わった。だが、何故急に、突然過ぎる！　なぁ、教えてくれ、せめて説明をしてくれないか！」

「我々がマザー……レイス殿に頼りきりだったのは、十分に理解していた……本当に旅立つのなら、もう止めはしません。しかし、私も貴女の話が聞きたい」

　それは、色町の代表の一人である、荒々しい身なりの男性と、キッチリとした制服に身を包んだこの街のギルド長だった。

　裏と表の総意を代表するかのように、二人はレイスに経けい緯いの説明を求める。

　だがそんな中、一人だけ頭を抱えたまま動かない男がいた。

　そう、タキヤだ。そして、何故だかその背後に立つ護衛の男が、ニヤニヤと表情を愉ゆ悦えつに歪めながら事の成り行きを見守っていた。

「……リュエ、タキヤの後ろの男を警戒しておいてくれ」

　小声で彼女にそう伝える。だが──

「こら……やめなったら。つっつかないの」

　真面目な顔でマザーの隣に立つスペルさんが、後ろ手でリュエにちょっかいを出しており、それをリュエが必死に防いでいるところでした。

　君ら自由だな!?　全校朝会中の小学生かよ！

　スペルさんの手を代わりに払いのけると、二人の視線がこちらに向かう。

　それを確認し、俺も視線でタキヤを指し示す。

　すると、彼の周りだけ異様な空気が漂ただよっている事に気がついたのか、二人が表情を引き締め直した。

　そうしている間に、レイスは事の発ほつ端たんを語り始めようとしていた。

　全員が求めている答えを。母である自分が、何を思い、何を求め、そして何故今旅立ちを決意したのかを。

「長い、とても長い話になるわ。……母さんはね、ある人を待っていたの」

　ゆっくりと、彼女は落ち着いた様子で語りだす。

　静かに、固かた唾ずを飲み彼女の半生に耳を傾ける一同。

　だがそんな中、話を聞いていたタキヤだけが不ふ思し議ぎそうな表情をしながら顔を上げた。

　腑に落ちないと、どういう事なのかと聞きたいように。

　そして……何故か彼の背後に立っていた護衛の男が、不機嫌な表情を浮かべ始めた。

「私の下に現れた男性が、自分の待ち人だったのだと、ようやく昨日知ったの。ごめんなさい。こんな風に言い繕つくろっても、どんなに母として生きてきても……私も結局、一人の女だった。その人について行こうと、決めてしまったの」

　彼女の独白が終わる。

　最後に自分が、女としての幸せを選んだという事実を告げて。

　静寂が、再び訪れる。

　真実を、彼女の理由を知った一同が、再びその口を閉ざした。

　だがそんな中、マザーをすぐ傍で見てきた人間、かつて同じ館で働いていたテスタさんが涙ながらに声を上げる。

「ようやく……ようやく現れたんだねぇ……ああ、良かった、本当に良かった……ついに、ついにマザーの心に触れられる人が、現れてくれたんだねぇ……」

　きっと彼女は、レイスが頑なに心を閉ざしていた事に気がついていたのだろう。

　いや……もしかしたらこの場にいる全員。彼女に支えられ、長い間同じ時を過ごした人々は皆、心のどこかでレイスの胸の内に気がついていたのかもしれない。

　テスタさんの言葉を皮切りに、周囲も納得したかのような表情を浮かべ、涙を流しているのだから。

　まだ、この場の人間しかこの話を知らない以上、この先も多くの障害が立ちふさがるだろう。

　だが少なくとも、今この場においては一件落着と言ってもいいのではないだろうか。




　──そう思った時だった。

　先程から妙な表情を浮かべていたタキヤの護衛が、懐ふところに手を伸ばした。

　そして次の瞬間、こちらへと飛来するなにか。

　幸いこの身体の動体視力はレベル相応に強化されている為、しっかりと回避できる。

　だが、どうやら周りの人間はそうもいかなかったようだった。

　この場にいる護衛が、皆意識を失ったかのように床に崩れ落ちてしまう。

　目だけを動かし、リュエの様子を見る。

　あの……氷の壁で綺麗に防いでいるんですけどこの人……一瞬で出来るのかそれ。

「ふん。防いだ人間もいたか」

　突然の襲しゆう撃げきの主犯者、タキヤの護衛がつまらなそうにつぶやく。

　仕し損そんじた事への焦りもなく、ただ不遜な態度を貫くその有り様に、相当な実力者なのだろうとあたりをつける。

　……待て、確かタキヤの下にいた狙撃手、あいつの事をタキヤは『白銀持ち』と言っていなかったか……？

　となると、こいつもそれに匹ひつ敵てきする人間なのか？

「タキヤ！　てめぇどういうつもりだ！」

「ち、違う！　私じゃない。お前、どういうつもりだ！」

「どうもこうもねぇよ。なんだかこっちの手間が省はぶけるかと思ったら、どうにもそうじゃねぇ様子だ。おい女、お前を迎えに来た男ってのは閣下じゃねぇみたいだな」

　レイスはなにも答えない。ただじっと、一つの方向だけを見つめていた。

　それでいい。今は出来れば、誰も口出ししないでもらいたい。

　周りの人間も、突然の出来事に苛立っているのは分かる。

　けれども、今は大人しくしていて欲しい。

　ダメだろ。ここまで来て水を差しちゃあ。

　ここ数日、じっくりじっくりやってきたんだよ俺は。

　それでようやく、ようやく全てが丸く収まりそうだったっていうのに。

　ダメだろ、お前。ダメだダメだ。ダメだろ、俺の機嫌を損ねちゃあ。

「リュエ、念の為全員を守れ」

「っ!?　りょ、了解」

　俺達がいるというのに、襲撃者は平然とレイスを問い詰めるように言葉を投げた。

　ああ、なるほど。レイスの緊急招集を、自分の都合に良い物だと解かい釈しやくしたクチか。

　大方、街を去る理由がレイスを狙う『閣下』とやらの下に下るからだと、そう思ったんだろう？

　ダメだろ。俺達がようやく辿り着いた大団円への道を邪魔したら。

「そこの二人、大人しくしとけよ。こっちはその女さえ連れていけたらそれで良い、無駄な殺しはしない主義なんだ」

　ニヤリと笑いながら、男は自分の手の指の間に挟まった無数の針をチラつかせる。

　凄いな、随分と器用だ。ゲーム時代じゃ見たことのない技だ。

　きっと、この世界で磨いてきた彼だけの技なのだろう。

　……で、それがどうした。

「へぇ、優しいなお前。けど俺は──無駄じゃなければ幾らでも人を殺す主義なんだ」

　言い終えた瞬間、会議室の中央にある大きなテーブルを全力で蹴り飛ばす。

　吹き飛ぶなんて生なま易やさしい結果は残さない。文字通り一発で粉ふん砕さいされ、鋭い木片となってヤツへと殺さつ到とうする。

　咄嗟に両腕を交差し守るも、散弾銃で撃たれたかのように男の装備がズタボロになる。

　そして気が付くと、俺の身につけていた装備があの姿のものになっていた。

　感情の高ぶりで、この姿に変わってしまうのだろうか。

　なんにしろ、今は好都合だ。床を強く蹴り、ズタボロになった男へと肉にく薄はくする。

　ほんの一瞬で、目の前に夥おびただしい量の血を流す男が現れる。

　凄いな、こんな速度で動けるのかこの身体は。

「針の投とう擲てきか？　まるで忍者だ」

「あああああああああ!?」

　その身につけた技も、闘うために必要な両腕にも、今日でさよならだ。

　これ以上余計な事はさせまいと、男の両の腕を強く、強く摑み押さえつける。

　指が深く沈む。皮ひ膚ふを突き破り、肉を引き裂き、骨を砕く。腕を文字通り千切り取る。

「なぁ……俺は自分の想像した筋書きを他人に捻ねじ曲げられるのが我慢ならないんだ」

「あああああああああ！！！　手えええええうぇえええええええええ!!」

「リュエ、止血を。まともに会話すら出来ない。ついでに全身頭以外凍らせてくれ」

「……分かった」

　肘ひじから先を失った男。その血が瞬またたく間に止まると、今度は足元から一気に氷が広がる。

　そして、今度はその氷に俺が闇魔術を発動させる。凍死されちゃあ困るからな。

　闇属性を付与することで氷はその性質を変化させ、ただの黒い塊かたまりになる。

　するとここまで来て、ようやく襲撃者の叫びが止む。

　目をこれでもかと剝き、荒い呼吸を繰り返しながら、動かない全身の代わりに視線でこちらを殺そうとする意思が伝わってくる。

「お前、お前！　殺す、絶対に殺す！　お前は終わりだ、終わりだからな！」

「……黙れ」

　自身の耳に反響するのは、暗い、そしてドス黒い感情の籠こもった己おのれの声。

　無意識に発動した『テラーボイス』が、襲撃者の理性をどんどん削り取っていく。

　どうした。もう氷は冷たくないだろう。何故震える。

「喜べ、殺さないでやる。お前の雇やとい主ぬしに知らせろ……レイスは、私が貰い受ける」

　自然と、演技がかった言葉遣いに変わっていく。

　全ての威い圧あつを。見えない相手にこちらの意思が伝わるように、今持てる全ての意思を込め、襲撃者に伝言を託す。

「彼女は、私が未み来らい永えい劫ごうこの腕の中に抱き続ける。そして、お前は、絶対に破滅させる」

　どこにいるのかも分からないが、それでも覚悟しろ。

　近い将来、俺は必ずお前を消しに行く。

「幾らでも送り込むが良い。無駄な命を散らさせるために、いくらでもお前の雑兵を送り込むが良い。そしてその分だけ、お前は失うと知れ」

　盛大に、盛大に。魔王然とした物言いを繰り返す。

　自分を高めるように。相手の脳裏にこの恐怖を永遠に刻みこむように。

「たとえお前に家族がいようとも。守るべき人間がいようとも。親しい友人が、よく懐く幼おさな子ごが、愛する者がいようとも、全て、そう全てを奪い去ってやる」

　全ての敵意を、一身に引き受けよう、いくらでも、相手になってやる。

『敵か味方の二択』。この二択で、まさかここまで敵側に振り切るヤツが現れるとは。

「伝えろ。今すぐに向かえ」

　闇魔術を解除し、扉の外へ向かって蹴り飛ばす。

　両腕を肘から失ったせいか、バランスを崩し倒れこむ男。

　起き上がろうと必死にない腕を振り回し、顔中様々な液体でぐしゃぐしゃにしながらもなんとか立ち上がる男。

「一度も止まるな。まっすぐ向かえ。でなければ殺す。追いかけて殺す。休んでも殺す」

「ウェアア……ヒァァァ……アッアッ……」

　もはや言葉すら発せないほど取り乱しているのか、一目散に駆け出す男。

　俺はすぐにこの場にいるこの街のギルド長に指示を出す。

「追つい跡せきを。雇い主が誰なのか、そしてどこにいるのか知る為にも」

　先程テーブルを吹き飛ばした余波で傷ついていないか心配するも、リュエが指示通りに全員を守ってくれたのか、氷の壁が彼らの前に出来ていた。

「直ただちに手配致します……」

　立ち上がったギルド長が大急ぎで部屋の外へ向かうのを見届け、ようやく一息つく。

「……ふぅ。邪魔が入ってしまいましたね」

　全員の顔を見渡すと、誰もが恐怖の色を浮かべていた。

　中でも、タキヤに至ってはもう完全に死を覚悟した顔をしている。

「忠告はしたはずだタキヤ。手紙には目を通しただろう」

「ヒッ！　あ、なたが……全て、知られていたと……」

「……何故、この街に牙を剝いた。ここはお前の故郷だろう」

　分かっている。この男の性根が腐っていない事くらい。

　だが、この場で全てを告白させなければ、誰も納得しない。

　自分が慕っていたはずのレイスの前で話すのは酷こくな事かもしれない。

　だが、それでも追及の手を緩めずに問う。

　……薄々、気がついてはいる。俺も、レイスも。

　だがそれでも、今ここで話させなければ皆に遺い恨こんが残ってしまう。

　レイスが去る街。そこに憂いを残したままには出来ないのだから。

「……ある男の使者が来たんだ。近々、この街にいるマザーと呼ばれる人間を手に入れると。勿もち論ろん、そんな人間を私が黙って見過ごすわけがないだろう。だが──」

　タキヤが語るのは、屈くつ辱じよくと敗北のエピソード。

　自分の勢力が次々に葬ほうむられ、絶対に敵わない相手なのだと植え付けられたのだと。

　そこからは、完全に支配される側の人間の思考になってしまったようだった。

『勝てる筈がない』『もう止められない』。つまり、タキヤはレイスがその人物の手に落ちるのは時間の問題だと悟ったと。

「やつに協力すれば、私もマザーと共に傍に置いてもいいと、そう言われた」

「……お前は、母に仇なす人間の甘かん言げんに耳を傾けたのか？」

　……つまりこいつは、連れ去られる母と一緒にいたいが為に、その手引きをしたと？

「だ、そうだ。この話を信じるか否かは、皆の判断に任せる」

　呆れたらいいのか、それとも哀あわれめばいいのか、その判断がつかないタキヤの言い分。

　だが、それを聞いた一同は、どちらかというと後者の反応が多いように見受けられた。

　同じ境きよう遇ぐうだから。同じようにレイスに育てられたから、その気持ちが分かる……か。

　ならばもう、こいつの処しよ遇ぐうは街の人間に任せるべき、だろうな。

　個人的には、今すぐここでぶん殴ってやりたいところだが。

「……タキヤ。貴方はどうして、周りの人間、私に相談しなかったの？」

　すると、静かに事の成り行きを見守っていたレイスが、ゆっくりとタキヤの下へ歩み寄っていった。

　平坦な、感情の起き伏ふくを感じさせない無機質な声にタキヤがさらに恐怖の声を上げる。

「マザーの手を煩わずらわせるわけにも…………」

「正直に、言いなさい」

　へたり込んでいたタキヤの前で膝を折り、顔と顔を突き合わせ強く言葉をかける。

「……なにも出来ないと、思われたくなかった。他の連中に、甘く見られたくなかった」

「そんな意地を張ったから、こんなに傷ついたのよ、貴方は」












　自分を偽る行為。大好きなものを自ら傷つける行為。周りを欺あざむき続ける行為。

　それらは、全て自分の心を殺す行為だ。

　レイスは、それが許せなかったのだろう。だから彼女は最後まで、襲撃者の質問に答えず、ただ大人しく……タキヤを見つめていたのだ。

「貴方の気持ちは分かったわ。後のことは、これから街を支えていく皆が決める事。これが、私が貴方達に与える最後の宿題です」

　レイスは立ち上がり、一同にそう告げた。

　皆、タキヤを静かに見つめる。申し訳なさと、僅かばかりの怒りと、そして悲しみの表情を浮かべながら。

「……今日の会合は一度終わりにします。それぞれ話したい事、相談したい事もあるでしょう。私はまだもう少しこの街にいます。その間に訪ねてきて下さい」

　レイスはそれだけ言い残し、ゆっくりと会議室を後にしようとする。

「マザー、私は念の為ここに残ります」

「ありがとう、スペル。後は任せたわね」

　俺とリュエも、レイスに続き部屋を後にする。

　お疲れ様、レイス。よく頑張ったな。

　そしてお疲れ様、リュエ。よくみんなを守ってくれたな。

　二人に心のなかで労ねぎらいの言葉をかける。

　すると、前を行くレイスが小さく呟いた。

「……これが、私が抱える問題の一端です」

　不安そうな声を出さないでくれ。これくらいで投げ出したりはしないから。

「大丈夫。レイスの為なら最悪国の一つや二つ落としてみせるさ」

「ふふ……そこまで言ってもらえるなんて、私は幸せ者ですね……」

　む、信じてないな？　本当に落とすからな？　もし相手が本当に国の重鎮だったら問答無用で亡国にしちゃうからね？

　だがなんにせよ、ようやくレイスが旅立つ為の準備が整った。

　街を蝕むしばむ存在を排除し、いつか訪れる災厄を俺へと向かわせる為の布ふ石せきも打った。

　さぁ、まだ見ぬ敵さんよ。お前さんが敵対する事になったのは、かつて世界を神から奪い取り、最強を下した正真正銘の魔王様だ。

　最近では歩く対国兵器のような扱いを受けている俺に、どこまでやれるかね？

「ところでカイさん……あの、私を一生その……抱きしめるというのは……」

「言葉のアヤです。期待を込めて見つめないで下さい」

　……やっぱりだんだんはっちゃけてきてませんかね、レイスさん。
















　あの襲撃から一夜明け。

　念のためリュエと二人でレイスの館に泊まることになったのだが、色々と大変でした。

　女の園で一人過ごす。やれハーレムだやれ男の夢だと言う人間もいるかもしれないが、そんな事あるわけないだろうが！

　いいか、ああいうのは全員が自分に対して無む償しようの愛を捧げてくれていると知っているからそう思えるのであって、現実世界で同じ状況になったら絶対後悔するぞ！

「レイス、今日からリュエだけ置いて俺は宿に戻るけど大丈夫かい？」

「あの……なにか気に障る事をしてしまいましたか……？」

「いや、もう娘さんもレイスもみんな美人さんすぎて気疲れしちゃうんです」

「そんな、急に口く説どかれると私も心の準備が出来ていないのですが……」

「いや、口説いてない口説いてない」

　どうも商売上の付き合いではなくなると、たまにこういう天然なのか狙っているのかわからないボケが飛び出してくるんですよね、このお姉さん。

　だが実際、俺は一度宿に戻った方がいいだろう。恐らく、今日明日あたりから俺も忙しくなるだろうし。

　間違いなく、俺がレイスを連れて行くという話は街中に広がるだろう。

　そして……それを大人しく受け入れる人間ばかりとは限らない。

　あの会合の場にいた人間はまだ分かる。だが、そうじゃない人間、又聞きしただけの人間はどうだろうか？　恐らく、何人かはこちらに殴りこみでもかけてくるだろう。

　ならば……それら全てを受けて立つ事こそが、この街からレイスを奪う俺が負うべき責任なのではないだろうか？

「とにかく、俺は一度戻るけれど、リュエの事はこのままお願い出来ないかな？」

「それは勿もち論ろん良いのですが……あの、ご飯だけでも食べにきてくれますか？」

　待って、破壊力がとんでもない。その上目遣いはやめて下さい。卑ひ怯きようです。

　大丈夫か、彼女とこれからずっと一緒とか。毎日が理性と本能の激突じゃないですか。

「絶対食べに来るから安心してくださいな」

　内心の葛かつ藤とうと、赤くなりそうな顔を隠すように背を向けて、館を後にする。

「カイさん！」

　すると背後から声がかかり、思わず振り返ると──

「いってらっしゃいませ」

　……その満面の笑みに、とどめ刺されました。




　宿に戻る前に俺は一度ギルドに顔を出す。

　ブックさんが戻ってきていないか、そして昨日の襲撃者についての続報を聞く為に。

　すると、今日は珍しい事に大盛況なご様子。多くの冒険者達が、真剣な様子でロビーの一角で顔を突きあわせて話し込んでいた。

　それを尻目に受付へ向かい、用件を済ます。

「ブック様は既すでにこちらに向かわれているはずですが、到着するのは明日以降かと」

「そうでしたか。じゃあもう一つ……先日の件、ギルド長から何か知らせは？」

「依い然ぜん、進展はありません。追跡に向かった人間からの連絡は、恐らく次の町に着き次第になるかと」

　確かに携帯電話のような物が存在しない世界では、そうそう頻ひん繁ぱんに報告も出来ないか。

「それと……タキヤ様のところに送り込まれていたもう一人の冒険者が、情報と引き換えに保護を願い出ております。判断は保留中なのですが……」

　もしや、あの時の狙そ撃げき手しゆだろうか？　扉越しの会話を思い出すに、中々判断力に優れた人間と思われたが……逃亡よりもこちらに寝返る方を選んだのか。

「オインクにこの話は？」

「情報を聞き出した後に始し末まつせよと。ですが、最終的な判断は当事者のカイヴォン様に委ゆだねると言っておられました」

　わーお、さすが組織の長。こうなるといつもの甘い顔が完全に消えるんですね。

　実際に危害を加えられた訳ではないが、どうしたものか。

「面倒だからオインクに殺す以外の利用法を考えるように言っておいてくれ」

「……かしこまりました」

　さて、これで一先ずギルドに来た目的は達せられたのだが、やはりこのいつもとは違う空気の正体が気になってしまう。

　それについて尋ねようとした時、今の件を急ぎオインクに伝える為、職員のお姉さんが奥に引っ込んでしまった。

　ふと、こちらの様子を見ている職員がいる事に気がつく。この街のギルドには珍しい男性の職員のようだが、彼に聞いてみようか。

「すみません、ちょっといいですか」

「……はい、どうなさいましたか」

「いつもよりギルドに人が多いみたいですが、何か大だい規き模ぼな討伐でもあるんですか？」

　それとも、みんなで草むしりでもするのだろうか？

　一斉に農作業に勤いそしむ冒険者……ちょっと見てみたい気もするな。

「ええ、大規模な討伐……防衛戦とでも言った方がいいかもしれませんね」

「防衛……そんな危機がすぐそこまで？　作戦の開始はいつ頃です、対象と数は？」

　なんと、マインズバレーの時のような魔物の氾はん濫らんでも起きたというのだろうか。

　よく見れば職員の顔もどこか険けわしく、まるで睨むような切せつ羽ぱ詰つまった表情をしている。

　すると突然、バシンと叩きつけるように職員が一枚の依頼書を提示してきた。


「対象は一名──貴方です！」




　討伐依頼　対象『カイヴォン』

　受注資格　この街を愛している事

　報ほう酬しゆう　　　マザーと共にこの街で生きていける事

　依頼主　　ウィングレスト有志一同






「貴方はこの街からマザーを奪う外がい敵てきも同然。こうなる事は分かっていたでしょう」

「……ギルドで正式に依頼として、受じゆ諾だくしたと」

　彼は、職員である以上オインクから俺についての通達も受けているはず。

　それにも拘かかわらず、こうして宣戦布告ともとれる行動に出たというのか。

　並々ならぬ覚悟があるのだろう。気が付くと、ロビーにいた人間が全員、こちらへと迫ってきていた。

　猛もう烈れつな敵意をこちらに向けている面々が、逃さないぞと言わんばかりに取り囲む。

　……こんな風に、敵だと認定したわけでもない相手に、一斉に敵意を向けられるなんて中々ない経験だ。だが、これが自分に課せられた試練、責任なのだと納得する。

「……街で働く人間が、一斉にいなくなる覚悟は出来ているか？」

「……貴方には専用の依頼を用意してあります。こちらを、受けて頂けますね？」





　指定依頼『冒険者達および希望者との模擬戦』

　指定先　カイヴォン

　依頼主　ウィングレスト有志一同






　たった一日で、ここまで用意するとは。

　これによって、誰も罰せられることなく正式に、依頼という形で殴りこみが出来ると。

　ギルド預かりの決闘ではなく、こういう形をとるのなら……もはやルールなしの死し闘とうと言っても過言ではない。

　だが、それを飲み込んだ上でこの依頼書に、皆の前でサインする。

「場所はどこだ。今すぐ向かうぞ」
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「レイスレイス！　いいのかい、これ本当に貰ってしまっても！」

「ええ、娘達が昔着ていた服ですが」

「すごいねぇ、あっというまに私にピッタリのサイズになったよ」

　私の新しい仲間、レイス。同じ時代を生き、そして同じように呪じゆ縛ばくに囚われていた人。

　この街でみんなのお母さんをやっていた、そんな素敵な女性。

　そして……どこか懐なつかしいような、不思議な気持ちにさせてくれる仲間。

　彼女の家でこれからお世話になる事になった私は、旅立ちの前に館を一斉に掃除しようという彼女と行動を共にしていた。

　様々な思い出が詰まっていそうな、傷だらけのクローゼット。

　たくさんの、本当にたくさんの手紙が詰まった文ふみ机づくえ。

　それだけじゃない。彼女は物を大切にするのか、倉庫の中にはたくさんのバラされた家具が眠っており、使い込まれた工具と一緒に大事に保管されていた。

　そんな彼女は『再さい生せい師し』という職業を持っているらしく、その技を披ひ露ろうしてくれた。

　もう館を出た娘さんが残したクローゼットに眠っていた、ドレス。

　それを、あっという間にサイズを小さくしてみせたんだ。

　つい、術式の解かい析せきをしてみたくなったけれど、それはまた別の機会。

　今はこの新しい仲間の事を、もっと、もっともっと知りたい。

「レイスはいいお母さんなんだね。この椅子も、このテーブルも、全部自分で作ったんだろう？　節約は大事だからね」

「分かりますか？　ふふ、貧乏臭いでしょう？」

「そんな事ないよ。私も木もつ工こうが得意だからね、今度なにか作ろうよ」

「ええ、是ぜ非ひ」

　凄すごく、素敵な顔で笑う人だ。

　初めて会った時。私は少しだけこの人の笑顔が苦手だった。

　その理由が分からなかったけれど、今なら分かる。

　あれは、自分を偽る人間の笑顔だった。だから無意識に嫌けん悪おしてしまったんだ。

　そう……私があの森でカイくんに向けていたのと同じ表情だったから。

「レイス、これからよろしくね。困った事があったらなんでも言うんだよ」

「はい、よろしくお願いしますね、リュエ」




　今晩の食材を買いに行くからと、私はレイスと一緒に色いろ町まちを通る。

　たぶん私がいなくても、もうレイスに絡からんだりする人はいないとは思うけれど、昨日の事もあったからつい、一緒に行くと申し出ちゃったよ。

　みんなが微笑ましそうな顔を向けてくるのが、少しだけ恥ずかしかった。

「それにしても今日は人が少ないね」

「言われてみれば……いつもなら搬入や用よう心じん棒ぼうの方がお店に向かう頃なのですが……」

　色町の中にも食料品を取り扱うお店もあって、私達もそこに向かっていた。

　私も、この界かい隈わいの警備を受け持っていたから、ここの生活のリズムはだいぶ把は握あくしているつもりだ。

　夕暮れ前。丁度今くらいの時間になると、出勤する女性を護衛するようにお店の用心棒がやってきたり、軽食を出す関係で商人が食料品を卸おろしにやって来るはず。

　けれども、今日はそんな男性の姿が一人も見当たらない。

　それだけじゃない。目当てのお店が開くまでの間、近くにある酒場で時間を潰している男の人達の姿すらなく、そもそもその酒場が今日は店を開いていなかった。

「……男の人が、誰もいないね」

「おかしいですね……これは異常です」

「ちょっと色町の外に出てみようか」

「ええ……少し嫌な予感がします」




　色町を抜けて、ウィングレストの街の中央にある広場までやって来た。

　ギルドまであと少しの場所まで来たというのに、何な故ぜか沢たく山さんの馬車でバリケードが作られていて、これ以上先には進めないようにされてしまっていた。

　その馬車をよく見れば、色町で見かけなかった商人の持ち物だということが分かった。

　それに馬車の向こうからは先程まで影すらなかった大勢の男の人の声が聞こえてくる。

「これは……意図的に封ふう鎖さしているようですね。これをどかす事は可能ですか？」

「お安いご用さ」

　私は自分の身体に補助魔法を掛け、傍そばに停めてあった馬車の荷台を押しのける。

　すると、どうやら見張っていた人間がいたらしく、困こん惑わくの声が聞こえてきた。

　ようやく出来た隙すき間まに、レイスが身体を潜りこませて内部へと足を踏み入れる。

　私も後を追って入ると、先程の声の主がうろたえた様子でレイスと対面していた。

「これはなんの騒ぎです。色町の外だからといって、何をしても良いという訳ではないのですよ？」

「マ、マザー……これは違うんです。ちゃんと許可を取ったんです」

　本当に街中の男の人が集まっているのか、すごい熱気に包まれている広場の中心部。

　けれども、聞こえてくるのはただの歓声などではない。これは……叫び声？

「通して下さい。中心で何をしているのです」

「ダメだ！　マザーには見せらんねえ！　これは俺達の問題だ！」

「そうだ、こいつばっかりは俺達の手でやらなきゃなんねぇんだ！」

　こちらに気がついた他の面々も、レイスの前に立ちふさがりこれ以上進ませまいと両手を広げる。

　どうしてこんなに必死なんだい……この中央で一体なにが──




「オラどうしたぁ！　来いよ、もっとだ！　一発入れてみろ！」




　その時、中央から大きな怒声が響いてきた。

　鼓こ膜まくに突き刺さる、辺りに響き渡る、とびっきりの感情のこめられた叫びが。

　私は我慢出来ずに、立ちふさがる人達を吹き飛ばし、そのままどんどん進んでいく。

　草木をなぎ払うように、邪魔する者を乱暴に弾き飛ばし押しのける。

　今聞こえたのは間違いなくカイくんの声だ。私はあんな風な声を出す彼を見たことがない。

　演技だったり、恐ろしい声に変化させたりしたものしか知らない。

　こんな、いつもの調子のまま怒りを露あらわにした声なんて聞いた事がない。

「どうしたんだい……なんでそんな声を出しているんだい……」

　その怒りの声には、かすかに他の感情が混じっているように感じた。

　私にはそれが、誰かに謝っているように聞こえた。

「あんた……姐あねさん、どうか引き返してくれ。あんたを敵にまわしたくはねぇ」

　今度は、私が色町で捕まえた事がある人間達が立ちふさがった。

「……そこを、どけ！」

　邪魔をするな、私はカイくんが心配なんだ！

　氷の壁を生み出し、強引に道を創りだす。

　そして、ようやく中央への進路を確保した私は、そこを一気に駆け抜ける。

　すると、そこに広がっていたのは──




「チクショウ！　チクショウ！　なんだってんだテメェはよ！　なんでなんだよ！　どうして俺達からマザーを奪うってんだよ！」

「俺が必要だからだ！　レイスが望んだからだ！　どうした、立て！」

「マザーの名前を気安く呼ぶんじゃねぇ！　うおおおおおおお！！！」




　夥おびただしい数の人間が、辺りに転がっていた。

　武器を使った様子はなく、皆顔を腫はらしたり、蹲うずくまっていたり、悔しそうに足を押さえて転がっていたり。

　そして中央にいるカイくんもまた、上半身の服を失い、武器もなにもない素手で大勢の男の人と対峙していた。

　これは、どういう状況なんだい？　どうしてカイくんが街の人と戦っているんだい？

　どうして、みんなそんな目でカイくんを見るんだ。カイくんは敵じゃないのに。

「……そういう事でしたか」

「レイス、止めておくれよ！　街のみんながおかしいんだ！」

　いつの間にか、レイスが私の作った道を使ってすぐ後ろまできていた。

　この光景を見て、どこか諦めたような表情を浮かべている彼女。

「……止められるでしょうか。私は、途中何度も彼らに足止めをされました。こんな事、初めてです。それほどまでに、彼らの意思は固いのだと思います」

「レイス、どうしてこんな事になったのか分かるのかい？」

「……私のせいです。恐らく、私が旅立つ事が納得出来ない人間がカイさんに勝負を挑んでいるんでしょう」

　勝負……たしかにお互い武器を持っていないし、しっかりルールがあるんだと思う。

　そもそも、カイくんが本気で相手をしたら……誰も生きていないはずだ。

　そのルールにカイくんが従っているというのなら……。

「カイくん、自分から勝負を受けたのかな」

「恐らく……そうでしょう。私がみんなを説得するべきだとは思うのですが……どうしてか……どうしてでしょうか……止めようとする気が……起きないんです」

「レイス？」

　彼女の声が震える。うわずる。どうして、どうして君まで悲しそうにしているんだい。

　私には、よく分からないんだ。受け入れる事に慣れてしまっている私には……。

　けれども、ここにレイスを連れてきたらいけなかったのは分かる。

　だけどもう、知ってしまったから。だから、私は最後までここで二人を、レイスとカイくんを見守らなくちゃいけないんだと思う。

　するとその時、また新たな人間がカイくんの前に一歩歩み出た。

　その人物は──




「……私がここに立つには相応ふさわしくない、と、この場にいる誰もが思っている事だろう」

「タキヤか」




　理由があるとはいえ、街に、母と慕したっていたレイスに牙を剝むいた人。

　そして、誰よりも傍にいたいと強く願った故に間違えてしまった人。




「だがそれでも！　たとえマザーが望み、そしてお前がマザーを守る力を持っているとしても！　裏切り者と罵られようとも私は、お前の前に立ち塞がらなければならない！　それは私の最後のケジメだ！」

「よく吠えた！　来い、お前もこの連中と同じように、地べたで敗北を嚙み締めろ！」




　ねぇ、レイスは凄いね。これだけみんなに愛されているんだね。

　泣いちゃダメだよ、しっかりと見なくちゃダメだよ。

　私は、顔を伏せているレイスの肩に手を乗せて、前を向かせる。

　なんだか、私より大きいし立派なのに、妹みたいだね、レイス。

「ほら、頑張ってるよ。あのカイくんに立ち向かってるんだ。凄い事なんだよ」

「はい……みんな、私の自じ慢まんの子供達ですから」

「最後まで見守ろう。きっと、みんな納得してくれるから」

「はい……ありがとうございます、リュエ」

　勝負は一瞬だった。

　タキヤが全力で駆け寄り、大きく振りかぶった拳こぶしをカイくんの顔へ突き出す。

　けれども、カイくんは上半身だけを大きく横にずらして避けて、そのまま戻る勢いを乗せた拳をタキヤの顔に叩き込んだ。

　吹き飛ぶ。他の大勢の人間が横たわるその場所へ、同じように。

「……まだ立ち上がる奴はいるか！　俺に挑む奴は、レイスを引き止める奴はいるか！」

　周囲に呼びかける。

　まだ勝負を挑んでいない商人や、あまり戦い慣れているようには見えない人達が皆、うつむきながら悔し涙を流していた。

　倒れてる人達も、みんな肩を震わせていた。

　たぶん、本当はみんなも、受け入れていたんだ。

　けれどもきっとそれは、私のように、私があの森に取り残された時のように無理やり自分を騙だまして受け入れたんじゃない。

　キチンと納得して、けれどもその上で挑まなくちゃいけないと、そう思ったんだ。

「もう……いないみたいだな。だったら改めて俺は宣言する！」

　全員が注目する中で、カイくんは再びあの姿、魔王のような姿になる。

「レイスは、皆の慕う彼女は、俺が未み来らい永えい劫ごう、万難を排し、守り続けると誓おう！」

　強く強く、街全てに響くような声で彼は告げた。

　ふふ、レイス聞いてる？　ちゃんと最後まで聞いてあげないとダメだよ？

「今は俺を信じろ。レイスは絶対に幸せにする。絶対に悲しませない。だから……俺にお前達の母親を任せてくれ」

　ほんの少しだけヤキモチを焼いてしまうよ。

「レイス。そろそろ戻ろうか」

「はい。これ以上私がここにいるわけにはいきませんから、ね」

　泣きながら、照れながら、顔を赤らめながら言うみんなのお母さんだったレイス。

　大丈夫。きっと時間はかかるかもしれないけれど、みんな納得してくれるよ。

　昔、なにかで読んだ事があるんだ。男の人はね、殴り合いの喧けん嘩かをした後は仲直りするものなんだってさ。

　今日、私達はなにも見なかった。そういう事にしようと二人で決めたのだった。
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　結果発表！　俺一名ＶＳ街の有志一四七名＋ギャラリー数百名からの精神攻撃！

　……なんて、おちゃらけて考えられたらどんなに気が楽か。

　結果として、俺が全員と拳で殴りあうという形で終わらせたが、はたしてこれで納得してくれたのだろうか。

　いや、そもそもこれは納得するしないの問題ではなく、男として、家族としての意地だったのかもしれない。

　娘を嫁に欲しいとくる男に、父が厳しく当たるように。時には『一発だけぶん殴らせろ』と言うように。

　もしかしたら、ここで俺は皆に一発ずつ殴られなければいけなかったのかもしれない。

　だが、俺は彼女を守りぬくと、力ずくで奪ったのだと、それを示すためにも強くあり続けなければならなかった。

　だからこそ、力こそセーブしたが、全員を一撃の下に沈めるという決断をしたのだ。

「殴る方も痛い……そんなはずないんだけどな、俺に限っては」

　痛みもなにもない、武器として振るわれた右の拳を軽く撫なでる。

　ああ、そうだ。俺が痛みを負うべき時は、今ではないのだから。

「……そろそろ辺りも静かになったかね」

　自室で先程までの戦いを思い返していた俺は、ようやくベッドから重い腰を上げる。

　やはり宿の主人もあの戦いに赴いたのか、今は彼の奥さんが受付をまかされている。

　恐らく、他の場所でも似たような事になっているはずだ。

　だが、仮にもギルドから依頼として引き受けた以上、報告には行かなければなるまい。

　まだ少し街に出るのが恐いけれど、仕方ないだろう。




「申し訳ございませんでした！」

「いえ、ある程度予想どおりの展開だったので」

「ですが、中立であるべき我々ギルドがこのような依頼の受諾許可をするなどあってはならない事……この件に関わった全てのギルド関係者、および冒険者には相応の──」

「じゃあこう言いましょう。この件をもみ消せ。なかった事にしろ。これはランクＳＳを持つ俺からの命令だ」

「ぐっ……しかし」

「今回だけの特例です。今後、同じような問題が起きないように努めてください」

　到着早々、ギルド長に呼び出され、こうして土ど下げ座ざまでされているという状況。

　確かにギルドとしては問題だが、今回ばかりは仕方がないとも言える。

　そっちが規則や依頼のシステムを利用して勝負を挑んだのだから、こっちだって制度や権力を利用してなかった事にしたって文句は言えないだろう？

　オインクに知られると厄介そうだし、この件はこれで終わりって事でいいだろう。

「というわけで、依頼は無事達成。街の有志の皆さんとの模擬戦も終わりましたし報酬の件でお話、しましょうか」

　あの依頼、報酬について言及されていなかったんですよね？

　俺は満面の笑みを浮かべながら、再び顔を青くしたギルド長と交渉を始めるのだった。
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「いやぁ臨時収入って嬉うれしいものだねぇ」

　ホクホク顔で色町を進んでいく悪徳冒険者こと俺。

　たっぷりと、そりゃもう○の数が片手じゃ足りないだけ頂きましたよ。

　実際、この街でかなり散財しましたから。主にレイスの店で。

　それにしても、あの館そのものは美しく調度品も一流だが、居住スペースはそこまで豊かというわけでもないし、稼かせいだお金はどこに消えているのだろうか？

　酒の補充にしたって生活費にしたって、正直こちらが支払った金額だけで余裕で間に合うだろうし、もっと贅ぜい沢たくな暮らしだって出来るはずなのだが……。

　そんな事を考えているうちに、本日もお邪魔しに来ましたプロミスメイデン。

　今日も休業という事になっているのだが、俺はその門を開き館の裏手へと回りこむ。

　ノックを三回。すると、反対側から非常に聞き覚えのある声が返ってくる。

「合言葉を言うんだ！　ええと……山！」

『ええと』って、今考えたんですか貴女。とりあえず定番とも言える答えを返す。

「川！」

「残念、山といわれたら『盛り』だよ。山盛りのアイスを食べてみたいなぁ」

「今度作ってあげるから早く開けてくださいな」

「はーい」

　はい、というわけで扉の向こうにいたのは我わが家のエルフさんでした。

　しっかり門番をしているようですね、偉い偉い。

　いつもの癖くせで頭に手を伸ばそうとしたところで、ふと彼女がジッとこちらの顔を見つめている事に気がつく。

　そこにあるのは不ふ思し議ぎそうな表情。だが、なにかに納得するようにその表情を消す。

「どうした？　なにか顔についていたか？」

「ううん、なんでもないよ。カイくん、おかえりなさい」

「ただいま」

　ここでお世話になっている訳ではないのだが、それでもつい『ただいま』と返してしまう、そんな空気がここにはあった。

　それはもしかしたら、目の前にいる彼女が与えてくれる安心感なのかもしれない。

　館内ではすでに夜の支し度たくが始まっており、今朝よりも幾いく分ぶん力が入っているように見受けられた。

　レイスが台所で指揮を執りながら、娘さん達がテキパキと手を動かす。

　その光景に、かつて働いていた厨ちゆう房ぼうと……台所に立っていた自分の母を思い出す。

　それは過去への憧どう憬けいなのだろうか。それとも、純粋な思い出なのだろうか。

　隣を見る。わくわくと、なにが出来るのか楽しみに待つ子供のような彼女。

　その姿を見て、ほんの少しだけの迷いを振り払う。

　憧憬なものか。今この時こそが自分の最良の時だ。

「席に着こうか。なにが出来るか、楽しみに待っていよう」

「そうだね。座ろう座ろう」

　そうだとも。彼女は、彼女達は今この瞬間、ここにいるのだから。




　次の日の朝。本日もプロミスメイデンで朝食を頂く約束をしていた俺は、そこでスペルさんにある報告を受ける。

「え？　今朝方ブックさんの魔ま車しやが？」

「はい。朝の買い出しに行ったら丁度貴き賓ひん館かんの方に向かって行ったのを見ましたよ」

　彼女が買い出しに色町の外へ行った際、丁度ブックさんが戻ってきたというのだ。

　それはつまり、ついに本当に話をしなければならない相手が戻ってきたという事。

　会いに行かなければならないだろう。レイスをこの街から連れ去ってしまうのだから。

　何年もレイスを慕って足しげく通い、そしてなによりも俺と彼女を引き合わせてくれたブックさん。

　その彼に、俺は会いに行かなければならない。

　決意が揺るがないうちに、俺はレイスに彼の下に向かう旨を伝えに行くのだった。

　レイスは朝が弱いらしく、いつも娘さん達の朝の支度が終わる頃に起きてくるそうだ。

　光栄にも寝起き姿の彼女を拝おがむことが出来る役目、起こしに行くという栄誉を賜たまわった俺は彼女の部屋へと向かっていく。

　そして、やや控えめにノックをすること三回。返事が一切ないのだが、これは開けて声をかけるべきなのだろうか。

「『扉を開け』。そう俺の中のなにかが囁ささやいている」

　というわけで失礼します。

　扉を開けると、ベッド脇わきに飾ってある花だろうか、その甘い香りがふわっと広がった。

　そしてそのベッドには大きな膨ふくらみが。ふむ、貴女は潜って眠る派なのですか。

「レイス、そろそろ朝食の時間だから起きてくれないかい？」

「……うぅ……」

　うめき声のような、そんな籠こもった声が布団の膨らみから聞こえてくる。

　ふむ……なんかイメージに合わないな。

「レイスー、もう七時半だぞー。今から早起きに慣れておくんだー」

　再び呼びかけてみると、ようやくその布団の膨らみに反応が。

　モコモコと蠢うごめき、まるで卵を破り生まれようとするなにかのようなその動き。

　……あれ、妙に膨らみが大きくないかこれ。

「うー！　くるしー！　放しておくれよー」

「ううん……」

　……毎度お馴な染じみのあの方の声が聞こえてくるんですが。

　すると、布団からリュエが頭だけを出してきたではありませんか。

　なんですか貴女、一緒に寝てたんですか。うらやまけしからん。












「カイくん、レイスが起きてくれないし放してくれないんだけどどうしようか」

「ふむ……ちょっとペチペチしてみなさい」

「よしきた」

　昨夜一緒にお酒を飲んでいたら、そのまま一緒に眠ってしまったとの事。

　そしてそのまま見事に捕ほ獲かくされてしまったそうな。

　それとですね、そこはペチペチじゃないですよね。プルンプルンですよね。

「ぅ……リュエ……？」

「おはようレイス。私は抱きまくらじゃないから放しておくれ」

「……ふふ、夢ではないのですね。えい」

「うわ」

　ちょっとお兄さんには刺激が強すぎるふわふわで甘々な空気ですね、外で待ってます。




「お……お騒がせしました」

「ははは、中々いいものを見させて頂きました」

「自分で言うのもなんだけど、私より朝が苦手だなんてね」

「リュエは旅が始まってから少しずつ改善されてきたからな」

　無事に目覚めた、眠り姫シスターズを伴ともない食堂へ。

　今朝は朝の定番中の定番であるベーコンエッグに、ちょっと変わり種だがトルティーヤのような薄い生地のパン。

　それに、コールスローサラダというメニューだった。

　どうやらベーコンエッグは完熟のようで、皆それをコールスローサラダと一緒に生地で巻いてかぶりついていた。

　皆さん、家の中だと結構ワイルドなんですね。なおリュエさんは平常運転です。

「ところでレイス、話があるんだけれどいいかい？」

「はい、どうしましたか？」

　くるくると生地を丸めていた彼女に、ブックさんが街に戻ってきている事を伝える。

　すると、ついにこの時が来たのだと、そう決意を示すようにガブリと一口『で』食べた後に、ゆっくりと話しだした。

「筋を通すのでしたら、本来ならば真っ先に話すべき相手。それが彼ですからね。私も、そしてカイさんも……」

　くるくるくる。

「ああ、その通りだ。だから朝食が済んだら面会出来るようアポイントを取ってくるよ」

　くるくるくるくる。

「……お願いします。彼は多た忙ぼうな身ですからね、早い方が良いでしょう」

　くるくるくるくるくる。

「任された。面会をするとしたら、時間は夜の方がいいかな？」

「そうなりますね。日中は街の方々と今後の引き継ぎについて調整がありますので」

　くるくるくるくるくるくる。

「……ところで。レイスは結構いっぱい食べる方なんだね」

「──あっ」

　先程からこちらを見ながら会話をしている最中も、彼女の手は淀よどみなく生地をくるくると巻いておりました。

　なんというかシュールすぎていつ突っ込んで良いのか分からなかったんです。

「……その、朝は多めに食べてですね、一日の活力をですね……」

「なに言ってるんですマザー。昼も夜も私達より沢山食べてるじゃないですか」

　と、ツッコミを入れるスペルさんと、その通りだと頷うなずく娘さん達一同。

　そして真っ赤になるレイスと、対抗意識を燃やしだしたのかせっせと生地を丸めだすリュエさん。

　おかしいな、ついさっきまでそれなりの覚悟を以て挑もうとしていたのに、すっかり肩の力が抜けてしまいましたよ。




　朝食を済ませ、早速ブックさんに面会の申し込みを入れに向かったのだが、どうやら戻ってすぐに休んでしまったそうだ。

　仕方ないだろう。確かに長距離移動の連続は疲れる。

　どうやら今日は他に仕事は入っていないらしく、恐らく夕方以降ならば問題なく会えるだろうと門番の人間に太たい鼓こ判ばんを押され、一旦館へと戻るのだった。
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　プロミスメイデンの客室の一つを借りていた俺は、アルコールの含まれない飲み物を頂きながら、その時が来るのを静かに待っていた。

　そして窓から差し込む光が瓶びんへと反射し、その光が朱に染まり始めた頃。俺はついにこの時が来たのだと部屋を後にし、レイスとリュエの下へと向かう。

　すると、リュエは既に準備が出来ているというのに、レイスは未だ部屋に閉じこもったままだと言う。

　俺は心配になり、彼女の様子を見に部屋へと向かう。

「レイス、俺だよ。そろそろ時間だけど──どうしたんだ」

　室内に入ると、彼女が思いつめた表情を浮かべ、じっとクローゼットを見つめていた。

　ほとんど空になったはずのその場所。だが、そこに一着だけ、とても、とても小さな服が残されていた。

「それは……子供服？」

「あ！　いえその……すみません、少し考え事をしていました」

「随ずい分ぶん悩んでいる風だったけれど……その服がどうかしたのかい？」

「……これは、ある子供に渡そうとして、ついぞ渡せなかった服、なんですよ」

「……そうか」

　彼女のその様子に、これ以上深くは聞くまいと、そこで話を切り上げるのだった。




　二人と共に、貴賓館へと再び訪れる。

　すると、門番がすぐに館へと入り、一人の老人を伴い戻ってきた。

　執しつ事じ服ふくを身にまとった、経験と知識をその身にたっぷりと蓄えていそうな人物。

「お話は伺うかがっております。カイヴォン様、リュエ様。そして……お久しぶりでございますレイス様」

　レイスとも顔見知りの様子のこの人物。ブックさんの秘書……いや、家令だろうか？

「お久しぶりです。ブック様と一緒にこの街に来ていたのですね」

「いえ、私は今回別件でこちらへ赴おもむいたのです。これは失礼しました。どうぞ中へ」

　どうやら彼はブックさんの本宅の屋敷の家令で間違いなかったようだ。

　聞けば、ブックさん同様彼もまた、古くからレイスを知る人物なのだとか。

「旦だん那な様はすでに執務室でお待ちしております。……レイス様」

「……はい」

　先導する家令の男性が、レイスに声をかける。

　その声には、様々な思いが含まれているように感じられた。

　深い。本当に深い感情が。

「……いえ、なんでもございません」

　だが彼は口をつぐみ、そして一つの扉の前で立ち止まる。

　キャラメルのような模様の刻まれた、美しい飴あめ色の扉。

　その扉をノックし、ブックさんの返事を待つ。

「どうぞ入って下さいカイヴォン殿」




　執務室の中は、貴賓館だというのに沢山の資料が収まった棚が並べられていた。

　恐らくこの部屋は、客人が訪れてもブックさんしか使わないのだろう。

　彼の机には今も書類が山積みにされている。だが、彼は嫌な顔一つせずに、手を止めこちらに笑顔を向けてくれた。そして、一呼吸置いてからいつもの調子で──

「むお!?　なんとマザーまでお見えになられるとは！　こ、これはなんと光栄な！」

「ブッくん、私もいるよ！」

「はっはっは、勿論ですともリュエ殿。いやはや、三人揃そろってどうなさったのですかな」

　彼はレイスの姿を見るや否や、そのテンションを一気に振り切らせ、興奮した様子で立ち上がる。あ、書類が崩れた。

「……ブックさん。実は折り入ってお話が──」

　早速切り出そうとした瞬間、後ろに控えていたレイスが一歩前へと踏み出した。

　そして、瞳を閉じて何かを頼むように首を頷かせる。

　……先に話をさせてもらいたい、という事なのだろう。

　俺は彼女に先を譲ゆずり、その後ろへと一歩下がる。

「領主ブック・ウェルド様。突然の訪問、お許し下さい」

「ははは、これは嬉しい驚きでしたぞ。どうかお気になさらず」

　彼女は、少しだけ肩かた肘ひじの張った話し方で、挨あい拶さつの言葉を告げる。

　そして──

「ブック様……いえ、ブック。貴方には、これまで随分とお世話になってしまいましたね。この街を造り、そしてこの地を守り……果ては私達まで」

「マザー……いえ、レイス殿。それは、当然の恩を返したにすぎません」

　いつもと違うレイスの様子に、彼もまた態度を改める。

　どこか飄ひよう々ひようとした空気がなりをひそめ、何かを察したようにその笑顔を真剣なものへと変へん貌ぼうさせる。

　二人は、長い付き合いだと言っていた。それこそ『ブック』と呼び捨てにするくらい。

　恐らく彼がまだ領主となる前。名で呼ぶのが当たり前なくらい若い時から。

　二人はどこか懐かしむように語り出す。若かりし頃の彼と、まだこの街に来る前の彼女の思い出を。

「恩……私が貴方に感じるならば分かりますが、逆となると心当たりがありませんよ」

「なにをおっしゃいます。私がまだ大陸中央の図書館勤めをしていた頃から、何度貴女に助けられた事か」

「……懐かしいですね。毎日沢山の本をカートで運び、私がそんな貴方を呼び止めて本の場所を聞く。そうでしたね」

「私は、レイス殿に話しかけられるのが楽しみでしてな！　同どう僚りようの間では『日曜大工の君』などと呼ばれていましたぞ」

「……それは初耳です。少し恥ずかしいのですが」

「あの頃、レイス殿が探す本はどれもこれも木工に関わるものでしたからな……ふふ、まさかレイス殿のような麗れい人じんから『家具を作るための資料はどこですか』などと聞かれる日がこようとは」

　二人は、在りし日の思い出を楽しそうに語り合っている。

　そして俺は、リュエと共に大人しく二人の思い出話に耳を傾ける。




「貴方があの戦争で頭とう角かくを現したと聞いた時、そして領主に任命されたと聞いた時の事、今でも覚えています」

『あの戦争』、それは恐らく、この大陸の統治制度が変わった時の事だろう。

　そうか……ずっとここに住んでいたのなら、当然レイスもまた、その戦争を経験しているという事なのか。

　……その戦争で、彼女はボロボロになってしまったというのだろうか？

「私も、任命されてから最初に権限を使った時の事を覚えております。貴女を、あの戦いくさで行方が分からなくなった貴女を捜す。それが、私が最初に下した命令です」

「……そして私は、そんな貴方を利用するように、この街を──」

「それは違う！」

　それまで穏やかに話していたブックさんが、レイスのその発言を強く訂正する。

「私は、ただ必要だから、そして貴女の役に立ちたかったから街を造ったまで。それを利用と言うのならば、私はこれからも……永遠に利用されても構いません」

「ブック……」

「……少々取り乱してしまいましたな。して、このような昔話をしたのです。なにか特別な理由があるのでしょう」

　二人の会話が途絶える。

　いよいよ本題を切り出す時が来たのだと、秘かに唾つばを飲み込み、ゴクリと喉のどを鳴らす。

「……思えば、私のお店に来てくださる方々は、皆初めは貴方の紹介で訪れた方ばかりでしたね。本当に、貴方には感謝してもしきれません」

「そうでしたかな？　しかし、それこそそれは最初の事だけの話。彼らが常連になったのも、そしてそこから訪れる人間が増えていったのも、レイス殿のお人柄の力です」

「それでも、私が居着く事が出来る街を造り、そして生きる為の糧かてを稼ぐ手段を用意してもらった事……本当に、本当に私は貴方に感謝しているんですよ」

　深い感謝の念の込められた、優しい言葉。

　それを受け、ブックさんは感極まったのか、うっすらと目に涙を浮かべ始めていた。

「貴方のお陰で、私は一ヶ所に留まり続ける事が出来たのですから。そして──」

　レイスは言葉を切り、背中から生えている小さな羽を羽ばたかせた。

　そう、彼女は今日この場所に本来の姿で現れている。

　街の住人が知らない姿。恐らくスペルさんと、古い付き合いであるブックさんくらいしか知り得ない姿。もしかしたら、先ほどの家令の男性も知っていたのかもしれないが。

「……そう、でしたか」

　彼は静かに目を瞑り、レイスが続きを話す前に穏やかな声こわ色いろで語り出した。

「部屋に入ってきた際にその姿を見た時から、薄々感づいておりましたとも……ついにまた、大空へと羽ばたく時が……来たのですね？」

　その穏やかな声が、徐々に震えを帯びたものへと変わっていく。

「はい。長い間、羽を休ませて頂いた事、心の底から感謝致します」

　それはまるで、長年連れ添った夫ふう婦ふが互いに感謝の気持ちを伝えるように。

　その様子に、少しだけ嫉しつ妬としてしまいそうになる。

　だがそれは俺が抱くべき感情ではない。彼、ブックさんだけが抱く事を許された感情。

　それでも彼は、声を震わせながらも胸中で暴れ狂っているであろう感情を抑えこみ、こうしてレイスの旅立ちに納得を示している。

　これが……自分の感情よりも相手を尊重しようという、大人の男の在り方なのだろう。

　我を通す事を信条とし、時には傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞う事も厭いとわない主義の己おのれとは、決して相容れないその在り方。だがそれでも、不覚にも俺はこの時、心の底からブックさんを格好いいと、尊敬に値する人物だと思った。

　ところが──

「して、そのお相手はどこの誰なのですかな!?　よろしければすぐにでもその方の下に案内してもらいたいのですが！」

「あ、その……実は……」

　唐突に、その表情から『クワッ』と擬音が飛び出してきてしまいそうな様子でブックさんが立ち上がりこちらへと歩み寄ってくる。

「我らがマザーをお任せするのです、まずはこの私がガツンと一発お見舞いせねばなりますまい！　マザーには申し訳ありませんがこれは譲れません！　さぁ、すぐに魔車を手配しましょう。その相手の下へこれからいますぐ向かいましょう！」

　……これから一緒に殴りに行こうかって？　ヤーヤーなノリで？

「なに、私もインドア派ではありますが男ですからな！　若い頃に図書館で鍛えたこの上腕二頭筋で一発ガツンと叩きこまなければ！」

　おかしいな。格好いいと、尊敬すると思ったばかりだというのにこの有り様ですよ！

　そして……微妙に察しが悪い！　何故今日の面会を俺が希望したのか、そして今も俺がここにいるのか考えて下さい。この部屋には今、俺もリュエもいるんですからね！

　だが、その心意気や良し。彼にその意思がある事を確認するのも目的だったのだから。

　ならば……こちらも相応の、全ぜん身しん全ぜん霊れいの本気でそれを受け止める義務がある。

　俺は、今この場で自分の姿を魔王へと、あの姿へと変化させていく。

　そして剣を背負い、そのアビリティを組み替える。




【ウェポンアビリティ】

　［龍りゆう神じんの加護］

　［生命力極限強化］

　［被ダメージ－30％］

　［防御力＋30％］

　［物理耐性＋30％］

　［被ダメージ－15％］

　［防御力＋15％］

　［物理耐性＋15％］

　［全能力値＋５％］

　［アビリティ効果２倍］




　よし、ばっちこい。

　……もはや説明不要、完全なる防御姿勢である。

「カイヴォン殿!?　どうしたのです急にそのような姿になって」

「ああいや、せめてもの礼儀かな、と思いまして」

「礼儀……ですか？」

「ええ。そこまで決意して拳を振り上げると決めたんです。だったら俺もそれを迎える為に全力でお相手するのが筋かな、と」

「迎える……ま、まさか！」

　ブックさんが目を見開き、身体をビクリと震わせる。

　ここまで来てようやく俺がその相手、レイスを迎えに来た人間だと気がついたのだ。

　目に見えるほど動どう揺ようし、彼は一歩後ずさる。その彼に俺は、先程の覚悟を試すように今一度、事実を突きつける。

「グランドマザーは……レイスは俺達と一緒に旅に出る事になったんです。先程の啖たん呵か、見事でした。俺は、そんな貴方になら殴られても良いと思っているんですよ」

　ゆっくりと両腕を広げ、一歩一歩彼へと向かい進んでいく。

　仮面で顔を半分隠しながら、うっすらと笑みを浮かべ歩み寄る今の姿は、もしもこのワンシーンが漫画かなにかだったら背後に『ゴゴゴゴ』と擬音が表記される事だろう。

　さぁ、殴ってください。臆おくせずに、その心の中で渦巻く感情を全て乗せて。

「ひっ！　ひいい！　……しかし、ここで、ここで引き下がる訳には！」

　彼の視線が、一瞬だけこちらの身体を通り越す。

　その先には恐らくレイスがいるのだろう。彼の瞳に再び熱い炎が宿ったのを幻げん視しした。

「引かぬ！　引かぬぞお！　うおおおおおお！」

　少々調子外れな雄お叫たけびを上げ、決死の表情で向かってくる。

　そして大きく腕を振り上げたその時、確かに彼の視線と俺の視線がぶつかり合った。

　怒りと悲しみと諦めと、羨せん望ぼうと失意と感謝と、そして確かに存在する恐怖。

　まぜこぜになった感情が渦巻くその瞳を見て俺は──全ての装備を解除した。

　アビリティの効果も、魔王一式を装備した恩おん恵けいであるステータス強化も全て捨て去る。

　そして次の瞬間、確かに頰ほおに突き刺さる、レイスを思う強い、強くて優しい男の拳。

　振りぬかれた腕と、僅わずかに揺れ動くこちらの首。

　身体を折り曲げ、肩で息をする中年の男性と、それを見下ろすだけの俺。

　……そうだよな、そうなんだよな。やっぱり、アビリティなんてなくても、全くダメージなんてこちらに通らないんだよな……。

　ほとんど防御力を持たないこの装備。

　それにも拘らず、ダメージは……痛みは一切感じられなかった。

　口も切れていない。アザすら出来ていないだろう。ただ、触れられたという事実と押されて動いたという結果だけが残る。

　殴った本人の方が、きっと拳を痛めてしまっているはずだ。

　ああ、痛くないとも。まったくもって、微み塵じんも痛くないとも。

　──クソ、ふざけるな。なんで、なんで痛くないんだよ。

　彼の一撃が、決意と覚悟と、何年も積み重ねた思いを乗せた拳が、全く痛くない。

　それが、それがどうしようもないくらい悔しくて、辛い。

　今この瞬間だけは、心の底からこの身体が憎いと、そう思ってしまった。

「これで……これで長い間レイス殿を待たせた罪は帳消しにして差し上げますぞ！」

　この人は自分の怒りではなく、レイスの悲しみの為にその手を振り上げたというのか。

　この期ごに及んで、まだレイスの為に動く事が出来るのか、この人は。

「さぁ次はカイヴォン殿の番です！　どんな理由があろうとも暴力は暴力ですからな」

　彼は乱れた息を整え身体を起こす。そして気き丈じようにも両腕を広げそう告げた。

　そういう訳にはいかないだろうが。そんな事俺に出来る訳がないだろうが。

　街の住人達の挑戦を受け、何度も拳を振るってきた。それは、彼らに殴られてやる義理なんてないと、不ふ遜そんに、簒さん奪だつ者しやとして在り続けるために選んだ道だ。

　だが、俺は……唯ゆい一いつこの身に大人しく拳を受け入れなければならない相手がいると考えていた。それが彼、ブックさんだ。

　俺が、彼に拳を振るうなんて出来るはずがない。何故なら──

「俺は……もう返しきれない恩が貴方にある。だから、絶対に手は出さない」

　彼には拳を振るう権利があった。それに反撃なんて不義理、出来るワケがない。

　今、ここで言わなければ。奪う者としての義務を果たす為に。

「今まで……今までレイスを守ってくれて、大事にしてくれて、助けてくれて……本当に、本当にありがとうございました」

　深く、深く深く頭を下げ、すぐに踵きびすを返し部屋の外へ向かう。

　今は、一人にした方がいい。同じ男だからこそ、それが分かる。

　成り行きを見守っていた二人も、後に続いてきてくれた。

「ぐ……ぐぅう！　くぅぅぅぅ……」

　そして静かに閉じられた扉の向こうから聞こえてくる、押し殺したその声を聞きながら、足早にその場を後にしたのだった。
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　廊ろう下かの先に、先程案内をしてくれた家令の老紳士が静かに佇たたずんでいた。

　彼はこちらに気がつくと、静かにその腰を折り曲げた。

「カイヴォン様、リュエ様、そしてレイス様……旦那様がご無礼を致しました。どうか平にご容よう赦しやを」

「いえ、こちらこそ申し訳ありませんでした」

「ご配はい慮りよ、感謝いたします。どうか旦那様が落ち着かれるまでこちらへ……」

　彼は、こちらのやり取りを聞いていたのだろうか……いや、恐らくブックさん同様、レイスの姿を見た時から全てを悟っていたのかもしれない。

　未だブックさんの声が微かに聞こえる暗い廊下を後にし、彼についていくのだった。

「……カイくん、大丈夫かい？」

　道すがら、リュエが小さく尋ねる。心配そうな表情を浮かべながら。

「ん、別になんともないよ。回復も必要ないくらいさ」

「そうなのかい？　さっきから凄く痛そうな顔をしていたからてっきり」

「……そうか、そんな顔、してたのか」

　なんだ、やっぱりちゃんと効いていたんじゃないか、彼の拳は。

　基本だな、基本……精神攻撃は基本だ。




　通された応接室には、すでに先客がいた。

　家令の男性は、その先客の姿に一瞬だけ身を強こわ張ばらせる。

「アイドお嬢様……お戻りになられていたのですか」

「ええ、先程。お客様ね、私が対応するわ。貴方は下がっていなさい」

「しかし、この方達は──」

「……下がりなさい。これは命令です」

　その人物は、まだ若そうに見える一人の女性だった。

　だが、彼女からはどこか風格のようなものを感じた。

　先程の男性に命令を下していた事から、彼女が立場ある人間なのは間違いないだろう。

「挨拶が遅れてしまいましたね。当主ブック・ウェルドの長女、アイド・ウェルドです」

　…………は!?　え、なにブックさんってば妻子持ちだったの!?

　ちょっと今から殴り返しに行っていいですかね!?

　改めて目の前の娘さんの姿を見る。気の強そうな目つきだが、間違いなく美人といえるその容姿。そして美しい金髪。これは奥さん、かなりの美人さんと見た。

「ご丁てい寧ねいにありがとうございます。冒険者を生業なりわいにしているカイヴォンです。縁あってブックさんとは懇こん意いにして頂いています」

「ブッくんの娘さんだね？　私はリュエ。彼には魔車に乗せてもらったりしてよくお世話になっているよ」

　ちょっとリュエさんや、それだとブックさんが便利な足か何かに聞こえるでしょう？

　領主、あの人領主だから！

「貴女がアイドさん……私はレイス・レストと申します。はじめまして」

「やはり、貴女が。当主にはどういったご用件で？」

　レイスの名乗りを聞いた瞬間、彼女の目尻が上がる。

　険悪とまではいかない。だが、たしかに彼女から張り詰めた空気が伝わってくる。

「ブック様に話さなくてはならない事があり、そのご報告に立ち寄らせて頂きました」

　レイスは、彼女の事を知っている風に見えた。だが、少しだけ彼女の声には罪悪感と、恐れが含まれているように感じる。

「そうですか。……初めに言っておきますが、私は貴女が嫌いです」

　突然の宣言に、俺とリュエは息を飲む。だが、言われた本人は驚くわけでも、ショックを受けるでもなく、ただ静かにその宣言を、その思いを肯こう定ていするよう語りだした。

「そう、でしょうね。結局私は、最後まであの人を選びませんでしたから」

　アイド嬢は、自分の嫌悪の気持ちをあっさりと受け入れたレイスが気に入らないのか、怒りを露にするように、空を切るように片腕を大きく振りあげる。

　その尋常じゃない様子に雲行きが怪しくなってきたのを感じ、少しレイスの傍へ寄る。

「父がどんな思いで貴女に尽くしてきたか、そして……母様がそんな父をどんな思いで見ていたことか……！　娼婦ごときには分からないでしょうね！」

　微かに、すぐ隣にいたレイスの肩が揺れたのを感じた。

「ブックさんの娘だとしても、さすがに口が過ぎる。これ以上話すことはありません、お暇いとまさせて頂いても？」

　これ以上、ここにいる訳にはいかない。俺は強引に切り上げようと話に割り込み、レイスの腕を取る。

「父のお客様ですからこんな事は言いたくはありませんが……少し下がっていなさい」

　だがそんな俺の言葉も、彼女はなんでもない風に切って捨ててしまう。

　それが当たり前だと、当然だと言わんばかりに命令を加えながら。

　随分と言いなれている様子だな、お嬢様。だが貴族でもなんでもない領主の娘が、それほど偉いのだろうか。

「これはおかしいですね。この大陸には貴族はいないと聞いていましたが。領主の娘にはそんな他人に命令を下すような、無理に引き止めるような権限がおありで？」

「冷静に考えれば、いち冒険者に過ぎない貴方が私の邪魔をするのは、自分の今後の妨げになると分かるはずですが？」

　さすがに、領主の娘さんにまで俺の事は伝わっていないか。

　だが、わざわざこの相手にそれを説明して納得させようとは思えなかった。

　ただ、一刻も早く立ち去りたい。その気持ちでいっぱいだった。

　確かに、彼女を含めたブックさんの家庭に複雑な事情があるのかもしれない。

　だが、それでも先程の物言いは腹に据えかねる。

『なにも知らないくせに』。自分も今知ったばかりだが、その言葉がこみ上げてくる。

　家庭の事情？　そんなのはこちらには関係ないだろう。言い方が荒いかもしれないが、それは全てブックさんの責任だろう。

　それを、こんな風にぶつけられても困る。ましてや、こんな──

「……やめよう。レイス、リュエ、館に戻ろう」

　考えを切り捨てる。これ以上、この相手の事を考えてはいけない。

　変わってしまう。俺の認識が、変わってしまう。だから、その前にここを出なければ。

「あの、カイさん……私の事は」

「いや、俺が帰りたいから帰る」

　二人の手を取り部屋の外へと向かう。

「ごめんねアイドちゃん、またね」

　去り際にリュエが申し訳なさそうに挨拶をし、呆気に取られるアイドを余所に部屋を出ると、そこには先程の家令の男性が、申し訳なさそうな表情を浮かべて待っていた。

　こちらを止めるでもなく、ただ黙って頭を下げる彼の横を、急ぎ足で通り抜ける。

　背後から我に返ったアイドの怒声が響いてくるも、それに応える人間はこの場所にはいないようだった。




「あの、カイさん。私やっぱり戻ります。あの子の話を最後まで聞く義務が私には──」

「ない。妻子がいたとしても、納得した上での援助ならこんな事にはならなかったはず。それでもこうなってしまったのなら、それはブックさんの責任だよ」

「ですが──」

　正直、他人の家庭の事情なんて知ったこっちゃないし、それは向こうだって同じだ。

　こちらの都合や事情なんて知らないし彼女が喚わめこうがこちらには関係ない話だ。

　そんな人間に、レイスのこれまでの歩みを、そしてブックさんの努力をとやかく言われるのは気分が悪い。

　ましてや、家庭内の問題である以上、こちらから干かん渉しようする必要はないのだ。

　だったら一番波風を立てずに終わらせるには、あの場で有無を言わせず帰るしかない。

　レイスの気持ちだって分かる。だが、あのままあそこにいたら、レイスは負う必要のない傷を負っていたかもしれない。

　そうなってしまえば、もう手遅れだ。完全に俺の、認識が変わってしまうのだ。

『味方であるブックさんの娘』という認識が『敵であるアイドの父』へと。

　俺は、自分の人格が歪んでいる事をしっかりと自覚している。

『人間は敵か味方のどちらか』、その考えは今も俺の根底にあり、治そうとは思わない。

　俺は俺自身の考えに従い、もし仮に認識が変わってしまえば完全にあの二人を敵だと認識してしまうだろう。

　だから……あれ以上あの場所に留まる事が出来なかった。

　とはいえ、結局ブックさんとキチンと話をすることも出来ず、あのまま別れてしまったのは心残りだ。

　後日改めて、俺一人で彼に会いにいくべきだろう。

「……ねぇレイス？　たぶんあの子のあれは八つ当たりかなにかじゃないのかな」

　とその時、未だ浮かない顔をしているレイスに、リュエが声をかけた。

　それは心配しているというよりも、どちらかと言うと言い聞かせるような、そんな意思が見え隠れしていた。

「向こうの事情は私達には分からない。けれども、私にはアイドちゃんが凄く幼く見えたんだ。子供の癇かん癪しやくを諫いさめるのは親の役目。レイスが悩む必要はないと思うよ」

「そう……なんでしょうか」

「レイスはお母さんだけれど、あの子のじゃない。それに、レイスは母である事よりも私達と一緒の道を選んでくれたよね。それに、アイドちゃんにはお父さんもいるからね」

　それは、リュエなりのお説教だったのかもしれない。

　自分が傷つく事も厭いとわずに手を差し伸べ続ける彼女に向けての。

　勿論美点であり、レイスの魅力でもある。だが、彼女はもう俺達の仲間だ。

　仲間が傷つくかもしれない道に進もうとしているのなら、それを止めるのは当然の事。

　リュエは、もうレイスを自分の仲間、家族も同然だと思っているのだろう。

　だからこそ、こうして苦言を呈するまでになった、と。

「リュエは、レイスが悲しむような事になるのが嫌なんだ。それは勿論俺だってそうだ。大丈夫、少なくともブックさんは自分の娘をあのままにしておくような人じゃないさ」

　少々想定外のトラブルが起きてしまったが、まだ時間はある。

　レイスにも思うところがあるのだろうが、今は大人しく成り行きを見守ろうという事で決着がつき、今日のところは館へと大人しく戻るのであった。
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　翌日。

　館に二人を送り届けた後に宿へと戻った俺は、またブックさんが街の外へ向かってしまう前にアポイントをとろうと、朝一で貴賓館へと向かう事にした。

　あれから街の活気も戻り、男性の皆さんも少しずつ日常を取り戻しつつあるようだ。

　そんな最中、俺は貴賓館の前である人物に声をかけられた。

「お、もしかしてアンタ昨日この館に来た冒険者かい？」

「ん？　君は確か……リュエに前しょっ引かれそうになってた冒険者だったかな」

「覚えてくれてたんだな。いやあの時は助かった」

　レイスに会いに行った帰りに、プロミスメイデン周辺をうろついていたからという理由でリュエに捕まっていた冒険者の男性だった。

　今日はここの警備の依頼でも受けているのか、その背には大剣を背負っていた。

「ここに昨日来たのは確かに俺だよ。それがどうしたんだい？」

「いやぁそうかそうか……じゃあちっと聞きたいんだが、レイスという人を捜すように言われてるんだが、どうにも見つからない。ギルドで尋ねてみても誰も答えちゃくれないし途方にくれてたんだ。アンタ、昨日一緒にいたはずだろ？　教えてくれ」

　たしかに今この街でレイスの事を外から来た人間が聞いて回っても素直に教えてもらえないだろう。

　なにせ、レイスが誰かに狙われているという話はすでに各派は閥ばつの上層部には伝わっている。当然緘口令が敷かれていても不思議ではない。

　しかしそうなると、目の前の男は一体誰に命じられているのか……まぁ予想はつくのだが。

「捜すように指示を出したのは誰だ？」

「今この館に滞在中のさるお方、とだけ」

「ああ、アイドさんか。じゃあ教える訳にはいかないな」

　予想通りの答えにこれ以上話す事はないと、本来の目的の為館へ入ろうとする。

　だが、彼は明確にこちらの足止めをするように立ちふさがる。

「頼む、こっちも仕事なんだ！　あんたには恩もあるし、出来れば穏おん便びんに済ませたい！」

「ぐ……それでも駄目だ！　どいてくれ、館に用事があるんだ」

　アイドの指示ならば従う訳にはいかない。だが、彼のように自分の仕事に忠ちゆう実じつなだけの人間はどうにも無む下げに出来ないという困った自分の思考回路。

　だが、こればっかりは譲れない。

　仮に指示を出したのがブックさんならば今すぐレイスを伴い会いに行くのだが──

「どうしても駄目っていうなら、正直に言うぜ。実はレイスさんとやらの居場所は大体摑つかめているんだ。だが、俺が直接行っても門前払いがオチだからな……」

「なんだ、じゃああの夜リュエに捕まっていたのは冤えん罪ざいでもなんでもなかったのか」

「そういうこった。なぁ、どうしても無理だってんなら……」

　すると、今までの人当たりのよさそうな声色が、低く暗い、こちらを威い圧あつするようなものへと変わり、背負っていた剣に手を伸ばし始めた。

「こっちも仕事だ。ちょっとばかし手荒な真似、させてもらうぜ？」

　……ううむ、困った。どういう訳かこの相手をそこまで憎いと、敵だと断じる事が出来ないでいる。

「ふぅむ……仕方ないか」

　俺は、ここに来てようやく『アレ』の効力がどんなものなのか確かめてみようと懐ふところに手を伸ばす。

「覚悟はいいな？　後悔しても知らんぞ」

「へへ、おもしれぇ！」

　それから約一○秒後──

「マジかよ……よりにもよって……なんつー相手に喧嘩売ってんだよお嬢……」

「いやぁ、早く手荒な真似をしてくれませんかね？　ほら、ばっちこい！」

　現在、貴賓館の目の前で一人の冒険者が項うな垂だれております。

　困ったときの強きよう権けん発動。出来るだけ穏便に済ませたい時には重宝しそうだな、これ。

　アイドの一件の時は何故出さなかったか？　そりゃ気に入らないからだよ。

　さて、こうなってしまった以上彼は任務続行不可能だろう。さてどうしたものか。

「ところで、君はこの街の外から来たらしいけどアイド嬢の護衛かね？」

「ああ、その通りだ。だが……どうしたもんかね」

「ならブックさんに伝言を頼む。今夜また会えないかって」

「ん、それは別にかまわねぇが……」

　うまくいけば、その時にアイドに纏まつわる問題の解決の糸口も見つかるかもしれない。

　それに、一日経って落ち着いた彼と、もう一度話さなければいけないと思っていた。

　アイドがレイスを捜していたのは、恐らく昨日の続き、糾きゆう弾だんを続行したいが為だろう。

　ならば、その原因を取り除くことが出来れば目の前の彼も含め、全て丸く収まるはず。

「それじゃあ、もしなにか動きがあれば……そうだな、プロミスメイデンを訪ねてくれ。そこに俺もいるはずだから」

「おう、なんだか気遣わせちまったみたいで悪いなカイヴォンさん」

　彼と別れた俺は、早速この事を報告しにプロミスメイデンへと戻るのだった。




　さて、それから少し時間が経ち時刻は正午前。

　本日も抱き枕になっていたリュエと、持ち主になっていたレイスが完全に覚かく醒せいし、食事を済ませた後の事だ。

　そろそろ旅支度を終わらせようと装備の厳選や手入れを行うために館の庭で荷物を広げていた。

　見覚えのあるレイスのドレス型の防具や、使い古したかつて愛用していた弓。

　それらの来らい歴れきや思い出話に花を咲かせていると、館の外門から声がかかる。

「おーいカイヴォンさんよー！　俺だ俺、ちょっと今いいかー」

　それは今朝別れた冒険者の彼だった。

　見たところ武装もしていないようだし、浮かんでいるのもどこか安あん堵どしたような表情。

　無事、ブックさんに話を通す事が出来たのだろう。

「いやいやこいつはとんでもない別べつ嬪ぴんさんだ。ブックの旦那が入れ込むのも理解出来る」

「すみません、わざわざこんなところまでご足労頂いて……」

　挨拶もそこそこに、彼は用件を簡かん潔けつに述べてくれた。

　今夜、三人で貴賓館に来てもらえないだろうか、と。

　今度こそブックさん本人からの指示だという事で、俺がその招待に応じる旨を伝えると、レイスとリュエの二人も同行の意思を示してくれた。

「うっし、んじゃ俺はまたブックの旦那に伝えに戻らんといけないな」

「なんだか行ったり来たりさせて悪いな……」

「あの、丁度お昼ですし軽く何か摘つまんでいきませんか？」

　するとここで、女子力がカンストしていそうな我らがお姉様レイスさんが提案する。

　それはいい。彼には今朝からだいぶ働いてもらったし、それに──アイドの護衛だ。

　護衛である以上、一定の信頼は得ているはずだ。ならば、ある程度あの親子の事情を知っているかもしれない。

　遠えん慮りよする彼を引きとめ、そのまま庭で軽食を摂る事になった。




「……ただパンに具挟んだだけでなんでこんなに美味いんだろうな」

「同意。レイス、これ美お味いしいよ」

「ただのホットサンドですが、そう言って頂けると幸さいわいです」

「むぐむぐ……パリパリしてて中からチーズがとろーり。いいなぁこれ」

　四人でレイスお手製のホットサンドを頂きながら、俺は何気なしに彼に問う。

　ブックさんとアイド。あの二人の間になにがあり、そして奥さんはどうなったのかを。

「んー……まぁ無関係じゃないみたいだしな……お嬢はな、あちこち飛び回る旦那の代わりに、この地方の主都……つっても小さい街なんだが、そこの統治を任されている」

「へぇ、妙に命令慣れしていると思ったらそういう事だったのか」

「お嬢が今みたいに気き丈じように振る舞うようになったのは原因があってな。今から一二年前の事だ。旦那が地方に視察に向かってる間に……奥様がお亡くなりになってしまったんだ」

　彼が語るのは、薄々そうではないかと思っていた事実だった。

　やはり、ブックさんの奥さんは亡くなっていたのか。

　するとその時、淀よどみなく動いていたレイスの手が動きを止めている事に気がつく。

　じっと、彼の話に集中するようにこちらに顔を向ける彼女。

「お嬢は、一人奥様を看取り、旦那が戻ってきたのはそれから四日後の事だった」

「……それで？」

　この先に、なにか決定的な出来事があるという予感から、俺は急かすように促す。

「ブックの旦那は、視察に向かう時はいつもこの街を拠点にしていてな。その奥様が亡くなった時も……ここに滞在していたんだ」

「っ!?」

　今度こそ、レイスが大きな反応を示す。

　恐らく語っている本人も、それに気がついているのだろう。

　だが、それでも彼は話を続ける。

「だが、仮にここに滞在していなくても旦那は間に合わなかったんだ……俺達の街『リブラリー』はここからまだまだ南にあるから、な」

　そこからは、容よう易いに想像出来てしまう流れだった。

　アイドは父が毎度立ち寄るこの街に憎しみを募つのらせるようになり、そして自分の住むリブラリーから色町のような区画を排除したと。

　だが、ブックさんはそんな行く当てを失った人間をこの街へと呼び寄せ、そしてレイスに託したと言う。

　そういった出来事が積み重なり、気がつけば二人の間には目に見えない壁が出来上がってしまっていた、と。

　……何故、ブックさんはこうなるまで自分の娘を放っておいたのだろうか。

「カイさん。今夜、もう一度私はアイドと話をしなければなりません」

　その時、なにかを決意したかのようにレイスが立ち上がる。

「……カイさんは、ブックと二人で話したい事もあるでしょうし、席を外して下さい」

「ん……そうか。その方がお互いの為かもしれないな」

　レイスは今の話に、なにを見出したのだろうか。

　それとも、俺の知らないなにかがまだ、この話に隠れているのだろうか。

　だがその全ては今夜、再び貴賓館に向かった時にはっきりするはずだ。

「……つい色々話しちまったな。依頼主の情報を話すなんざ冒険者失格だ」

「安心しな。これは上司からの命令だって事にするから」

「へへ、悪いな」

　最後にもう一つホットサンドを口に押し込み彼は立ち上がった。

　ああ、そうだ──名前、まだ聞いていなかったな。

「名前、教えてくれ。ここぞとばかりに名前を売っておくと今後昇進出来るかもよ」

「そういやまだ自己紹介してなかったっけな。俺は『ガルス』。まぁ昇進は必要ないぜ」

　そう言いながら、彼は懐からＳランクの証である白銀色のカードを取り出して見せた。

　やっぱり只ただ者ものじゃなかったか。そりゃあ領主の娘さんの護衛に選ばれる筈だ。

「じゃあ美味いパンご馳ち走そうさん！　またな！」

　走り去る彼を見送り、そしてレイスもまた気合いに満ちた表情で立ち上がる。

　なにを決意したのか、それを問いはしない。ただ、彼女を信じている。

　仲間が傷つくかもしれない道に行こうとしているのなら、止めるのは当然。

　だが──たとえ傷ついたとしても、自分達の下に戻ってくると信じて待つのも仲間だ。

「リュエ。レイスの傍にいるのは構わない。けれども、信じて見守ってあげてくれ」

「……うん。きっと、もう大丈夫だと思う。そんな顔してるもん」

　普段はどこか抜けている風でも、周りを誰よりもよく見ているリュエ。

　きっと、自分が守るべき仲間レイスが出来た事で彼女もまた、成長したのだろう。

「……あとガルス君、最後に私の分のツナトマトサンド食べていった。許さない」

「……本当によく見てるね」
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　夕方。約束の時間がやって来た。

　再び訪れた貴賓館。すでに話が通っているのか真っ直ぐに応接室に通される。

　昨夜のような気負いはない。ただ、レイスだけが気合いに満ちた様子で先頭を進む。

「失礼します」

　室内には、ブックさんとアイドがソファーにかけて待っていた。

　いつものような明るい挨拶はなく、ただ静かに「お待ちしていました」と告げる。

　そしてアイドは、思いつめたように俯うつむいたまま顔を上げようとしない。

「ブックさん。今日は、彼女達だけに任せようと思うんです。よければ──」

「そうですな。私もカイヴォン殿と、話さなくてはならない事がありますから」

　こちらを向いたレイスが強く頷く。それに応えるようにこちらも頷き返す。

　そして女性陣を残し、俺はブックさんと昨日の執しつ務む室しつへと向かうのだった。

「いやはや……昨夜は恥ずかしいところを見せてしまいましたな……」

「そんな事ありませんよ」

「……そして、お三方には不快な思いをさせてしまいました。私の責任です」

　執務室につくと、彼はソファーに腰掛けこちらにも座るように促した。

　机を挟み、対面する形で彼が語りだしたのは、やはり娘のアイドの事だ。

「そちらの事情を、ぼんやりとですが聞きました。詳しいお話をお聞きしても？」

「先程、アイドにもした話をお聞かせしましょうか……」

　彼は自じ嘲ちよう気味に笑う。それは、大事な話を今に至るまで娘に話さなかった自分への嘲ちよう笑しようなのだろうか。

「私は、レイス殿を愛していた」

「過去形、ですか」

「はい。私の思いは親愛、そして敬愛へと変化していったのを今も覚えています」

　彼は、出会いから別れに至るまでの話を聞かせてくれた。

　大陸中央で働いていた事。そこでレイスと出会った事。そこでも彼女は小さなお店を開いていた事。そして──戦争が起きた事。

「カイヴォン殿はオインク様とお知り合いでしたな」

「ええ、旧友ですね」

「彼女は、あの戦争の指揮を執とっておいでだったんですよ。私は──」

　唐突に告げられた、仲間の過去に驚いている間に、彼は戸棚からある物を取り出した。

「私は戦術書の編へん纂さんに携わっていた関係で、参謀として彼女と最前線に赴いていました」

「チェス……そういえば港町でもギルド長とやっていましたね」

　それはチェス盤だった。黒と白が市松模様をおりなす美しいそれをテーブルに置き、片方の駒こまをこちらに手渡してきた。

「一局、お手合わせをお願いできますかな？」

「参謀として戦ったブックさんの相手が務つとまるとは思えませんが、それでもよければ」

「下手の横好きですよ。それで……私はレイス殿と戦争で別れた後、何年もしてからようやく見つけ出したのです」

　彼女は、戦火と同時に、当時大陸の多くを治めていた人間から逃れていたという。

　だがそんな逆境でも、彼女は強く強く、周囲の人間に希望を振りまきながら小さな農村を盛り立てていたという。

　その頃から、彼はレイスに対し尊敬の念を抱くようになっていたと。

「先日お聞かせしましたな。この街を造った時の事を」

　コトリと、彼の駒が盤上を進む。俺は稚ち拙せつな手つきで彼に挑む。

「プロミスメイデンが出来、しばらくはカイヴォン殿のように毎晩通いつめたものです」

「はは、じゃあ俺はブックさんの後を追いかけていたんですね」

　コトリコトリと、俺は彼と鏡合わせになるように駒を進める。

「成じよう就じゆしない恋に身を焦こがす愚かな若者……そう思われていたのが私です。カイヴォン殿は違うでしょう」

「ふふ、少し意地悪な言い方でしたね」

　手痛いしっぺ返しをくらいながらも、進む盤上と彼との対話。

「そんな時の事です。私は亡き妻と出会いました」

「まさか……プロミスメイデンで？」

「……はい」

　明かされた真実。

　つまり、そうなるとつまり──アイドがしていた事は……。

　知らず知らずのうちに、亡き母を貶おとしめるような言動をしていた事になってしまう。

「……それで、娘さんには何も話さなかったんですか」

「どういう訳か、物心ついた時からアイドは潔けつ癖ぺきなところがありましてな……妻も私も、言い出せずにいたのです。そして、そのうち妻も先立ってしまい、この事実を墓場まで持って行くと決意したのです。ですが──それは間違いだった」

　少々荒い駒運びと共に、彼は語調を強めて言う。

「伝えるべきだった。その結果、私はアイドと、亡き妻を苦しめていたのだから」

「それを、伝えたんですね」

「はい。後になってから伝えるのは心苦しかったのですが、それでも必要だと思い」

「……今はレイスが彼女の下にいます。きっと大丈夫ですよ」

「本当に、あの方は強く、優しい方ですからな……」

　アイドは、レイスの娘とも言える女性のさらに娘。

　血は繋がっていないが、祖母と孫のような関係だった、と。

　だからレイスは、あんなにもアイドを気にかけていたのか……。




「以上がお話しできる全てです。ここからは……そうですな、未来の話をしましょう」

「未来、ですか？」

「ええ。マザーを再び未来へと羽ばたかせるのですから、必要な事でしょう」

　コトコトコトと、駒運びが加速していく。急くようにして。

「私はね、カイヴォン殿。レイス殿が誰かを待っているという話を、信じていなかったのです。ただの方ほう便べんだと、誰のものにもならないと言外に伝える為の」

　彼はまるで駒運びのように、次々と言葉を紡いでいく。

「だがマザーは、何年も何年も変わらなかった。時の権力者すら『私には待っている人がいるから、思いには応えられない』と断ったくらいですからな」

「ははは、それは凄い」

　コツコツと、次々に駒が奪われる。奪うのは俺の十八番だというのにこの有り様だ。

「ブックさん、強いじゃないですか。敵かないそうにありません」

「私は強くなんてありません。この期に及んで、まだ私は心のどこかでレイス殿が去ってしまうのを、誰かのものになってしまうのを認められ──」

「……チェスの、話ですよ。ブックさん、貴方はとても強い人だ。間違いない」

　気がつくと、完全なる詰みの状態に陥っていたこちらの王の駒。

　元々この手のゲームは得意な方ではなかったのだが、大敗もいいところだ。

　それに……自分の弱さを、素直に吐き出せるのは十分に強い人間だ。

「はは……そうでしたか……私は、思いのほか強かったのですな……」

　ああ。本当に強いよ、貴方は。




　それから、何度も彼と盤上で語り合った。

　どれだけ亡き妻を愛しているか、どれだけ娘を思っているかを語る彼。

　そして、これまで知らず知らずの内に母の気持ちに傷をつけていたかもしれないと思い知ってしまった彼女の事を思う。

　だが……それでもブックさんは娘を信じていると言う。自分の気持ちと向き合い、そして真実と向き合い崩れてしまっても、また立ち上がってくれる事を。

　人間は弱い生き物だ。だが、一人では弱くても、支えてくれる人間がいれば……見守ってくれている人間がいればその限りではない。

　支え合う事だって出来るし、そして見守る人間に応えようと強がる事だって出来る。

　だから俺は、アイドを信じてみようと思う。

　ブックさんが支え、これから見守っていくというのなら、俺はこれからのアイドを信じてみようと、そう思うのだった。
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　一通り対局を終え、一息つく。

　結果は全敗。やはり彼は強い。大局を見据え、戦争を戦い抜いただけはあった。

　そして、だからこそ当時を知る彼に、俺はこの問いをしなければならない。

「……ブックさん。俺は貴方に、どうしても確認したい事があります」

「そう、でしょうな。これからレイス殿と歩むのならば、避けては通れますまい」

「レイスを苦しめていた、彼女を過か酷こくな道へと歩ませた人間の詳細を」

　それは、今なお彼女を苦しめている。彼女に残された、最後の呪縛。

　今すぐ断ち切ることの出来ない、未来に待ち受けている明確な敵。

「……彼の名は『アーカム・フィナル・ランドシルト』。この大陸の元王家の一人で、亡き国王の弟にあたる人物です」

「王家は滅びたはずでは？　オインク達とブックさん達が勝利したのでしょう？」

「彼は狡こう猾かつです。我々が王家をあっさりと打ち倒せた陰には、彼の助力もありました。彼は野心の塊かたまりです。今でこそ広大な土地をギルドに明け渡し、自分もその一部の領主に納まっておりますが……彼が我々に助力したのは、邪魔な王家を消すという目的の為でしょう。いずれ、彼は再び反旗を翻ひるがえすかもしれないと、オインク様は仰っておりました」

　その人物、アーカムの存在をオインクも警戒していると。

　エンドレシアでも、オインクには明確な敵としてレコン公こう爵しやくという人間がいた。

　だが、それとこれは少々事情が違う。これは、異常だ。

　敵となると知りつつも、オインクは戦争終結から今に至るまでその相手を野放しにしているのだから。

　一ひと筋すじ縄なわではいかないどころの話ではない。ギルドという組織の頂点に立ち、実質この大陸を導いた英雄のような立場の彼女が、手出し出来ない相手なのだから。

「カイヴォン殿。アーカムは個人の武力ですら他を圧倒します。オインク殿ですら手出しできない程の力を持ち、そして今なお自分の勢力を持ち、オインク様と拮きつ抗こうする怪物です……そんな相手が、これから貴方を付け狙う事になるのです」

　こちらの覚悟を今一度問うように、強い瞳で彼がそう告げる。

「カイヴォン殿。貴方は私に『レイスを守った』と言ってくださいました。ですが、私は彼女を隠し、そしてひっそりと生きていくように取り計らっただけ……本当の意味で彼女を守り、そして本当の自由を与える事が出来るのは、きっと貴方だけでしょう」

　心底悔しそうに彼は自身の胸の内を語る。

　自分が愛した人間を脅おびやかす憎い相手。それを倒す事が出来なかった自責の念。

　ならばその悲願を、その思いを、俺が叶えてみせよう。

　突然現れ、これまで彼が築き上げてきたものを壊すようにして奪い去る。

　そんな力を振るう事しか出来ない俺がやれる、恐らく唯一の恩返し。

「俺は……ただ力があるだけの人間です。けれども、もしその相手も同じように力を、大きな暴力を振りかざすのならば──貴方の代わりに、その相手を打倒します」

「……約束、ですぞ」

　近い将来。恐らくその相手『アーカム』は俺達の前に立ちふさがるだろう。

　その時こそ、俺が彼への恩を返し、そして同時に、レイスに絡みつく最後の呪縛を断ち切る事になる。

　固い約束を交わすと、途端に彼はソファーにもたれ掛かるように眠ってしまった。

　きっとここ数日の激務に、精神的な疲労も重なっていたのだろう。

　そこに、長年に渡る重圧を俺が引き継いだ事で、安心したのかもしれない。

　ソファーに沈み込んだ彼の表情は、とても穏やかなものだった。




　館を出ると、丁度レイス達がアイドと別れの抱ほう擁ようを交わしているところだった。

　その光景を見て、彼女達を信じたのは間違いではなかったと温かいものがこみ上げる。

　まだ肌寒い夜の寒気を吹き飛ばすようなその感覚に酔いしれながら、アイドが館に戻ったのを見計らい俺は二人に合流する。

　直接口論してしまったのは俺だからな。この空気の中、顔を合わせるのはバツが悪い。

　……俺はつい、自分の側、とりわけ身内の人間びいきになってしまうところがある。

　今回の事も、彼女の立場になってみれば理解出来る面も多々あった。

　自分の父が、母以外の女性に夢中になり、そしてそんな光景を見ていた母が息を引き取る。

　それを幼い子どもが見ていたらどうなってしまうか。

　……そんな事、少し考えれば分かる事だったのだ。

「どうやらそっちも無事に解決出来たみたいだね」

「カイさん！」

「あ、カイくんが出てきた」

　背後から声をかけると、二人は驚きながら振り返る。

　すると、なにか話したい事があるのか、うずうずとした様子のリュエがやって来る。

「聞いておくれカイくん！　レイスはね、なんとお婆ばあちゃんだったんだ！」

「リュ、リュエ！」

　色々と間をすっ飛ばして結論だけを言う彼女に、珍しくレイスが声を荒らげる。

　はっはっは、確かにいきなりお婆ちゃん呼ばわりは女性として納得しかねるか。

「詳しい話は俺もブックさんから聞いたよ。レイス、何も知らずに昨日は色々と言ってすまなかった」

「私もごめん。レイスはアイドちゃんのお婆ちゃんだから、無関係じゃなかったんだね」

「お、お婆ちゃん……」

「ははは。けど、さっきの様子を見るにアイドは全てを受け入れたんだな」

「はい。彼女はここから、少しずつ変わっていくと思います。後日、彼女を館に招待する事にしました」

「それはいいね。……レイスも、もう大丈夫なんだね？」

　昨日から、少しだけ苦しそうな表情を時折浮かべていた彼女を気遣う。

「はい。胸につかえていた物が、ようやくなくなったように思います……」

　夜だというのに、月明かりを霞かすませるような笑顔で答える彼女に、もう心残りはないのだと確信を得る。

「……今回の事は、ブッくんがアイドちゃんを見誤った事から始まった事だったんだね。けれども、彼女は思っていたよりもずっと、ずっと強かった。そういう話、なんだよね」

　リュエが、一連の騒動を総括するようにそうぼやいた。

「そうですね、そういう事だったんでしょうね……」

　家族の小さなすれ違い。それが今回の根底にある問題だったのだ。

「ふふ、さすがレイスの孫だね。強い子だね、アイドちゃんは」

「む……そんなにお婆ちゃんを強調しないでくださいリュエ」

「ふふ、レイスお婆ちゃん」

「む────この口ですか、この口がそんな事を言うんですか」

　俺の家族である姉妹も、少しずつ馴染みつつあるようでなによりだ。

　頰を引っ張ろうと手を伸ばすレイスと、楽しそうにそれを受け入れるリュエ。

　そんな二人を眺めながら、月明かりの下を進んでいく。

　ゆっくりと、一歩ずつ。

　まだ、解決しなければならない事が未来に待ち受けているだろう。

　けれども、今のように一歩ずつ進む事で、こうして解決へと至ることが出来る。

　ならば、これからも進んでいけばいい。この、楽しそうに笑う二人の最愛の仲間と。

　……なぁ、オインク。お前は自分の目的を見つけ、そこに至る為にこの大陸にも大きな足跡を残していたんだな。

　俺は、そんな大きな足跡に小さな痕跡を少しずつ刻んでいく事しか出来ないけれど、それでも俺も見つけたぞ。

　過去に残してきた、レイスという大きな、とてつもなく大きな忘れ物を。

「レイス、リュエ！」

　つい、二人に声をかけてしまう。

「これからも、一緒に楽しく旅をしような」

　そして二人は、見み惚ほれるような微笑と共に応えてくれたのだった。
















「レイスレイス！　忘れ物はないかい？　ハンカチ持った？　おやつは持った？」

「リュエ、私のベッドに髪飾りを忘れていましたよ。はい」

「…………ありがとう」

「ふふ、ハンカチはポケットではなく、メニュー画面にしまいますね」

　まったく。相変わらずどっちが旅の先輩なのか分からない二人だ。

　まだ朝あさ霧ぎりが館を包み込む早朝。俺達三人は館の外門の前で荷物の最終確認をしていた。

　俺は元々、必要なものは全てメニュー画面に入れているので問題なし。

　そしてリュエも同じく。で、レイスは今まさに手荷物を一つ一つ検査しながらメニュー画面へと収納しているところだ。

　こうして見ると、このメニュー画面という力が、本当の意味で一番のチート能力なんじゃないかと思えてくる。

　もうね、長旅をこれからしようとしている風には見えないんですよ俺達。

　リュエは、いつもの軽装に身を包み、その上からローブを羽は織おっているだけ。

　俺も同じく、普段使いの装備に身を包んだだけ。

　そして、この度たび新たに加わったレイスはというと──

　フワリとたなびく、しかし動きやすいように深いスリットの入ったベージュのロングスカートに、レースがあしらわれたアンティーク調のブラウスとショールという、旅行に出かける貴婦人のような出で立ちだ。

　そしてその傍かたわらには、黒い艶つやのある木材で出来た、赤い弦の張られた洋弓。

　その色合いのせいか、夜を意識したレイスの容よう姿しとよくマッチしている。

「その弓、使えるようになっていたんだ、ちゃんと」

「はい。かれこれ二十年近くかかってしまいましたけどね」

　いつか装備させてあげたいと願い手に入れた、最強の魔弓。

　それを手にした彼女と、こうして共に旅立てるという事実に、深い感傷を覚える。

　本当に随ずい分ぶんと待たせてしまったな……レイス。

「それにしても、本当にみんなが起きる前に出発してしまっていいのかい？」

「ええ。みんなには、出来るだけ日常を送ってもらいたいですからね……」

「館の娘さん達は少なくとも、昨日の疲れが抜けきるまで起きれないだろうしな」

「そんなものなのかな？　こう、ぱーっと盛大にお見送りとかして欲しくない？」

「それは昨日の晩に十分堪たん能のう出来ましたから、ね？」

　旅立つ前の晩だからと、レイスの館でささやかなパーティーを開催したのだが、どこからか聞きつけた色いろ町まちの代表達が紛まぎれ込み、あれよあれよという間に盛大な酒盛りに発展してしまったのだ。

　その結果全員が酔いつぶれてしまい、今も館内ではいびきのサラウンドが響いている。

　まぁ街のトップ連中が酔いつぶれているというのも、ある意味異常事態ではあるのだが、もしかしたらこれこそが、色町の『いつも通り』なのかもしれないな。

「さて、そろそろ行こうか二人共」

「はい！　行きましょうカイさん」

「出発出発！」
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　静せい寂じやくに包まれた高級店が立ち並ぶ一角。

　この場所が、夜になるとまるで別世界のような姿になるのだと、これまでの事を思い返しながら進んでいた時の事だった。

　ざわめくような、なにかが蠢うごめくような、そんな気配を朝霧の向こうから感じ取る。

　どうやらそれは俺の勘かん違ちがいではないらしく、リュエもまた警戒心を露あらわにする。

　だが次の瞬間、その霧が突風に飛ばされ空へと掻かき消える。

「……結局、いつも通りって訳にはいかなかったな」

　目の前に広がる光景を見ながら、隣のレイスに声をかける。

「ふふふ、やっぱりね！　ぱーっと派手にいくのが一番だよ」

　裏だとか表だとか、ギルドだとか色町だとか。

　派は閥ばつだとか部下だとか、職員だとかお客だとか。

　全部全部、それら全部をひっくるめて、この街は一つの家族なのだ。

　その家族が、母の門出を見送らないはずがない。

　通りの両サイドに、全ての人間が並んでいた。

　色町を越え、広場を横断し、街の門に至るまで、人で出来た通り道が続いている。

　老ろう若にやく男なん女によ、制服から荒々しい装備、酔いつぶれた人間に、叱りつける女性陣。

　この街の全てが、目の前に広がっていた。

「レイス、顔を上げて前を見ないとな。下向いてると転ぶぞ」

「はい……！　はい……！」

　もう、悲しみに涙を流させはしないと誓おう。

　今溢あふれている、喜びの涙だけを流させよう。

　大勢の歓声に見送られながら、三人でその間を進んでいく。

「マザー！　どうかお元気で！　俺達はこの街で、これからも頑張っていきますから！」

「マザー……うっぷ……スペル嬢のバックア……うっぷはまかせ……」

「うわ！　タキヤが吐きやがった！」

　皆が、送り出す。母の門出を、笑いながら祝う。

　それはきっと、彼女にこれまでにない、とてつもない感動を与えているのだろう。

　ほら、もうさっきから顔を上げろって何度も言ってるのに、泣き顔を見せたくなくて俯うつむきっぱなしじゃないか。

「親は、子に泣き顔を……見せないものなんです……」

「嬉うれし泣きはノーカウントだって、俺のおふくろさんが言ってたぞ」

「……そう、なんですか？」

「レイス、はいハンカチ。やっぱり必要になっただろう？」

　手早くポケットから取り出したそれをレイスに手渡すリュエ。

　ははは……この人には敵かなわないよ、本当。

　やがて、街門へと差し掛かる。

　するとそこには、ブックさんとアイドの二人が待っていてくれた。

「レイス殿、いよいよですな」

「レイス様、いよいよですね」

「二人とも……まさか、この見送りは」

「違いますぞ！　皆、朝一番で飛び出してきましてな。気が付くとこのような有り様になっていたのです」

　これは、自然に出来た流れだったのか。

　そういえば今日旅立つという事だけは漏らしていたなと思い出す。

　二人に見送られ、街門のアーチをくぐる。

　そして、俺達は振り返る。

　ここは、レイスの家だ。家を出る時は言わなければならない事がある。




「みんな、いってきます！」















『さよなら』ではない。家族は、離ればなれになる時もその言葉を使わない。

　だから、彼女は自分の家族と家に向かい、そう告げたのだった。

　ふと、街門のアーチに飾られていたエンブレムが目に留まる。

　折りたたまれた翼が重なっていた『ウィングレスト』のシンボル。

「レイス、羽は十分に休められたかい？」

「はい！　これから、私はまた飛び立ちます……カイさんとリュエと一緒に！」

　思えば、彼女の家名は『レスト』。そして、この街にはレイスが住んでいた。

　つまり……そういう事、なんだろうな。

　そのエンブレムが、今日は翼を広げる形へと変わっていた。

　ブックさん……粋いきな事をしてくれますね。

「本当……色々あって楽しかったな」

　あの日、レイスとブックさんの娘であるアイドとの確かく執しつが取り除かれた日から、目まぐるしく時間が流れたように感じる。

　プロミスメイデンの営業再開と、最後にレイスと過ごしたいと願う人間が大挙して押し寄せてきたり、我が家のエルフっ娘さんが体験してみたいからと従業員デビューをしてみたり、そしてアイドが、自分の母がどんな場所で働いていたのか見てみたいと訪れてみたり……。

　本当に、この街で俺は多くの宝物、幸せな時間を得ることが出来た。

「いつか飛び立てるように……翼を休ませる街、か」

　さぁ、行こうレイス、リュエ。

　これから、三人でこの広い世界へ飛び立つ為に──














「困りましたね……解かい放ほう者しやの受け入れ態勢が整っていないとなると……。そういえば、ぼんぼんはウィングレストを出たと言っていましたし、彼に少し相談してみましょうか」
















「あ、こら！　それはまだ作ってる途中だから食べるな」

「えー！　いいじゃないか、もう凍らせたらアイスだよこれは」

「ただ凍らせるんじゃダメなんだってば。ほら、大人しく座ってなさい」

　館の台所。私と娘がいつも使うその場所で、今日はカイさんとリュエが楽しそうに何かを作っている。

　不ふ思し議ぎな二人。どこか懐なつかしい二人。私の大切な人達。

　私が待ち望んでいた人。そして、私を外の世界に連れ出してくれる人。

「レイス、このつまみ食い常習犯を連行してくれないかい？」

「ふふ、分かりました。リュエ、少し一緒に待っていましょう。その間、ちょっとこっちを手伝ってください」

「む？　レイスはなにをしているんだい？」

「明日から営業再開ですからね。アイドも見学に来ると言っていましたし、彼女用のドレスを仕立てているんですよ」

　私が長年目を逸らしてきた、踏み込めないでいた大切な子供。

　その子と私の間にあった確かく執しつも、二人のお陰でようやく解消する事が出来た。

　本当に、魔法のように私の生活を一変させたこの二人に、私はどれくらい恩を返せるのだろうか。どうすれば恩を返せるのだろうか。

「私はそこまで器用じゃないけれど、なにをすればいいんだい？」

「では、似た色の布同士を集めて分けてください。それを起点に再生術をかけますから」

　私は思い出す。この恩人とも言える二人を、初めて見たあの時の事を──
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「すみません、連れが騒がしくて。名乗り遅れましたが、カイヴォンと言います」

「あ、私はリュエだよ。君は凄く胸が大きいんだね、少し分けて欲しいくらいだよ」

　ブック様が連れて来てくださった大切なお客様。

　随ずい分ぶんと若く見える反面、どこか深い闇のような、底知れない何かを感じる人。

　二人から漂ただよう得体のしれないナニかに、少しだけ気後れしそうになる。

　けれども……何な故ぜだかこの二人に、私は既き視し感かんを覚えた。

　無む邪じや気きに笑うリュエ様と、そんな彼女を優しそうに気遣うカイヴォン様。

　恋人……とは少し違う。けれども、深く深く、二人は繋がっているように感じた。

　リュエ様は、早速娘の一人、ここの最古参であるスペルに声をかけ個室へと向かう。

　女性でこの館を訪れる人間は稀まれ。なおかつエルフとなると、この館始まって以来初めてではないだろうか。

　きっとスペルは、今日の出来事を興奮しながら私に話してくれるだろう。

　その未来を想像しながら、私はサロンの上段で周囲を見守る事にした。

　さてと……本日のお客様の様子を見てみましょうか。

　あら、ブック様は相変わらず髪の長い娘に弱いのか、あっという間に捕まってしまいましたね。

　他の護衛の皆様も、傍そばに寄ってきた娘達にされるがまま、そのまま連れて行かれています。皆さんは、ブック様に似て優しい方が多いから、つい娘達も遠えん慮りよをせずにグイグイと先導してしまう。

　人となりを見て行動するように、と教えたのは私なのだけれども。

「あら……」

　そんな中、四人の娘に言い寄られながらも、まだ席へと移動していないお客様の姿を見つける。

　カイヴォン様だ。

　一目見ればその非凡な容姿に誰もが目を惹かれる。それは私も例外ではなく、その美しい髪と、服の上からもよく見れば分かる鍛えられた身体にときめいてしまう。

　そんな彼が、娘達の誘いを断り、こちらへと歩み寄って来る。

　そして私を見上げながら────




「皆様、本日は我わが家を訪れて頂き誠にありがとうございました。今こ宵よいの縁えんは、私の娘達にもとても良いものであったようです。是ぜ非ひまた、娘達に会いに来て頂けると幸さいわいです。私も、そして娘もまた、皆様の事をお待ちしております」

　今宵の歓待、一晩の夢が覚める時。

　私達はブック様一行のお見送りをすませ、館の扉を全て閉める。

　今日もよく笑い、よく飲み、よく語り、そして中には、少しだけ心に触れられた娘もいるのかもしれない。

「みんな、お疲れ様でした。何か困った事、相談したい事、報告したい事があったら後で私の部屋に来るのよ？」

『はい、お母様』

　少しだけ浮かれた娘達の様子に、今日も良い一日だったのだな、とホッと息を吐く。

　時折、娘達が営業の終わりと同時に泣いてしまう事がある。

　お客様の前では決して見せないその表情。悲しい事があったのか、理り不ふ尽じんな目にあったのか。その度に私は、自分の無力さを痛感するのだ。

　だから、私は出来るだけ彼女達ひとりひとりと話すようにしている。

　大抵の場合、その涙の理由は『別れ』であるのだけれど。

　私は部屋に戻り、着替えて化け粧しようを落とす。

　……今日の事も、少し手紙に書こうかしら。

　私は自分の持つ不思議な力、自分にだけ見えるある項目を開いて、手紙を生み出した。

　すると丁度そのタイミングで部屋にノックの音が響いた。

「開いていますよ。入ってらっしゃい」

「失礼しますマザー」

　ノックの主は、長女とも呼べる、私と最も長く過ごしている娘だった。

「ふふ、やっぱり来たわねスペル。今日はどうしたの？」

「分かってますよねマザー。今日は、とても良いお客様と出会えましたから、そのおすそ分けです」

　彼女は、なにか特別な事があると決まって部屋を訪れる。

　今日、リュエ様という同性同族のお客様と出会えたことで、なにか感じ入るものがあったのだろう。

　私の目から見ても、あの二人からは少々特異なものを感じた。

　その中でもとりわけ、リュエ様からは深い、とても深い何かを感じた。

　それは闇なのか、それとも別なものなのか──、スペルの口から聞くことができるかもしれない。

「つい、その……くっつき過ぎたといいますか、甘えてしまったんですよ」

「こら。お客様のご迷惑になる事はしてはいけませんよ。もう、貴女はみんなのお姉さんなんだから」

「ごめんなさい。けれども、あの方は受け止めてくれたんですよ。おどおどしながらも『仕方ない子だね』って言いながら」

「まぁ……」

　親の贔ひい屓き目めを抜きにしても、スペルの美び貌ぼうは群を抜いている。

　たとえ同性であったとしても、咄とつ嗟さに彼女を受け入れるのは中々難しい。

　ましてや、彼女は少々距離を詰めるのが急過ぎるきらいがある。その所せ為いで、トラブルを起こしてしまう事も昔は多々あった。

「凄く初々しい反面、凄く優しくて、深い海のような人でした。……思わず懐かしくなってしまうくらい」

「……そう。いらっしゃい」

　少しだけ寂しそうに呟いた娘を呼び寄せる。

　この子は、かつて自分の姉を失っている。きっとリュエ様にその面おも影かげを見たのだろう。

「あの人、リュエお姉さんは凄く優しいんですよマザー。それに魔術にも詳しくて、色々見せてくれたんです。ふふ、少しだけマザーにも似てたような気がします」

「まぁ、そうなの？」

　本当に、良い出会いだったようで、こちらまで嬉しくなる。

「そういえばマザー、今日は珍しくお客を取ったんですよね？　リュエお姉さんの相あい棒ぼうの男性だと聞きましたよ」

「……ええ、そうね。本当に珍しく」

　その言葉に、私も今晩の事を思い出す。

　緊張している様子が手に取るように伝わってくる、少しだけ初う心ぶな男性。

　けれどもどこか余裕を感じさせるという、矛盾を孕はらんだ言動。

　そして、自うぬ惚ぼれではないけれど、私と最後まで会話を楽しむ事が出来た人。

「ふふ、母さん今日は珍しく沢たく山さん飲んじゃったわ、お酒」

「うわ、じゃあそれに付き合わせたんですか？」

「ううん、彼は私と同じだけ飲んで、私と同じだけ話してくれました」

　聞くだけでもない。一方的に話すでもない。対等に、心の底から『私と過ごす時間』を楽しんでくれた人。

　ああ、だから今日は私も心の底から楽しいと思えたのか。

　相手を萎い縮しゆくさせ、しどろもどろにさせてしまう私。

　いつの頃からか、自分では客を取らなくなってしまった私。

　そんな私が、今日彼の誘いを受け、そして久しぶりに楽しい時間を過ごす事が出来た。

　最初に見た時、あの二人から感じた底知れないなにか。それはきっと、文字通り底の見えない、まるで海のように深い人柄だったのかもしれない。

　……また、来てくれるかしら。

「素敵な人達、でしたね」

「マザー？　珍しいですね、そんな風に言うなんて」




　それからも彼、カイヴォンさんは館に足繁く通ってくれた。

　お世辞にも安いとは言えないここの代金を毎晩払いながら、楽しそうに娘達との絆きずなを紡いでいくその姿。

　私は、情けなく浅ましく、そして愚かにも、そんな風に彼と楽しそうに過ごす娘達に嫉しつ妬とにも似た感情を抱いてしまった。

　そしてそれに気がついた瞬間、私は一人絶望し、館の表に出るのを躊躇ためらうようになってしまう。

　私が慕したい、いつか会えると信じている『私だけの足長おじさん』。

　そんな相手を裏切るように、カイヴォンさんを気にかけてしまう自分。

　いけない、このままではいけないと、私は少しずつ彼と距離を取ろうと決意した。

　けれども──運命は彼を私から遠ざけてはくれなかった。

　ある日、私の下に一人の女の子が連れられてきた。

　そして、保護が必要な女の子をここまで連れて来てくれたのは……彼だった。

　これは、何かの縁なのだろうか。

　かつて私を求め、そしていつしか私の娘と惹かれ合い、結ばれた青年がいた。

　……私はまた、親しくなった人間が別の誰かと──違う、そうじゃない。

　胸中で渦巻く、自分でも理解しきれない感情に身を焦こがすようにしながら、私はその日も、カイヴォンさんに別れを告げる。

　そして、その翌日──ついに彼が動き出したのだった。





　　　　　§§§






「ふふ……思えば私も、初めから気になっていたんですよね」

「うん？　どうしたんだいレイス」

「いえ、なんでもありません」

　カイさん。私はきっと、貴方が私の足長おじさんではなくても、いずれ貴方に恋をしていたのかもしれません。

　けれどもそれは、きっと悲恋。

　結ばれる事なく、ただ貴方を思い、去っていくのを見ている事しか出来なかったはず。

　でも──私は今、ここに貴方達と共にいる。共に旅立つ事が出来る。

　その幸福、その運命に感謝の気持ちを捧げながら、私は貴方の背中を見つめる。

　楽しそうに、鼻歌を歌いながら台所に立つその姿を目に焼き付けるように。

「ふふ、レイスもいやしんぼさんだね？　そんなに熱心に見つめちゃって」

「ええ、そうですね。私はいやしんぼうです。大好きなんです」

　ニコニコと笑いかけてくれる貴女の笑顔も。

　時折、照れ隠しに憎まれ口を言ってしまう彼のその仕草も。

　全部、全部大好きなんです。

「よーし完成したぞ。今日はデザートを作ってみたんだ」

「おおー！　アイス、すごいね、果物がいっぱいだ！」

「綺き麗れいです、カイさん」

　もちろん、食べる事も、ね？









あとがき






　皆さんお久しぶりです。藍あい敦あつしです。

　まず始めに、この作品を手に取り、読んで頂きまして誠にありがとうございます。

　早いものでこの作品も三巻となりました。そしてすでに知っている方もいると思いますが、この度コミカライズ、つまり漫画化が決定致しました。

　桂かつら井い先生の描く、美び麗れいでシリアスな一行ともまた一味違う、新たなぼんぼん一行の姿を作者自身もハラハラドキドキしながら待っているところです。

　先日、担当してくださる漫画家さんとお会いしました。とても作品を気に入って頂けたようで、生き生きと作品について語ってくださり、内心喜びで胸がいっぱいでした。

　桂井先生にも全面的にバックアップして頂き、もう感かん無む量りようと言う他ありません。

　さて、最後になりますが、三巻について少々触れたいと思います。

　今回登場した『レイス』は、作者が一番好きなキャラクターでもあります。

　二巻の終わりに登場させた時から『早く二人に会わせてあげたい』と言う気持ちが強く、今回めでたく一行に加わる事となりました。

　新たなメンバーの入った一行の冒険に、コミカライズ版での冒険と、まだまだ広がるこの作品の世界を、どうかこれからも応援して頂けると幸いです。














著者

藍敦

Aiatsushi




らんらん♪

二度ある事は、三度ある。三度現れた謎の豚面作家です。早いもので三巻ですよ三巻。この度コミカライズも決まりどんどん大事になってしまい、らんらんピッグりしちゃった豚だけに！　ピッグり！















イラスト

桂井よしあき

Yoshiaki Katsurai




オトナ向け漫画をメインに仕事しつつ、イラストもやらせていただいております。散歩と旅行が趣味で、某旅番組のＤＶＤを延々流しながら仕事しています。最近の指針は、みんなで平和に楽しく！　絵、少しでも気にいっていただけたら嬉しいです！

http://katsuraiyoshiaki.com
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